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１　未知の世界に胸をときめかせて








　外出時間が近づいてきたので、鈴すず森もり愛あい花かはパソコンで作成中のファイルを保存して顔を上げた。

　彼女は大手菓子メーカー『アルッテ』の広報室で働いている二十七歳の平凡なＯＬだ。

　大学卒業後、企画の仕事をしていたが、縁あって引き抜きという形で現在の職場へ転職して三ヶ月が過ぎたところである。

　この職場には愛花も含めて十名の社員が働いており、個室なのもあって和気あいあいとしていて雰囲気がいい。

「鈴森さん、そろそろ時間だから視察に行こうか」

「はい」

　愛花は、先輩社員の牧まき丘おか涼りよう平へいに声をかけられて立ち上がった。

　彼は同じ年齢であるが、転職したばかりの彼女の指導社員だ。

　後ろから見る牧丘の体型は、姿勢がよくて高身長でスーツの中は引き締まっていることがわかる。

　長めの髪の毛と眼鏡のせいか真面目な印象だが、話してみると面白いし、落ち着いていて穏やかな話し方をするところも一緒にいて心地がいい。仕事も納得するまで根気強く教えてくれるし、疲れていないかなど気にかけてくれる面倒見のいい人で、非常に働きやすい。

　そんな落ち着きがあり大人っぽい牧丘に対して、同い年である愛花は、パッチリとした二重瞼に小さい鼻と薄い唇で、童顔なことを気にしている。髪の毛を茶色くしてみたり、早起きをして毛先にカールを作ってみたり、できる限り大人っぽく見えるように頑張っているが、あまり自信がない。

　牧丘がホワイトボードに『外勤』と記入し、愛花の欄にも同じように書いてくれる。すぐそばに来ていた愛花は「ありがとうございます」と小声でお礼をして笑顔を向けた。

「どういたしまして」

　丁寧に返事をして微笑み返した牧丘は、室長へと視線を動かす。

「他社さんのイベントがあるので視察に行ってきます」

「了解。終わったら直帰していいぞ」

「わかりました」

　イベントは夕方四時からで、開始から一時間ほどで終わる。それから会社に戻ってきても作業を進められるかどうか中途半端な時間になってしまうだろう。

（直帰させてもらえて嬉しい。今日は久しぶりに早く帰ってゆっくりお風呂に浸かろうかな……）

　二人は他に残っている社員に見送られて退出し、エレベーターホールに歩いていく。

「直帰させてもらえてラッキーだったね」

「そうですね、こういう暑い日はありがたいです」

　会話をしながらエレベーターに乗り、二人きりの空間になると、少しだけ意識してしまう。

　女性社員は彼を『仕事はできるのに、なんだか地味』と評価しているが、本音を言うと、愛花としては牧丘にあまり人気が出てほしくない。隠れ家を誰かに教えてしまうのがもったいないような感覚に似ている。

　牧丘は前髪から覗く瞳がものすごく綺麗で、皆は気づいていないが愛花は彼が隠れイケメンなのではないかと思っている。

　ビルから外に出ると、蒸し暑くて汗がじわりと浮かんできた。

　メイクが崩れてしまいそうだと心配しながら歩いていく。そんなに厚化粧ではないが、社会人としての最低限の身だしなみは気をつけたいし、なにより崩れたメイクを牧丘に見られるのは避けたかった。

　牧丘は背が高くて足が長いので歩くのが早い。たしか、一八〇㎝近くあり一六〇㎝の愛花とは身長差が二〇㎝ほどのため、彼を見上げる形になる。

　置いていかれないように少し小走りで歩いていたので、何もないところなのに躓いてしまった。転びそうになったとき、牧丘がさっと手を出して助けてくれる。手が大きくて男性らしさを感じて胸がキュンとなる。

「あ、ごめん。歩くのが早かったね」

「いえ……大丈夫です」

「怪我、してないかな？」

　牧丘が手を離して、じっと愛花の細い足に視線を動かした。膝丈のスカートのスーツなのでそんなにミニではないけれど、見られていると思ったら恥ずかしくなり顔に熱が集中する。

「大丈夫です、すみません」

「……そ、それはよかった。ところで、仕事は慣れてきた？」

　愛花が動揺していることに気がついた牧丘の耳が赤くなり、咳払いをしてから話をすり替える。

　気持ちを落ち着かせて笑顔で応えた。

「牧丘さんのご指導のおかげで、掴めてきました」

「嬉しいことを言ってくれるね」

　爽やかな笑みを見て愛花の心臓がトクンと高鳴った。

　仕事を教えてくれるのが牧丘でよかった。でも、転職して心に余裕が生まれたからか、彼に仕事の相談をしているとき、ふと見せる人懐っこい笑顔にキュンとしたのは不覚だった。

　初めてお付き合いした元カレ――直なお人ととの苦い経験があってから、愛花はずっと恋愛を避けて生きてきた。

　直人の周りにはいつも男女問わず人がいて、大人しい愛花は自分の存在すら気がついてもらえずにいた。

　大学生の頃、グループでカラオケに行って隣の席に座ったことをキッカケに急接近して恋人同士になった。

　初めての彼氏ですごく好きだったが、愛されているか不安でつい後ろ向きな妄想ばかりしてしまい苦しかった。

　自分の気持ちを言えない性格の愛花は、デートもすべて直人の都合に合わせた。嫌われないかと怯える日々で、周りにいる美しい女性と自分をつい比べて卑屈になった。

　大人っぽく見えるように頑張ってメイクやファッションを研究しても、直人には似合わないと言われ、自分は駄目だと落ち込んでしまう。

　一方で、直人は手を繋いだりキスしたりなどのスキンシップが早くて、思考が追いつかないまま、彼の家に泊まることになった。

　初めての交際だからこそ、ゆっくりと進めてほしかったけれど、体の結びつきがあればもっと仲よくなれるかもしれないと考えるようになり、処女を捧げようと決意をした。

　しかし、本番を迎えると頭が真っ白になり、キスをして胸に愛撫を与えられても声ひとつ出すことができなかった。

『お前、なんで全然感じないの？　なんで黙ってんの？　つまんねーな』

　悲しい言葉を投げつけて直人は愛花から離れた。

『萎えたの、お前が初めてだわ。悪いけど別れてくれ』

　そんな言葉を吐かれて捨てられた。愛花は絶望の底へと突き落とされ、直人と別れた直後には過呼吸になることもあり、それからというもの恋愛には臆病になっていた。もう、悲しい思いをするなら恋なんてしたくない。

『転職をキッカケに新しい職場で恋愛でもしなさい』

　なんて女友達に言われるけれど、仕事に集中するために職場の人とそういう面倒な関係になるまいと肝に銘じている。だからこそ牧丘のことが素敵だと思いつつも、恋愛感情を持たないようにと恋心には蓋をしている。

「どんどん仕事を任せていくから、期待しているよ」

「今後ともご指導よろしくお願いします」

　愛花がにっこり微笑むと牧丘も笑みを向けてくれた。

　

　会社の近くにあるホテルの大ホールで開かれている、他社の新作試食会を視察するのが今回の目的だ。

　メディアを呼んで盛大に行われており、一般人も参加できるためかなり賑わっていた。

　入口でパンフレットとお菓子のプレゼントが入った紙袋を渡されて、リストバンドをつけられた。一度退場すると再入場はできないらしい。

　会場に入ると広い空間にはテーブルが並べられ、テーマごとにお菓子が置かれている。目当ての新商品は入口近くの目立つところに置かれていた。

「混み合っていますね」

「あぁ、ここの会社は宣伝が上手だから。今日は勉強させてもらおう」

　よほどこの試食会が楽しみだったのか、ワクワクしているような笑みを浮かべている。牧丘は笑うと目尻に皺が寄る。その表情はどこかあどけなくて、人懐っこくて、愛花はまたドキッとしてしまう。

　しかし、これからも一緒に働くのだから変な気を起こしたくない。自分の心臓の鼓動を気にしないようにしながら商品を眺める。お菓子が並べられた空間のせいか、ものすごく甘い香りが漂っていた。

　会場に入ってから、牧丘は取引先の相手や同業者に頻繁に呼び止められている。その度に愛花を紹介してくれて名刺交換をした。

　牧丘は宣伝を手がける商品が大ヒットを連発していることから、業界では一目置かれた存在だ。いつか独立するのではと噂されているほどである。たくさん声をかけられているところを目の当たりにして、愛花はいつか彼が遠い存在になってしまうのではないかと不安になった。

「おー、牧丘君」

　また牧丘が一人の壮年に捕まってしまった。

　彼は生乳会社の取締役らしい。えらく牧丘を気に入っているようで、先ほどからずっと彼を褒めている。仕事の話や自社製品の自慢話から、次第に目に入れても痛くないという愛娘の話になっていく。

「そうだ！　いいことを思いついた。牧丘君、ぜひ娘と会ってくれないか？　君のような優秀な男が娘の結婚相手になればこれほど嬉しいことはない」

「いえ、自分にはもったいない話です」

「君は謙虚だな。ハッハッハ、私は真剣だよ？　前向きに考えてくれ」

　壮年が牧丘の肩をバシバシと豪快に叩いてその場から去っていく。苦笑いを浮かべている彼にどんな言葉をかけたらいいのかわからず、愛花は微妙な笑みを向けていた。

　そのとき、牧丘のスマートフォンが鳴った。

「ごめん、ちょっと待ってて」

　彼は愛花に声をかけて会場の外へと行ってしまう。

（牧丘さんに少しでも追いつくために会場を見て勉強しておこう）

　少し歩くと近くのブースに目がいく。『お菓子をシェアしてプレゼントをゲットしよう！』と書かれた看板があり、狭いスペースでスタッフがキャンペーンの説明をしている。ＳＮＳへ投稿すると、抽選でテーマパークのチケットが当たるらしい。

　やはり、今の時代はＳＮＳを上手に活用していくべきなのだろう。

　ここぞとばかりに新商品が積み上げられてディスプレイされている。写真映えしそうなパッケージデザインで、お菓子ひとつひとつが小分けの袋に入っていてメッセージが書けるようだ。面と向かって言いにくい言葉を添えるといいと訴えている。

　なるほどと感心しながら眺めていたとき、肩をポンポンと軽く叩かれた。牧丘が帰ってきたのだと思って振り返る。

（な、なんで……こんなところに直人がいる!?）

　そこにはスーツ姿の元恋人、須す賀が谷や直人が驚いた様子で立っていた。

「やっぱり愛花だよな？　……なんでここにいるんだよ。仕事か？」

　そういえば彼も菓子メーカーに就職したという噂を聞いたことがある。

　大学時代に一ヶ月だけ交際した直人の発言に傷つけられたのは、愛花にとってこの先、もう恋愛をしたくないと思ってしまうほど強烈な出来事だった。

　それから誰とも交際しないまま、二十七歳になった。

　もう恋愛なんてしたくないと思う反面、友人の中には結婚して母親になった人もいるのに自分は進めない人生を送っていると思うこともあった。

　あまり会いたくない人だったが無視するわけにもいかず、笑みを浮かべる。

「久しぶり……だね。実は転職したんだ」

「そうか。元気だったか？」

　直人は、愛花の姿を上から下まで舐めるように見て不敵な笑みを浮かべる。その目に見つめられるだけで嫌な気持ちが湧き上がってきた。

　視線から逃れるように俯くと、彼の左手の薬指にはシルバー色のリングがはめられている。愛花の瞳の先に気がついた彼が距離を数歩、詰めてきた。

「結婚したんだ？」

「ああ、一年前に。もしかしてお前はまだ独身なのか？」

「……仕事で忙しいから恋愛なんてしている暇がなかったの。それに二十七歳ならまだ独身もいっぱいいるじゃない。なにより、今は仕事が楽しくて」

　強がって言ってみるがやはり悔しい。人のせいにはしたくないけれど、彼のせいで恋愛から避ける人生を送ってきたのだから。

「お前はいろいろな意味で幼稚だったから仮に彼氏ができても、相手を喜ばせることなんてできないだろうな」

　直人の馬鹿にするような言い方に胃の中が熱くなるほど腹が立ったが、公の場なのでグッと堪えて無理矢理笑みを浮かべる。

　直人は愛花の顔をじろじろと見て、嘲笑うように呟いた。

「相変わらず、子どもっぽいな」

　大人っぽく見えるためのメイクをしたり、髪を巻いたりする愛花の努力を罵られた気がして、何も言い返せずに唇を噛み締めた。苦しかった過去を思い出したくなかったのに、なんで鉢合わせてしまったのだろう。過去の記憶が鮮明に蘇り、この場にいるのが辛くなって体が震えてくる。このままここにいたら倒れてしまうかもしれない。

　そのとき、愛花の目の前に人が立ちはだかる。

　誰かと思って見上げると、そこには牧丘が愛花を守るようにして立ってくれていた。

　愛花は咄嗟に彼の背中に隠れて大きく空気を吸い込む。そうでもしなければ過呼吸に陥りそうだったのだ。

　チラリと見えた彼の目は、いつもの穏やかさとは違って冷ややかな視線を直人に向けている。まるで大事な物を壊されて怒っているかのような雰囲気を身に纏っていた。

「愛花、こちらは？」

　突然牧丘に下の名前で呼ばれて一瞬固まった。

（もしかして、状況を把握して恋人のふりをしてくれているのかな。この場を凌ぐために話を合わせることにしよう）

「……元カレなの」

　消えてしまいそうなほど小さな声で言った愛花は、牧丘の背中越しに直人を見た。

「マジかよっ、お前に男？」

　直人は信じられないといった様子で呆然と立っていて、次の言葉が見つからないようだ。

　牧丘は彼に軽く会釈して愛花の手を引いて会場から連れ出す。顔色が悪く呼吸の荒い愛花を避難させようと思ってくれたのだろう。

　一刻も早く直人から離れたくて、もつれそうになる足を動かす。呼吸が落ち着かず不安に包まれていた。でも、牧丘が来てくれて本当に助かった。

　牧丘は愛花の手首を掴んだまま歩き、エレベーターに乗った。ダメージを受けてしまった愛花はかなり動揺していて、小さな箱の中でも表情が強張ったまま呼吸が荒い。牧丘が心配そうに見つめていることにも愛花は気がつかず、直人の馬鹿にするような態度が頭に浮かんでいた。元カレの言葉に囚われて生きてきたが、転職をして忙しく毎日を過ごしているうちに、やっと最近忘れかけていたのに。

　そのときふと、仕事で来ていたのに牧丘に迷惑をかけてしまったと我に返る。

「牧丘……さん、あの……っ」

　ホテルから外に出ると、新鮮な空気に触れて肺に酸素が送られていく。愛花の顔を牧丘が覗き込んできた。

「大丈夫？　気分は悪くない？」

　心配そうに問いかけてくれる牧丘に頭を深く下げる。

「すみません……。お見苦しいところを……」

「いや、俺こそ無理矢理外に連れ出しちゃってごめんね」

　顔を上げて牧丘に視線を向けると、なぜか彼がキラキラと輝いて見えた。

　いつも地味な雰囲気を纏っていることを忘れてしまう。眼鏡の奥から覗く瞳に吸い込まれそうになり、心拍数が上昇して頬が熱くなった。

　困っているところを助け出してくれたことが嬉しかったからだろうか。まるで悪者から守ってくれたヒーローみたい。愛花は初恋を覚えたての学生のようにポーっと牧丘に見とれたが、せっかく視察に訪れたというのに巻き込んでしまったことを思い出して、申し訳なさと、悔しさで胸がいっぱいになった。

「あの、私のせいで、もう会場から出ることになってしまって……本当にすみません」

　一度会場から出たらもう一度入ることはできないので、帰宅するしかない。会社に戻って仕事をできる精神状態でもないし、こんなに早く戻ってきたら職場のメンバーは不思議に思うだろう。

「気にしないで。それより、本当に大丈夫？」

　牧丘が心配そうな眼差しを向けてくるので、愛花は頷いてみせた。

「このまま一人で帰すのは心配だな……。まだ時間も早いし、もしよかったら食事でも一緒にして帰らない？」

「……え」

　どこまでも気にかけてくれる牧丘の心遣いに胸が熱くなった。いつも忙しい彼だってせっかく早く帰れるチャンスなのに、落ち込んでいる人を放っておけない性格なのだろう。

　包容力のある瞳を向けられて、愛花の頬に熱が集中していく。牧丘の優しさは自分に対してだけじゃないとわかっていても、つい、甘えたくなってしまった。

　葛藤する愛花に牧丘が柔らかく微笑んだ。

「無理にとは言わないけれど。鈴森さん一人暮らしでしょ？　嫌なことがあったときに、一人になるのはよくないよ」

　確かにこのまま一人で家に帰っても悶々と考えて落ち込んでいくだけだろう。食事も喉を通らず明日以降にも影響が出てしまうかもしれない。

　これ以上甘えてはいけないと自制する反面、愛花は牧丘と一緒にいさせてほしい気持ちに支配されていく。

　これは、ときめいているわけじゃなくて、今日は弱っているからなの。なんて心の中で言い訳している感情の動きに自分が一番びっくりしている。

「じゃあ、お言葉に甘えてもいいですか？　ご迷惑をかけてしまって申し訳ありません」

　頭を下げてからゆっくりと顔を上げると、牧丘は慈愛に満ちた瞳を浮かべて頷いた。

「うん、行こう。何食べようか」

　会社の同僚にここまで頼ってもいいのかと思いつつも、歩き始める。心臓の鼓動が加速していることをあまり意識しないようにしようと息を細く吐き出した。

　

　近くのファミリーレストランで食事をすることになり、向き合って座る。

　注文を終えて正面を向くと牧丘がテーブルに肘をついて手に顔を乗せて穏やかな表情を浮かべていた。その姿に不思議とリラックスしてくる。

「休みの日って何してるの？」

「洗濯とか、掃除をして……あとは動画見てます。動物の動画を見ていると癒やされるんです」

　他愛のない会話をして柔らかな雰囲気を作ってくれる。牧丘の笑みを見ていると先ほどまで凍りついていた嫌な気持ちがじんわりと溶かされていく感じがして、愛花は落ち着きを取り戻して笑みを浮かべることができていた。こうして仕事以外の話をすることは今までなかったけれど、牧丘と過ごす時間が居心地いい。

「動物系の動画って癒やされるよね。おすすめの教えて？」

「はい、待ってください」

　愛花はお気に入り登録している動画をスマートフォンに映して、顔を寄せ合って小さな画面を見る。

「あはは、可愛い」

　静かだけど低くて通るその声が耳に入るだけで穏やかな感情に包まれる。画面を見ていたので距離感が近くて至近距離で目が合った。

「面白い。ありがとう」

「いえ」

　ソファーの背もたれに体重をかけた牧丘を見つめた。すでに一時間ほど一緒にいるけど、もう少しお話をさせてほしい。欲を言うならお酒を飲みながらまったりとした時間を過ごしたいが、あまり長く拘束するのは申し訳ない気がした。

　愛花は相手に嫌な思いをさせたくなくて自分の気持ちを言えないことが多い。今もワガママを言わないようにしようと黙り込んだ。

「……あのさ、もしよかったらお酒飲みに行かない？」

　彼の言葉に、同じことを考えていたのかと思わず目を見開き、嬉しい誘いに笑みを浮かべた。

「実は私も飲みたいなって思っていました」

「同じことを思ってたんだね。俺がたまに行くバーでもいい？」

「ぜひ！」

　会計では、愛花も支払おうと財布を取り出したが、「誘ったのは俺だから」と牧丘に奢ってもらう形になってしまった。何から何まで気を使ってくれる。

「じゃあ、バーは私がご馳走します」

「そんな、気にしなくていいって」

　にっこり笑う牧丘の笑顔にときめく。どこまで彼はいい人なんだろう。

　レストランで食事をしているとき、他愛もない話をして気分を盛り上げてくれたおかげで、かなり気持ちが楽になり、誘ってくれたことに改めて感謝をしていた。

　レストランから歩いて十分くらいでバーに到着した。中にはカウンター席しかない小ぢんまりとしたところだが、静かにジャズが流れていて落ち着いて話ができる雰囲気だった。カウンターに並んで座り、愛花はカシスオレンジ、牧丘はビールを注文した。

「ビールがお好きなんですか？」

「俺はどんなときでもビールなんだ」

「そうなんですか？」

「甘いお酒はあまり得意じゃないのと、スッキリとする炭酸が好き」

　ごくごくと喉仏を上下に動かして、美味しそうに飲んでいる。喉仏がセクシーでドキッとしてしまったことは秘密にしておこう。カシスオレンジは甘くて飲みやすくて美味しい。

　同僚として彼を信頼していたが、こうして長い間話してみると、話をじっくりと聞いてくれたり、同じ趣味を持っていたりと親近感が湧いてきた。

　元カレと別れてからこんなに男性を意識したことなんてなかった。牧丘の細やかな配慮と自然に振る舞ってくれる姿に惹かれていることは間違いないけれど、過去の嫌な恋愛の思い出がどうしても浮かんできてしまう。

　好きになって、その人と恋人になれたとしても、また『つまらない女』だからと嫌われるのは怖い。

　アルコールを飲んで酔いが回ってくると、過去の嫌な思い出が蘇ってきて唇を噛み締めた。

　穏やかな気持ちになっていたのに直人のことを思い出し、気分が悪くなってきた。

　そんな愛花の些細な変化を感じ取り、牧丘が首を僅かに傾けて顔を覗き込んでくる。

「苦しいことがあれば聞くから、よかったら話をしてみない？」

「え？」

　柔らかな声音が耳に流れ込んできて、重い感情が少し軽くなる。

「人に話すことで気持ちが楽になることがあるから……。もし俺でよかったら話を聞くよ」

　聞いてほしい気持ちはあるけれど、簡単に人に話せるようなことじゃない。でも、吐き出してしまいたい感情もあって愛花は葛藤しながら牧丘を見つめる。

「さっきの元カレとの会話が少し聞こえてね」

　愛花を傷つけないように慎重に質問をしてくれる。

「……はい。会いたくなかったのにばったり再会してしまいました」

「悪い思い出があるの？」

　曖昧な笑みを浮かべて愛花は頷く。

（牧丘さんになら、話してみようかな……）

　オフィスラブは避けたいと自戒しているけれど、彼に好意を寄せる自分がいる。

　第一に牧丘の人柄がいいこと。その次に仕事をする上で、自分とは違う考えを教えてくれて、勉強になったことが多かったからだ。

　自分の持っていないものを持っている人に魅力を感じることは自然なことなのではないか。

　牧丘なら『感じにくい体』だと聞いてどんな反応をするのだろう。

　仕事をする上で適切なアドバイスをくれる彼の言葉を聞けば、囚われていた嫌な過去を前向きにとらえることができるかもしれない、なんて思考に陥るのはアルコールのせいで正常な判断ができていないのか。

　愛花は恥を忍んで話を聞いてもらうことにした。

「こんなこと恥なので、一生人には話さないつもりでいたんですが……」

「うん」

　話し出すのを待ってくれているような絶妙な空気感のおかげで、愛花は特別なことを話すふうでもなく、仕事について話すときと同じように口にできた。

「大学生時代にさっきの彼とお付き合いしていたんですが、私、その、するとき感じることができなくて……不感症かもしれないんです。だから満足させてあげられなくて……。それから付き合う人に同じ思いをさせたくないと思って恋愛しないで今まできました」

　胸を愛撫されても緊張しすぎて気持ちがいいなんて思えなかった。反応しなかった愛花に直人は愛想を尽かし、結果、つまらない女だと振られてしまった。

「不幸中の幸いなのか最後まですることなく破局を迎えたんですが、もう二十七歳なのにこんなふうでいいのかなと悩むこともあるんです。女性としての喜びを知らないまま人生が終わってしまうのかなって……」

　アルコールのせいで余計なことまでつい話しすぎてしまった。

　一人でお酒を嗜んでいるとき、バージンを捨ててしまいたいと強く思うことがある。怖いと思いつつも『セックスの快楽はものすごい』とインターネットで読んだことがあり、興味がないわけではないのだ。

「はぁ……」

　ちらりと横を向くと、小さなため息をつきながら牧丘が眼鏡を外していた。長いまつ毛と、吸い込まれてしまいそうな綺麗な瞳が目に飛び込んできて、思わず見つめてしまった。

　何気なく髪を掻き上げる仕草には男らしい色気が漂っていて、愛花は目のやり場に困ってしまう。緊張を隠すようにカシスオレンジを飲み込む。喉の奥から胸にかけて熱いものが流れていく感覚があった。

　もう一度牧丘を見ると、再び美しい横顔が見えてドキッとする。彼は息を吐きながら、イライラしているようにも感じる。

「そんな悲しい経験をしていたんだね。……あの男の人にひとこと言っておけばよかった」

　自分のためにイラついてくれているんだと思うと、牧丘から目がそらせなくなった。牧丘は悔しそうに自分の長い指を唇で軽く噛んでいる。その姿でさえ様になっているのだから、参ってしまう。あの綺麗な指に触れられたらおかしくなってしまうのではないかと、官能的な想像までついしてしまった。

「愛花ちゃん」

　突然下の名前で呼ばれて心臓がドクンと跳ねる。こちらに視線を向けて顔をじっと見つめられた。

「俺のこと、昔会ったことがあるんだけど覚えてない？」

　正面から見た牧丘の顔は、それぞれのパーツがバランス良く配置されている。本当に綺麗な顔で、いつまでも見てられそうなほどうっとりする。けど、こんなに素敵な知り合いがいたかどうか？

「愛花ちゃん、俺の顔、よく見て」

　顔を少し近づけてきたので、愛花は慌てて口をパクパクさせる。耳が千切れそうなほど熱い。

　動揺している愛花に目を細めて笑っている余裕たっぷりの姿が憎らしいけれど、そんな表情もまた魅力的だ。

（こんな一面もあったなんて……同僚と恋愛なんてしないって決めているのに、もっと好きになっちゃいそう）

　必死にブレーキをかけて頭を左右に振る。

「覚えてない？」

「あ、あのっ……待ってください。思い出せないです。あと、ちょっと離れてください」

　迫ってくるから思い出す余裕がなくなって、牧丘の顔を突っ張ると彼は「あはは」と笑って少し距離を取ってくれた。

　ドキドキしすぎて考えられなかったが、思い出せないかと聞かれたのは気になる。照れてしまうけれど記憶を蘇らせるために彼の顔をじっと見つめる。

「どう？」

　首をわずかに傾げ質問されると、脳裏に浮かんできたのは幼い少年の姿だ。栗色の髪に色素の薄い茶色の瞳。色が白くてすごく綺麗な子だった。

（……あれ、あの子に牧丘さん……そっくりだけど、誰だったっけ）

　喉の手前まで来ているのに思い出せなくて気持ちが悪い。眉間に皺を寄せながら考えている愛花に、彼がどこか悲しそうに微笑む。

「愛花ちゃんにとって俺の記憶は薄いみたいだね」

「……ごめんなさい、ここまで出かかっているんですけど」

　愛花が自分の喉に手を添えながら言うと、牧丘は物柔らかに頷いてくれる。

「思い出してほしいな」

　甘えるような声で言われて、愛花は牧丘の意外な可愛らしさにキュンとする。しかし、胸をときめかせている場合じゃない。

（えっと、えっと思い出したいのに……）

　愛花の記憶がだんだんと形になり、見えてきた映像は幼稚園の砂場。可愛い男の子と楽しく山を作って遊んでいるところだ。

「……もしかして、幼稚園のとき一緒だった、牧丘君？」

「うんそうだよ」

　牧丘は嬉しそうに満面の笑みを浮かべて頷く。

　愛花の父親が転勤で引っ越したのだが、彼とは幼稚園で一年間一緒に過ごした仲だったのだ。

「まさか牧丘君だったなんて！　驚きました……」

「そう、同級生だったんだよ。よかったら二人きりのときはタメ語で話して」

「う、うん……」

「やっと思い出してくれて嬉しい。なかなか言い出せなくて、ごめん。仕事に集中したいだろうと思って伝えるタイミングを見計らっていたんだ」

　幼稚園の頃の同級生だと知って、愛花の中で彼との距離感がかなり近づく。

　牧丘は大人しい子供だったが、一緒にいて落ち着く存在でよく遊んでいた。

「ずっと愛花ちゃんに会いたかったんだ。だから再会できたときは勝手に運命だと思って、本当に嬉しかったんだ」

　懐かしさを込めたように、顔をくしゃりとして笑った。愛花も釣られて笑みを浮かべる。

「大人になった愛花ちゃんを見て俺はすごく驚いたんだ。小さい頃もめちゃくちゃ可愛かったけれど、ますます綺麗になったなって。美人だから、目のやり場に困っていたんだ。俺がドキドキしていたことに気がついていた？」

　ドキドキなんてどういうつもりで言っているのかわからないが、愛花は再会に動揺し反応する余裕がなかった。本当に嬉しいのか、牧丘は満面の笑みを浮かべている。

「仕事は早いし理解能力も優れているし、些細なことでもちゃんとお礼をしてくれる。外見だけじゃなくて中身も素敵な女性に成長したんだね」

（評価が高すぎ！）

　そう思う反面、あまり自分に自信がない愛花には、自分を見ていてくれる牧丘の存在がありがたい。

　牧丘の手がゆっくりと伸びてきて愛花の髪の毛を耳にかける。あまりにも自然な動きだったので抵抗することもなく受け入れてしまう。

「褒めてくれて、ありがとう。そういえば牧丘君って小さい頃から優しかったよね。落ち込んでいた心が穏やかになっていくよ」

「お世辞じゃない。本気で思っているんだけどな」

　耳にかけた指がスーッと下りてきて首筋に触れた。官能的な指の動きに愛花は唾液をゴクンと飲み込んだ。体がピクッと震え、一気に頬に熱が集中する。思わず涙目になって牧丘を見つめてしまった。そんな愛花の様子を見た彼が微かに首を傾げて笑みを浮かべる。

「愛花ちゃん、本当に不感症かな？　少し触れただけでこんなに顔を真っ赤にして……感じちゃった？」

「かっ……、ま、まさか……そんなわけ」

　ありえない。彼の指に反応してしまったのはたまたま、条件反射だろうと自分を落ち着かせる。愛花の肌から離れた指先がビールの入ったグラスを持ち上げる。ごくっと飲み干して、舌舐めずりをしてからこちらをチラッと見て、牧丘はクスッと笑う。

　色っぽい瞳がからかいを浮かべ、悪戯っ子のような笑みを向けられる。いつもの穏やかな彼とのギャップにキュンとして愛花の心臓がおかしな動きをした。このまま視線が絡み合っていることに耐えられず目をそらすと、牧丘が椅子ごと近づいてきた。さらに距離が縮まったので愛花の心臓の鼓動が彼の耳に届いてしまわないか不安になる。

　スカートの上で握り拳を作っていた手をそっと包み込まれた。大きな手のひらが開かれて指を絡め合うように手を繋がれる。

　ハッとして顔を上げると牧丘の瞳が欲を孕んだように見えたが、愛花は不思議と嫌だと思わなかった。

　顔を近づけてきて他の人には聞こえないように、吐息混じりの小声で囁かれる。

「……女性としての喜び、俺が教えてあげたいな」

　牧丘のその言葉が腰に響いて砕けそうになった。こんな経験をしたことがなくて驚いた愛花は腰に手を添える。

「どうしたの？」

「い、いや」

　まさか牧丘の声に感じて腰を押さえたなんて言えるはずがない。体が支配されているようで不思議でたまらない。

　でも、いくら幼馴染と判明したからって、相手は職場の人なのだ。これからも顔を合わせていくのだから、これ以上の特別な関係になって気まずくなりたくない。

　手を離そうとすると力を込めてきていつも穏やかな牧丘に野獣のような力強さを感じてしまう。違う一面を見せられて愛花は体の力が抜けてしまいそうになった。

　牧丘の腕の中に閉じ込められたら。

　熱を含んだ視線で全身を見られたら。

　想像すると流されたくなってしまう自分もいるが、そんな気持ちを振り払うように強い視線を送った。

　ギリギリのところで理性が自分を抑え込む。

「愛花ちゃん、本当は俺と寝たいって思ってない？」

「え？」

　心が読まれたかと思って目を丸くする。牧丘は口元に笑みを浮かべてセクシーな眼差しを向けてきた。

「すぐに否定しないんだね？」

　墓穴を掘ってしまった気がして恥ずかしくなった愛花は俯いた。

「愛花ちゃんのこと、気持ちよくしてあげたい。今は何も考えなくていいから俺に委ねてみない？　とろけさせてあげられる自信があるんだ……俺。愛花ちゃんのこと、可愛がりたい」

　ドキンとして耳朶が千切れそうなほど、熱くなった。

　きっと、普段の愛花なら断っていた。でも今日は頷かせてしまう条件が揃いすぎていたのだ。

　元カレに会って困っていたらヒーローのように助けてくれて、落ち込んでいる愛花を元気づけてくれて、しかも実は幼い頃の同級生だったと言われ、可愛いと連発しながら誘ってくる。

　こんな流されるような関係になってはいけないとわかっているのに、愛花の脳みそは牧丘に抱かれているところしか想像できなくなってしまった。

　拒否をせずに黙り込んだのを見て、了承したのだと思ったのだろう。牧丘は愛花の頭をふわりと撫でて立ち上がる。

　彼は会計を電子マネー決済でスマートに済ませて戻ってきた。エスコートするように立たされてバーテンダーに見送られながら歩き出す。

「俺に委ねてくれたこと、絶対に後悔させないよ」

（どうしよう、本当にこのまま抱かれちゃうのかな）

　うまく感じることができなくて、牧丘に嫌な思いをさせてしまうかもしれない。

　同僚なのに一線を越えていいのか。でも、牧丘に委ねてみたい気持ちもある。

　愛花の中で、色んな感情が渦巻いていた。

　外に出てホテル街の方向へ歩みを進めていく。ここで逃げようと思えば逃げられるのに、愛花は握られた手を離したくなかった。
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　近くのホテルに入り部屋のドアが閉まると、愛花の心臓が大きくドクンと跳ねた。

（本当に来ちゃった……）

　牧丘が入口で不安げに見つめる愛花に柔らかな視線を送ってくる。

「優しくするから怖がらなくていいよ」

　長い腕が伸びてきてふんわりと抱きしめてくれた。牧丘の筋肉質な胸板に顔を埋めると久しぶりに男性に抱きしめられているのだと実感が湧いてきた。

「愛花ちゃん、いい匂いがする」

「……汗かいてるからそんなわけないよ」

　背中を手のひらで体のラインにそって撫でられ、緊張が解けていく。

「ずっとこうしたかった。ただ抱きしめるだけでいいから、触れたかったんだよ」

　牧丘の声と心臓の鼓動が胸越しに伝わってくる。そっと肩を掴まれ顔がゆっくりと近づく。

　唇が触れそうな距離にいるのに牧丘はその一歩を踏み出すのがもったいないとでも言いたそうに瞳をうっとりさせて、親指で愛花の唇に触れてくる。

「柔らかくて可愛い唇だね。すごく美味しそう」

　甘い声で囁かれて愛花の胸がキュンとし、牧丘に食べてほしいと思ってしまう。

　彼は愛花の頬にキスをした。

　唇じゃないことにもどかしさと照れが込み上げてくる。そのまま口の端っこにキスをされて、ついに二人の唇が重なった。

　愛花の唇の弾力を楽しむかのように押し付けてきて、チュッチュと小さなリップ音が響く。

　牧丘の柔らかな唇の感触が伝わり、頭がぼうっとなって立っているのがやっとだった。

　上唇を舐められたり、軽く吸われたりして、愛花は自然と口を開いてしまった。

「……ぁっ」

　開かれた口から甘い声が漏れるが、すぐに舌が入り込んできて咥内で動き出した。歯列を丁寧に舐めて舌を挿し込んでくる。角度を変えながら執拗に降ってくるキスになんとか応えているけれど、だんだんと余裕がなくなっていく。

「んっ……」

　直人と別れてからキスなんてしていなかったので、呼吸するタイミングすら見失ってしまう。

　牧丘は愛花を絶対に離さないというように背中に手を回して抱きしめながら、情熱的な口づけを繰り返してきた。その度に愛花の体温が上昇していき、自分が溶けてしまうのではないかという感覚に陥っていく。

「……んっ、ふぁぁ……んっ……」

　唇が離れて呼吸を浅く繰り返す愛花に牧丘は謝ってきた。

「夢中でキスしちゃってごめんね。息……苦しかったね」

「……ううん」

　すごく気持ちよかったなんて素直に言うことに抵抗があって、言葉にはしなかった。

　牧丘は愛花の感情を読み取ったのかもう一度、今度は初めから少し強引に雄々しいキスをしてくる。唾液が絡み合う音がして、愛花はビールの味がする牧丘の舌の感触に翻弄されながらも受け入れる。

　唇が離れるといつも穏やかな雰囲気だった牧丘の目の縁が赤くなっていて、興奮しているようだった。

「なるべく大事にするけど……俺、予想以上に興奮しちゃってる」

　自分に欲情していると言われているみたいで、自信のない愛花には嬉しい言葉だ。

　ジャケットのボタンを外されていくのを抵抗しないで眺めるが、心臓がドキドキしすぎて目眩を覚えていた。脱がされたジャケットが下に落ち、牧丘の手のひらがブラウスの上から遠慮がちに胸に触れた。

「触ったら見た目よりも大きいね」

　甘い声で囁いて、五本の指で円を描くように胸が揉みしだかれる。じんわりと体が温まってきて、甘美な刺激に呼吸が上がってくる。

　牧丘は温かく微笑みながら顔を傾けて唇を重ね、ねっとりと舌を絡めてきた。口の中と胸を同時に触られ、脳みそが蕩けていく。

「……ふっ、ぁ……っ……」

　恥ずかしいのに経験したことのない刺激のせいで声が溢れて、雲の上にいるような、ふわふわとした感覚に陥る。立っていられなくなった愛花は、壁に体重をかけて身体を支えた。

　牧丘が愛花のブラウスのボタンを外して手を滑り込ませる。素肌に触れられた場所に火が灯ったように熱くなり、体がピクピクと震えた。

　ブラウスが下ろされ、愛花のほっそりとした肩があらわになって唇を押しつけられる。チュッチュと音を立てながら肩から首筋に唇が移動してくる。

「綺麗な肌……可愛いし、美しいよ、愛花ちゃん」

　悩ましげに呟いた牧丘は愛花の首筋を少し強めに吸った。また牧丘の顔が口に移動して、ブラジャーの上から胸を揉みながらディープキスを繰り返す。布越しではなく直接触れてほしくなり愛花は体を自然とくねらせてしまう。

　ブラジャーの隙間から指が入り込んできて硬くなった蕾が弾かれる。

「……ぁ……っ」

　思わず甲高い声が出てビックリした。牧丘は愛花の反応を楽しむかのように人差し指で胸の先端をカリカリと緩く引っ掻いてくる。そのたびに経験したことのない痺れが胸の先端に集中して硬くなっていく。

　濡れた唇が弧を描き胸の谷間にそっと吸い付かれ、愛花はゾクッと震える。

「柔らかいね、胸」

　ブラジャーの上から弾力を楽しむかのように揉んで、布越しでもわかるほど立ち上がっている胸の種を摘まれる。

「んっ……」

　鼻から甘すぎる吐息が抜けていく。自分は感じにくい体質だと思っていたのに、少し牧丘に触られただけでこんなにも反応してしまうなんて、信じられない。

　このまま進んでしまえば、愛花は自らを見失ってしまうのではないかという焦燥感に駆られるが、もっと胸を、全身を弄ってほしいという欲を抑えられない。

　乞うような瞳を向ける愛花に牧丘は耳を赤く染める。

　どんどんと夢中になっていく自分が怖い。ここは、一旦冷静になって挑まなければ、心臓がバクバクしすぎておかしくなってしまいそう。

　牧丘は顔を近づけてきてキスしようとするけれど、愛花は彼の胸に手を添えて近づいてくるのを制止する。

　拒否されたのだと思ったのだろうか、彼は怪訝そうな表情を浮かべた。

　けれど、ちゃんと最後まで抱かれたいから、一度綺麗に洗いたいし、興奮しすぎている自分の心を鎮めたい。そうじゃないと、すぐに乱れてしまいそうだった。自分でも信じられないほど敏感になっている。

「どうしたの？」

「ごめんなさい……すごく暑い日だったから、汗を流してからにしたくて……」

　シャワーを浴びる間に気持ちが落ち着いて、心の準備ができるかもしれない。おそるおそる牧丘を見つめると背中を大きな手で撫でてくれた。

「わかった。愛花ちゃんがそうしたいなら、願いを聞き入れてあげよう。その代わり、俺と一緒に入ること」

「えっ？」

　予想外の言葉だったので、愛花は唖然として言葉が出てこない。

「さ、行こうか」

　手を引いて歩きだした牧丘に脱衣所まで連れていかれる。入口から見える部屋にはベッドやソファーが置かれていて、居心地がよさそうな空間が広がっていた。

　脱衣所にはよく磨かれた大きな鏡があり、アメニティが揃えられている。すぐ横はガラス張りになっていて中が透けて見えるバスルームがあった。

（どうしてこんなふうに恥ずかしい作りになってるの？　あ、そうか……）

　そういうことをする場所なのだと愛花はさらに意識してしまう。

　身を縮め緊張しながらキョロキョロしていると、後ろからそっと肩を抱きしめられる。

　脱げかかっているブラウスが下ろされて肩に唇が押し付けられた。くすぐったくて、息を止めると牧丘がクスクスと楽しそうに笑っている。

「愛花ちゃん、脱がせてあげるね」

　ブラウスに手をかけられたので、慌てて牧丘の手を掴んだ。

「じ、自分で脱げるから大丈夫！」

「いや、脱がせるのも楽しみの一つだから。今日は俺に脱がさせて」

　洗面台の鏡の前に立たされてブラウスが脱がされていく。一気に脱がさないで、楽しみながらゆっくりとプレゼントの包装紙を剥がすように。

　袖が抜かれて水色のブラジャーが顔を出した。

　愛花は照れてしまい俯くと彼の手によって顔を上げられた。鏡の中の自分と目が合ってしまい全身から火が噴き出しそう。

「次はスカート、脱がせるね」

　フックに手をかけて、ジッパーをジジジと下ろされる音だけで、ゾクゾクしてくる。立っているのがやっとで洗面台に手をつくと、お尻を突き出すような体勢になってしまった。牧丘は淫らな手つきで腰からお尻へのラインを撫でていく。

「……あっ、んんっ」

　ストッキングの上から触れられると感じたことのない刺激に鼻から甘い息が抜ける。

「気持ちいい？」

　鏡越しで牧丘と目が合って愛花は瞳をそらす。正直に言えるはずがない。

　ブラジャーのホックが外されて、背中を人差し指でツーっとなぞられ体が跳ねた。

「……ぁっ」

「いい反応するね」

「……不意打ちだったから、驚いただけだよ」

「そうなんだ」

　愛花の本心を見透かすように微笑みながら呟き、ブラジャーを外された。愛花は隠すように腕をクロスさせる。明るい場所で見られるのは抵抗がある。

　もじもじする愛花の様子を愛おしそうに眺めてから、牧丘はストッキングに手をかける。やめてと振り返って彼の手を咄嗟に掴んだので、隠していた胸が露わになってしまった。

「きゃ」

　牧丘は愛花の手を掴み返してじっと胸を見つめる。触られていないのに、乳頭の周りが色濃くなって先端が果実の種のように真っ赤に染まっている。

「感じるの？」

「ううん……」

　あまりの恥ずかしさから素直になれずに頭を左右に振る愛花を見てからかうような瞳を向けてくる。

「体は充分に反応しているようだけど？」

　胸の輪郭を這うように指が動いて先端を親指で弾いた。

「あっんっ」

　大きな声を漏らした愛花はお腹の中からとろりと粘着質な液体が溢れてくる感覚を覚えた。牧丘は愉快そうに笑って目の前にしゃがんだ。

「可愛がってあげたいけど、このままじゃ一向にシャワーを浴びれないね。ストッキングとショーツも濡れちゃうだろうから、脱がせるよ」

　脱がされたら、もうすでに汚してしまっていることに気付かれるかもしれない。

　瞳をギュッと閉じると、ストッキングとショーツがゆっくりと下ろされた。愛花は羞恥心で耐えられなくなり、太腿をギュッと閉じる。

「あれ、もう手遅れだったかな。こんなに濡らして、いけない子だなぁ」

　彼から向けられる性的な視線に耐えられず、愛花は自分の顔を両手で覆い隠した。

　あまりにもギャップのある二人の格好だ。愛花は一糸まとわぬ姿なのに彼はスーツ姿のまま。

　牧丘のペースにすっかり呑み込まれてしまって全部脱がされてしまった。体を隠すものがなくなって、いたたまれない気持ちになる。

（あぁ……もう、どうしようもないほど恥ずかしい）

「愛花ちゃん、綺麗な肌だね」

「……あまり見ないで」

　今にも消えてしまいそうなほど小さな声で呟くと、長い腕で抱きしめられた。

「俺も脱ぐね」

　脱ぐところをあまり見てはいけない気がして牧丘に背を向けたが、鏡があるせいで見えてしまう。

　スーツの上着を脱いでネクタイの結び目に指をひっかけて緩め、首元から抜き取りワイシャツのボタンを外していく。

　セクシーな喉仏と胸板が覗き、ワイルドに脱ぎ捨てると、細身なのに筋肉がしっかりとついていて、割れた腹筋が目に入ってきた。

　スラックスを下ろすとボクサーパンツが見えて、下半身が明らかに盛り上がっていた。下着を脱ぐと彼の熱の塊が天に向かってそそり勃っている。大きくて立派すぎるそれは硬く勃ち上がり血管が浮き上がっていた。

　どうしていいのかわからず瞳を閉じる。

（……すごい、男の人の……鏡越しだけど見ちゃった……）

　後ろからそっと抱きしめられると、二人とも裸になったのでダイレクトに彼の体温が伝わってくる。心臓がバクバクして目眩を起こしてしまいそうだった。

「そんなにウブな反応されるとたまらないんだけど……」

「だって……見えちゃったんだもん」

「本当に可愛い。まずは汗を流そうか」

　バスルームには二人でもゆっくり浸かれそうな大きなバスタブがあり、グレーのタイルの床は滑りにくくて、バスタブの横にはライトが置かれたロマンティックな空間だった。

「俺が洗ってもいいかな？」

「え？」

「今夜は愛花ちゃんのことをたっぷりと可愛がりたいんだ」

　返事をしていないのに牧丘はシャワーを出して温度の確認をしてから愛花の体にかけた。続いてボディソープを取り出し泡立ててそっと首筋に触れられる。

　大きな手のひらが自分の体に触れているのだから、正気でなんていられない。

　首筋から丁寧に洗ってくれて、首筋から鎖骨の窪みに指が落ちていく。

「んっ……」

　思わず鼻から甘い吐息が漏れてしまった。牧丘は目を細めてにっこりと笑っている。

「参ったな……。そんなに可愛い反応されたらどうしたらいいかわからなくなる」

「だって、くすぐったいから……。自分で洗いたいな……」

「俺が愛花ちゃんを綺麗にしてあげたいんだ」

　熱のこもった瞳で見つめられると断ることができない。指が胸の膨らみの横を滑り、反応して震える。そんな愛花を見つめる牧丘の瞳が優しいので、キュンとする。

　無造作に乱れている髪の毛が牧丘の色気を強調させていて目のやり場に困ってしまう。

　首筋からゆっくりと腕を洗い、指一本一本まで綺麗にしてくれる。

　胸の膨らみの輪郭に沿って、そっと触られると全身が粟立つ。胸の先端には触れないようにして色の薄いところを人差し指がなぞった。

「……ぁっ、牧丘君っ」

　彼の手を掴んだが、動きは止まらない。

　そのまま彼がしゃがんで下から見つめられる。牧丘の美しい双眸が、秘部に向けられていると思うだけで、腰が震えてきた。

　太腿、膝、ふくらはぎ、足の指の間まで丁寧に洗われ、愛花の全身は快楽の蜜へと沈められていくようだった。

「はぁ……んっ……、ああっ、そこ、洗わないで……大丈夫……」

「え？　こういうところも汗かきやすいでしょ？」

　牧丘の手が足の付け根に入り込んでくるので、くすぐったくて太腿を閉じて抵抗する。

　間違いなく自分の体は反応しているが素直になれない。こんなにも快感を覚えてしまい驚いている。

　このまま快楽を与えられたら、一体どうなってしまうのだろう。

　牧丘が口元に笑みを浮かべて立ち上がり、愛花の耳に唇を寄せてきた。

「閉じたら洗えないだろう？　ほら……ちゃんと洗いやすいように足を開いて」

　色っぽい声で囁かれたせいで、愛花の体に甘い電流が流れていく。

（感じられなかった私の体じゃない……。なんで……？　牧丘君の触り方が上手だから？）

　気持ちよくなるのが少し怖いけれど、もっとその先を知りたい。

　牧丘に触ってもらって快楽を教えてもらいたい。

　愛花の脳みそは完全に官能に浸かっていて、厭らしいことしか考えられなくなってしまった。

「愛花ちゃん、ほら……俺に全部、見せて。綺麗にしてあげるから」

　魅惑的に言われた愛花は、動揺しながらも、甘い誘惑には勝てず素直に足を開いた。

　彼の指が滑り込んできて、柔毛を泡立てるように丁寧に指を動かしていく。

　じんじんと熱くなるような感覚に陥り、愛花は瞳を潤ませていた。

　愛花の恍惚としている表情を確認した牧丘は嬉しそうに顔をくしゃっとする。

　彼のそんな人懐っこい笑みに、愛花の心臓がいちいち強く鼓動を打つ。

　丁寧に体を洗われていると自分が彼の大切なものになったかのような錯覚に陥った。恋人関係でもなく、ただの同僚なのだから、これは割り切った一夜になる。悲しい過去を話したからきっと同情してくれたのだ。そう思うと愛花の胸に切なく痛みが走る。

「背中も洗ってあげる」

　牧丘に背を向けて立つと恥ずかしさが少しだけ軽減されるけれど、背中を洗う手の感触がくすぐったい。すぐ後ろにピッタリとくっついているせいか、お尻に硬いものが当たる。

（……これって牧丘君の……？）

　彼が、男性の熱の塊を勃起させているのだとわかった愛花は落ち着かない。

　背中からヒップライン、爪先まで大事に洗ってくれる。撫でられる刺激に感じてしまって胸の蕾がツンっと立ち上がり、少しの刺激でも敏感になってしまった。

「じゃあ、流すよ」

　後ろからシャワーをかけてくれるが、その水圧にすら感じる自分に赤面していた。手が伸びてきて背後から胸についた泡を流される間も男根が腰に触れるから、気になってしかたがない。

「こっち向いて」

　言われた通りに振り返ると、彼は満足そうな表情を浮かべた。

「綺麗になったよ」

　愛花は自分でも疑いたくなるほど感情が昂ぶっていて、牧丘の筋肉質な硬い肌に触れてみたくなる。積極的だと思われたくないから、控えめな声で尋ねてみようと愛花は上目使いで見つめた。

「綺麗にしてくれて、ありがとう。……わ、私もお礼に体洗おうか？」

　予想外の提案だったのか牧丘は驚いたように目を見開いたが、嬉しそうに目尻を下げた。

「じゃあ、お願いしようかな」

「う、うん」

　手にボディソープをつけて泡を立てると、背伸びをして少しだけ爪先立ちになり、しっかりとした首筋に手を添えた。上からこちらを見ている牧丘は蕩けてしまいそうな笑みを向けている。そのまま上腕二頭筋を洗い、右手を丁寧に洗っていく。

　先ほどまで自分の体を洗ってくれていた手のひらや筋張った指を一本一本丁寧に洗い、もう片方の手に移動する。

　続いて筋肉質な胸板に触れ愛花は動きがぴたりと止まってしまった。

「どうしたの？」

「……牧丘君って意外に筋肉質だね。なんか、男の人なんだなって意識しちゃって」

　頬を真っ赤にしている愛花に牧丘は慈愛に満ちた瞳を向けてくる。

「それは褒めてくれてるのかな？　ありがとう」

　愛花は、コクリと頷いて割れた腹筋を洗っていく。本当に無駄な贅肉がついていなくてよく鍛え上げられた男性らしい体躯だ。

　視線を下ろすと目の前には、大きく膨れ上がった熱の塊がそそり勃っている。

　すぐにそれに触れるのは心臓がドキドキするので、まずはしゃがんで足を洗うことにした。しっかりとした足にすら、愛花は官能的な視線を向けてしまう。

　でも頭上にある牧丘の分身が気になって仕方がない。

　一生懸命洗っていると上からクスクスと笑い声が聞こえてきた。どうしたのかと思って見上げると牧丘が口を手で覆い隠すようにして笑っている。何かおかしなことをしてしまったかと愛花は不安になって首を傾げた。

「な、なんか変？」

「いや、必死で洗ってくれている姿があまりにも可愛いから……。興奮しちゃって……」

　その言葉で愛花は牧丘の男根をまじまじと見つめてしまう。血管が浮き上がっていて今にも破裂してしまいそうなほど太いのだ。これが自分の体の中に入ってきて貫かれるなんて、不安もあるがセックスの快楽への興味で、未知の世界に胸をときめかせてしまう。

　初めては痛いなんて聞くけれど、一生バージンのまま年老いてしまうかもしれないと思っていた愛花は、素敵で優しい牧丘とこうして触れ合えることが何かのご褒美のように感じた。

「ここも……洗ってもいいのかな……？」

「うん、お願い」

　期待に満ちたような声が頭上から降ってきたので、愛花は勇気を出して洗ってみることにした。両手でやんわり包み込むと牧丘の熱の塊が手のひらの中でビクンと震えたので、愛花は慌てて手を離して牧丘に視線を送る。

「ごめんなさい、痛かった？」

「いや、愛花ちゃんに触ってもらってるんだと思ったら、夢見心地というか……。出そうになった」

　直球な言葉を聞いてしまったけど、素直に打ち明けてくれて嬉しい。愛花にしか見せない秘密の感情を吐露してくれたような気がして、牧丘の剛直が可愛く見えてしまう。

　嫌がっているのではないと安心してそっと包み、今度は欲棒を指で囲うようにして上下に動かして洗う。愛花の親指から人差し指の周囲では間に合わないほど大きく膨らんでいて、熱くなっていた。

　自分が興奮しているのと同じように牧丘も反応してくれているのが嬉しくて、愛おしく感じてしまった。心を込めて丁寧に洗っていると牧丘から甘い吐息が聞こえてくる。

「愛花……ちゃん、ありがとう……そろそろ、流してバスタブで体を温めようか？」

　見上げると色っぽい瞳で見下ろされていて、男性の色気が爆発するのではないかと思うほどのフェロモンが漂っている。愛花は見惚れそうになったがシャワーを出して彼の体を丁寧に流した。

　二人でも充分に広いバスタブへ一緒に浸かると、薔薇のいい香りがする入浴剤が使われていた。近づきたいけれど遠慮もあって離れていると、「こっちにおいで」と両手を広げられる。

「う、うん」

　照れながらも近づくと、後ろから抱きしめられるような格好になった。牧丘の唇が愛花の耳元にあり、囁くように話しかけられるので体が火照って大変だ。

「愛花ちゃん、本当はすごく感度がいいんじゃない？　反応が可愛くてたまらない。大切に抱くから、安心して」

　そう言いながらお腹にあった手が移動してゆっくりと胸を包み込む。自然に触られたので過剰に反応するのはいけない気がして、愛花は牧丘の腕の中で大人しくしている。

　両方の胸が横からマッサージされるように動かされてぷるるんと揺れる。その刺激にすら感じてしまうので、愛花は快楽から逃げるように身をよじった。ふふっと笑い声が聞こえる。

「気持ちいい？　こうされるのと、こうされるの、どっちがいい？」

　耳元に熱い吐息がかかり、少し意地悪を言うように質問をしながら、右の胸の先端は親指と中指で摘まれてクリクリとされ、左側は人差し指の指先でそっと引っ掻かれている。

　両方同時にされると、胸の先端が果実の種のように硬くなり、呼吸が上がってくる。

「……ぁ、わ、わかんないよ……んっ……あっ……」

　お湯の中でもぞもぞと動く淫らな手に、愛花は動揺しながらも快楽に溺れていた。

　牧丘は困惑しながらも気持ちよさそうにする彼女の胸を焦ることなく緩慢とした動きで揉みしだいていた。左手は胸の先端を軽く摘みながら、右手がゆっくりとお腹の上を撫でて太腿を開かせる。

「……待って……牧丘君」

「本当は、ここも弄ってほしいんじゃないの？」

　愛花をからかうようなそれでいて、とても優しい声音が耳に注ぎ込まれる。胸だけでもこんなに気持ちがいいのに、これ以上があるなんて信じられない。

　愛花の耳朶を牧丘がぺろりと舐めてくる。

「ひゃぁっ……んっ……」

　ぬるっとした刺激と注ぎ込まれる熱い息に愛花は蕩けそうになる。過剰に反応してしまうなんて思ってもみなかった。

　牧丘の中指がだんだんと下がっていき、割れ目のラインに沿って指を動かしていく。

「な、んっ……そこ、ちょっと、駄目」

「どうして？」

　そこから体中に広がっていく甘い疼きに愛花は動揺する。

　取り乱してしまいそうなほど気持ちがよくて、お湯の中で体を動かす。そのたびに先ほどからお尻に当たっている彼の硬いものが気になって仕方がない。

「あ……ん……ぁ……っ」

　彼の指が上下にゆっくりと動き、上の部分にある粒を指の腹で擦り始めた。

　経験したことのない強い刺激に、愛花はバスタブの水が音を立てるほど、体をよじってしまう。胸と敏感な粒を同時に刺激され、さらには耳元で甘い吐息をかけられて、愛花は息も絶え絶えになっていた。

（感じにくかったはずなのに、どうして牧丘君の指使いにこんなに翻弄されてしまっているの？）

　予想外過ぎて頭の中がパニック状態だ。牧丘の指が愛花の花びらを開いて隠れていた花芽を引っ掻いてくる。じわんと激しい甘すぎる刺激に愛花の姫壺から蜂蜜のようにとろっとしたものが溢れてくる。

「ここ、いい？」

「はっ……んっ……あっ……んっ、あああっ……熱くて、じんじんするだけっ」

「あはは、それが気持ちいいってことだと思うけど？」

　牧丘が心の緊張を解してくれたおかげで、知らなかった快楽を彼によって教えられる。

　とてつもなく気持ちが良くて、牧丘の淫靡な指の動きにハマってしまいそうだ。

　敏感な粒を強く摘まれて愛花は喉を反らした。

「あぁぁぁっ、そこ、あああっ」

　気持ちよすぎて、喘ぎ声を上げてしまう。自分の声がバスルームに響き渡り羞恥心に襲われる。

「愛花ちゃん、すごく気持ちよさそうだね」

　返事をしないでいると牧丘の指が粒を潰すように動き、捏ねられる。自分の体にこんなにも敏感な部分があったなんて知らなかった。胸と粒が同時に攻め立てられ、愛花は爪先をキュウっと丸める。

　湯の中で触られると水の動きすら刺激になり、経験したことのない快楽で、頭がぼんやりとしてきて、体の中に熱が溜まってくる。浅い呼吸を繰り返して、彼の指の動きに集中する。

「あっ、あっ……んっ、ああぁっ」

　どんどんと何かが追いかけてくるが、その先に何があるかわからない。怖いけれど、ここで終わってしまったら、愛花は気が狂うかもしれない。今は牧丘にその未知の場所に連れていってもらうしかない。

「すごい、乳首もピンっと張り詰めてる。愛花ちゃん、気持ちいいね。ほら、もっと感じて、淫らになってもいいんだよ」

　耳の輪郭を舐めながら淫猥な言葉を注ぎ込まれ、耳も胸も粒も、心まですべてを牧丘に支配されているような感覚に陥った。

「あ……っ、もう、あぁぁっ、いやぁ、あんっ、助けて……っ」

「イッて、ほら、もっと、もっと気持ちよくなって……」

　その言葉に誘導されるかのように、愛花は弾け飛んだ。呼吸が一瞬止まって、頭の先から爪先まで快楽に貫かれたみたい。息が上がって秘所が痙攣している。

「イけたね……。可愛いな……愛花ちゃん」

　あまりの快楽に頭が真っ白になった。しばらくぼんやりしていたが、そのうちだんだん意識がハッキリとしてくる。

　自分の体は不感症だと思っていたのに、牧丘にはイかされてしまったという事実を突きつけられて、いたたまれない。答えないで俯いていると後ろからぎゅっと強く抱きしめられる。

「愛花ちゃんは、大人になっても可愛いままだね。気持ちよかった？」

「……うん、すごく」

　素直に頷く愛花を愛おしそうに眺め、牧丘が嬉しそうにしている。

「のぼせちゃうから、ベッドに行こうか」

　二人で湯から出ると、牧丘は愛花の体を脱衣所で拭いてくれる。愛花の体はすっかり桃色に染まっていた。

「今日はもっと、もっと気持ちよくなってほしいんだ。続きはベッドでしてあげるからね」

　甘く囁くと身を屈めてキスをしてくれた。彼の口づけにうっとりしているとそのまま横抱きにされ、体が宙に浮いた愛花は喫驚し牧丘の首に腕を回してしがみつく。

　牧丘は柔らかく笑って愛花にキスをした。お姫様抱っこまでしてくれるなんて、胸がキュンとしてしまう。

　瞳を潤ませている愛花を運び、部屋のほとんどを占めているキングサイズのベッドにそっと寝かせた。二人の体重でベッドが沈む。

「愛花ちゃん」

　愛花を組み敷き愛おしそうに名前を呼んでくれる。指の関節で愛花の火照った頬を撫でて微笑んだ。

　ゆっくりと顔が近づいてきて唇が重なり、背中に手を回して抱きしめられた。唇を割って入り込んでくる舌の動きがねっとりとしていて、消えそうだった快楽の火が一気に燃え上がっていく。ぬちゅぬちゅと濡れた音を響かせながらキスをして、牧丘は愛花の胸の先端を親指で弾いた。

「はぁ……んんっ」

「可愛い声で啼いてくれるね」

　髪の毛を掻き上げた彼に見つめられて、頬が熱くなる。整った顔が近くにあって照れてしまう。

　欲情を含んだ視線を向けられると、蜂蜜漬けにされたような甘い感情に支配されていく。愛花は抱きしめてくれる牧丘に手を伸ばして彼の頬を包み込む。

「牧丘君。今みたいに眼鏡を取ったほうがかっこいいよ。前髪も目にかからないぐらいにしたほうがいいかも」

「愛花ちゃんは、眼鏡ないほうが好き？」

「眼鏡も嫌いじゃないけど、せっかくの綺麗な瞳が隠れてもったいないよ」

「じゃあ愛花ちゃんの好みの髪型にする。愛花ちゃんが喜んでくれるなら俺、頑張るから」

　勘違いしそうな言葉に愛花はぽうっとなった。誤解してはいけない。これは、牧丘の優しさから言ってくれている言葉なのだから。

　頭の中で考えていると、牧丘が愛花の胸の先端をキュッと少し強めに摘む。体が跳ねる愛花に彼が官能的な瞳を向けてくる。乳頭の根本から先っぽに向かって扱かれ、引っ張られる。

「……ぁっ、んんっ」

「愛花ちゃんの乳首、感じやすくて可愛い。すごく美味しそうだね」

　牧丘は胸の先端に顔を近づけてきてにっこりと笑う。彼の口元から赤い舌が見え隠れしていて愛花は舐めてほしいと思ってしまった。舐められるところを想像するだけで胸の先端が張り詰めてきて切なさが体を支配する。

「舐めてほしい？」

　素直に頷いていいのだろうか。はしたないって思われてしまわないか。口を結んでいると牧丘は愛花の手を握って手の甲にキスをしてきた。そして人差し指を口の中に含まれてチュパチュパと音を立てて舐められる。

「……はっ、ん、あぁぁっ」

　流し目で愛花を見ながら指を舐めているのがエロティックで、指が性感帯になってしまったかのように感じてしまう。

「指もいいんだ？　でも、本当はこっちを舐めてもらいたいんじゃないの？」

　少し意地悪な口調で言って牧丘は愛花の胸の膨らみに舌を伸ばした。胸の輪郭を舌が這う。時折吸い付いて、花びらを散らされる。チュッチュと吸われるたびに愛花の体が反って跳ねた。

　舐めてほしいところを焦らされてなかなか舐めてくれない。もどかしくなって涙目で見つめると牧丘は愛花の胸の先端にねっとりと舌を絡めてきた。ざらついた舌に刺激された愛花の胸は濡れて光る。ぬるぬるとして気持ちがいいと思えば舌先を固くして先端だけを掠めるように舐められた。

「んっ……あ、んっ……」

　勃ち上がった胸の先端を軽く歯を立てて噛まれる。ピリリとした甘い刺激にシーツを握り締めながら牧丘が与えてくれる歓びを堪能する。

　胸の先端が音を立てるようにしていやらしく吸い付かれる。両方の胸を寄せられると乳首同士が擦れ合い、両方同時に舐められ、愛花は喉を反らした。

「……牧丘君、んっ……あっ……あぁぁんっ……あっ」

　このまま胸を弄られているとそれだけでまた達してしまいそうになる。

（こんな、感じちゃうなんて……嘘みたい）

　胸を攻められているだけでは物足りなくなってきて、下のほうにも触れてほしくなる。素直に甘えることができずに腰を左右にゆるゆると動かしてシーツの上で足をジタバタさせてしまう。

　愛花の様子を楽しそうに見ている牧丘は、右胸を揉みながら左側の手でウエストラインを撫でていく。

　腰がガクガクと震えて力が入ってしまう愛花の動きを牧丘の手が止める。涙目で彼のことを見てみると愉快そうに目尻を下げていた。

「気持ちよくて腰が動いちゃうんだ？　愛花ちゃん、エッチで可愛いよ」 

　熱を含んだ声で褒められるので、耳まで犯されているような気持ちになっていく。触ってほしくて乞うように見つめると、左手がゆっくりと降りてきた。

　胸を揉みながら体をまんべんなく撫で回され、唇がお腹へと下がっていき、おへその中を舐められてしまう。

　そんなところを誰にも舐められたことがなかったので狼狽したが、またもや腰が浮いてしまった。

　快楽に溺れる様子を見て気をよくしたのか、牧丘の唇が太腿に口づけられる。膝を掴んで足を大きく開かれると内腿にもチュッチュと吸い付いてきた。快楽が強くて太腿が震えてしまう。

「……はぁんっ、……はぁ、あぁぁっ……」

　ねっとりと足の付け根に唇を寄せてペロペロと舐められ、愛花の呼吸が上がっていく。もっと敏感なところに触れてほしいと思うけれど、困っている愛花の様子を見るのが牧丘は好きらしく、なかなか触ってくれなくてもどかしい。

　腰がヒクヒク動いて自分でも制御できなくなっている。

　直人には胸を触られただけだったから、誰にも下は触られたことがないのに、触れてもらいたくてどうしようもない。

　牧丘が愛花の太腿を手で押さえて大きく開くと、熱く蕩けている蜜壺から透明の蜜がコポっと伝ってきた。彼はそれを指で掬って粘着度を確かめている。親指と人差し指を開けば糸が引いているのだ。

「愛花ちゃん……すごく濡れてる……。俺に舐められてこんなになっちゃったんだね？」

「……し、知らない」

　素直になれない愛花は両手で自分の顔を覆い隠した。クスクスと愛おしそうに笑う声が聞こえてくる。

　人差し指でツーっと割れ目をなぞると、愛花の体は思いっきり跳ねた。

「あっ」

「まだ何もしてないよ。これからもっとよくしてあげるからね」

　魅惑的な笑みを浮かべて垂れている蜜を指で掬う。指で柔毛を掻き分けてじっくりと花びらを撫で回してきた。じんわりと快楽が広がっていき、それが次第に強くなってくる。親指と中指で花びらが開かれると充血している愛花の敏感な粒が顔を出す。

「真っ赤になってるよ。ここ、気持ちがいいところなんだね」

　人差し指で触れてきて、上下左右とランダムな動きで弄ってくる。じんじんと強烈な快楽に愛花の体は蕩けていく。

　コリコリとしているそれを摘まれると気持ちよすぎて足を閉じそうになるが、手で押さえつけられていて大きく開いたまま。こんなに淫らな格好をしていることは恥ずかしくてたまらないのに、淫猥な動きをする牧丘の指に集中して思考が正常に動かなくなる。

「あっあぁぁ、ん、そこ……すごいの、あっっ」

「じんじんして気持ちいい？」

「うん、すごく、あぁぁっ……気持ちいいの、あっ……あぁぁんっ」

「いっぱい濡れたから指、挿れてみようか」

　中に挿れられるのはまだ少し怖かったけれど、愛花はお腹のもっと奥まで快楽を与えてもらいたくなった。

　潤っているところに節くれた指を挿れるとクチュッと音がする。

　痛いかと思って覚悟していたのにたっぷりと焦らされて濡れそぼっているそこはすんなりと牧丘の指を飲み込んでいく。自分の中がうねうねと動き彼の指に絡みついているような感覚に陥った。指を締め付けるようにキュッキュっと力が入る。

　その卑猥な蜜壺の反応に満足したのか牧丘は瞳の色を濃くして緩慢な動きで奥まで進めてきた。

　隘路が擦り上げられて熱を帯びてくる。初めて自分の体の中に、他人の体の一部が入ってきたのにあまり違和感を覚えず、快感のほうが勝っている。肉襞を一枚一枚ほぐすように撫でつけられ、愛花の腰が浮く。そのタイミングで指を奥までグイッと挿れると濡れた音が響いた。

「痛い？」

「痛くない……気持ちいい……」

　消えてしまいそうな声で言うと牧丘はさらに指を進め、窄まったところの手前をかき混ぜるように動かし始めた。お腹の中が押し広げられているみたいで次から次へと蜜が溢れてくる。

「んっ……んんっ、あぁぁ」

　牧丘の両手が秘所を弄る。泥濘に指を沈めてかき混ぜながら、もう片方の手で恥粒を捏ねる。あらゆるところから、予想ができない刺激を与えられて蜜壺はトロトロに濡れそぼっていた。

「ぐちょぐちょになって、すごく気持ちよさそうだね。でも、もっと柔らかくしてあげないといけないのかな？」

　彼の言葉はなぜか疑問形だった。官能に浸っている脳みその片隅で不思議に思っていると、指が抜かれてしまう。

「牧丘君……」

　もっと続けてと乞うように見つめると牧丘は愛花の頭を撫でてから、身を屈めて秘部に顔を近づけた。指で広げられた花びらはピンク色になっていて、てらてらと光っている。間近で見られているだけでヒクヒクと生き物のように戦慄いて、奥から蜜を押し出す。

「そ、そんなところに顔を近づけないで……お願い……だから」

「……とてもいやらしくて女性らしい香りがする。あぁ、また垂れてきたよ？」

　牧丘は興奮を隠しきれないような声で言った。

「報告しなくていいから……、あっ……んっ、牧丘……くぅんっ」

　刺激を与えて……。大きく足を開きながら腰がゆるゆると勝手に動いてしまう。牧丘の口から長い舌が伸びてきて、ルビーのように充血した敏感な粒を飴玉のようにコロコロと転がす。

「ひゃぁあっ」

　強い快楽だったので逃げ出そうとするが、太腿をガッチリと掴まれているから、動けない。

　今度は割れ目をまんべんなく上下に舐められて、チュウっと秘玉が強く吸われる。敏感な粒に絶え間なく刺激を与えながら、姫壺に指が入り込んできて、浅いところで円を描くように動かされ、卑猥な水音を奏でる。

「あぁっ……、んっ……牧丘君、あぁぁああ、いやぁっ」

　彼の動きを止めようと頭を押さえつけるけれど力が入らない。顔を動かしながら舐められる。空いている手で胸の先端を摘まれて、愛花は牧丘の頭から手を離し、シーツを握りしめながら頭を左右に振る。

「あぁぁああ、もう、駄目……だって、ああっ、んっ、そこ、ひゃああっ」

　バスルームで経験した快楽の絶頂が迫ってくるタイミングで、牧丘の指の本数が二本に増えた。じゅぶじゅぶと激しく動かされて意識が遠のく。

「すっごく……締まる。絡みついて厭らしいよ、愛花ちゃん」

「それ以上したら……、また……おかしくなっちゃうっ……ああっ……待って……あぁぁああっ！」

　気持ちよすぎて愛花は生理的な涙を流す。もう言葉にならない喘ぎ声を上げて、隘路を思いっきり締め付けた。牧丘の指をがっちり掴んで離さないとでも言いたげな愛花の姫壺は、とろとろになり熱くなっていく。

「あぁぁああ、んんんっ！」

　指の動きが加速され飛沫が飛んでいる。牧丘は妖艶な笑みを浮かべながら愛花を絶頂へと導いていく。背を反らしながら、愛花はついに快楽の山を登りきった。

「あぁ、ああっぁぁああ！」

　達してしまった愛花は肩を上下に動かして大きく呼吸を繰り返す。目の前がチカチカとして目眩を起こしてしまいそうだった。

　足の間から覗いてくる牧丘が嬉しそうににっこりと微笑んだ。

「またイけたね。気持ちよさそうだったから見ている俺も出そうになった……。愛花ちゃん、すごいね……」

「……すごかった」

　全身が真っ赤に染まっている愛花は、与えられる快楽の強さに翻弄され瞳がとろんとしている。

「イけてよかったね。愛花ちゃん」

　頭を撫でてチュッとキスをしてくるので、愛花は素直に嬉しくて笑みを浮かべた。キスを繰り返していると呼吸が落ち着いてくる。

「もっと奥まで開いてあげないとね。俺の……入らないから」

　少し照れくさそうに言う牧丘のことが可愛く感じて、キュンとした。そして、いよいよ体を重ねるのだと思うと緊張して蜜洞も一緒にキュッと締まったみたいだ。牧丘は人差し指を愛花の姫壺にそっと沈めて入口をかき混ぜてきた。長い指を少しきつそうに押し進めていく。

「力、抜いて」

「だって……気持ちがよくて……」

「それはよかった。たっぷりと解してあげないとね」

　嬉しそうに呟いた牧丘の指が窄みに到達する。自分では指を挿れたことがないけれど、きっと届かない場所だ。そこを弄られていると考えるだけで秘所に熱を帯びてくる。

「この奥……に、俺のを挿れるんだ」

「うん……っ」

「痛かったら可哀想だから、ゆっくり開いていくからね」

　一度手前まで引き抜くと指が二本になった。緩慢な動きで奥までねっとりじっくりと攻め立ててくれると、透明な蜜が溢れてくる。再度窄みに到達して中を押し広げられると経験したことのない感覚に愛花は顔をしかめる。

「痛い？」

「……へんな、感じなの」

「そっか、大丈夫なはずだから。すぐに俺の形に馴染んでいくよ、きっと……」

　独占欲にも似た言葉が愛花の胸に心地よく響く。牧丘の長く節くれた指が奥から蜜を掻き出すように卑猥に動き、愛花は先ほどよりももっと深いところから快楽が湧き上がってくる感覚に陥る。

　手前まで引き抜いて、奥まで挿れるピストン運動を時間をかけながら繰り返され、愛花は眉間に皺を寄せて牧丘の指を堪能する。

「俺の指がぐちょぐちょになっていく。愛花ちゃんのここ、最高だね」

　淫らになっている状態を細かく報告されると、よけいに感じてしまう。自分は淫猥な言葉に反応するアブノーマルな人間なのかもしれない。

「……ぁ、あぁぁん、そ、こ……擦っちゃ……んんっ」

　内側の壁を擦られ、何とも言えないような甘い痺れに包まれて、蜜壺が物欲しげにビクビク動く。

「あっあぁぁああ、んっ……あぁぁああ、うっ」

　あまりにも自分から甲高い声を出してしまうので、自らの腕で口を隠してしまう。

「愛花ちゃん、ここは防音だから大丈夫。もっと君の可愛い声を聞かせて」

　牧丘は愛花の腕をそっと外して彼の片手で彼女の両手をベッドに押さえ込む。

　胸の膨らみが露わになり、牧丘に見せつけているようで恥ずかしい。彼に覆いかぶさられ、愛花の手は頭上で拘束されて足は大きく開かされている。かなり深いところまで指を抜いたり挿したりされて、愛花の息は呼吸を上げていく。

「すごい、俺の指をズブズブ飲み込んでいく……。愛花ちゃん、エッチだね。ほら、音聞こえる？」

　グチュグチュと聞こえて、穴があったら入りたいくらい。

　体も脳みそも溶かされている。牧丘の指に好き放題されているのに、癖になってしまいそう。

「ぁ……んっ、また、……あっ……んっ、そこ、駄目っ……あっ」

　また達してしまいそうになったとき、牧丘は指を引き抜いてしまった。急に抜かれたので膣がじんじんと切なく戦慄いている。

　急に指を抜かれたせいでものすごい喪失感に襲われてしまい、愕然として牧丘を見つめる。

（……どうしていいところでやめてしまったの？ ）

「そんな表情するなんて、反則だよ」

　牧丘が困ったように微笑む。

　愛花は熱が溜まり疼いて仕方がない。急に突き放されたような淋しさもあるし、体に灯った官能の火がまだ体の中で燃え続けている。

（どうにかして収めてくれなきゃ、変になっちゃう）

「愛花ちゃん、今夜はもっと、もっと触れさせてね」

　牧丘が近づいてきて愛花の後頭部にそっと手を伸ばして抱き寄せ、キスをする。すぐに、開いてしまう愛花の口の中に舌を滑り込ませてきた。

　もっとして、と願いを込めるように首に手を巻きつけてしまう。唇が離れると牧丘はうっとりとした瞳で見つめてくる。

「気持ちよかった？」

　質問された愛花は素直に頷き、乞うような瞳を向ける。

「このまま、愛花ちゃんのことを抱いてもいい？」

　彼は甘くて切ない声で愛花の意思を確認してくれる。そんなところも優しくて委ねたいと思えた。痛みは怖いけれど、初めてを牧丘に奪ってほしい。

　真剣な眼差しを向けて頷くと、牧丘はホテルに用意されていた避妊具を手に取った。彼の体についている大きな塊が、あんな小さいものの中に収まるのだろうか。

　彼は、なんとなくぎこちない手つきで避妊具をセットした。牧丘も緊張しているのかもしれない。

　愛花が初めてだと知っているのに抱いてくれることに感謝をしよう。処女は時間がかかるから、嫌がる男の人がいると聞いたことがある。

　この行為は、落ち込んでいた愛花を慰めるためだろうけれど、一生に一度しかない初めての瞬間を大切にしたいと思った。

　膝を掴んで足を大きく開いて足の間に体を滑り込ませ、背中に手を回して抱きしめてくれた。

　牧丘の体温が伝わってきていよいよ、最後の段階に進むのだと緊張し始める。くっつけてしばらく身を寄せ合ったまま、甘いキスをしてくれた。

　舌を絡め合うと官能的な気持ちが湧き上がってきて、姫壺がヒクヒクと疼く。

　先ほどはイく寸前で止められてしまったせいもあり、愛花の体は淫らな熱を蓄えたままだった。

　胸の先端を摘みながら、ゆっくりと腰を押し付けてくる。男根を蜜壺に当てて上下に擦りつけてきた。

　フィルム越しなのにかなり熱く、硬く滾っている。秘部を擦り合わせていると愛花の蜜が溢れてきてヌチョヌチョと淫靡な音が響く。

　もう完全に受け入れる体制が出来上がっている証拠だった。

「挿れる……よ」

「うん」

　緊張して体が硬くなって瞳をギュッと閉じてしまった。

　抱かれることを望んでいるのに初めてはやはり、怖い。

　瞼に優しくキスをされて瞳を開くと牧丘が柔らかな笑みを浮かべている。

「大丈夫。少しずつ、ゆっくりと挿れていくからね」

　甘い声音に愛花の不安な気持ちが徐々に溶けていく。欲棒の先が埋められる。充分に潤っているので抵抗なく入ってくるが、指とは比べようもないほどに太くて硬くて長く、圧迫感がものすごい。

「深呼吸をして」

　言われた通りに息を大きく吸い込みゆっくりと吐き出す。そのタイミングを見計らって奥へ奥へと進めてくる。メリメリと押し広げられるような感覚に、愛花は不安で顔が強張ってしまった。怖がる愛花の頭を撫でて、彼は安心させようとしてくれる。

「愛花ちゃん、きっと中でも気持ちよくなれるよ」

「うん……」

　花芽を親指で丁寧に捏ねてくれて、ピリリと淫らな刺激に意識が集中する。

「短時間で愛花ちゃんはここが大好きになったんだね」

「……あっ」

　指で陰核に振動を与えてくれるからか、破瓜の痛みすら忘れて、愛花は快感に背中を弓形に反らせる。体が跳ねて胸がたわわに揺れて、隘路が牧丘の男根をキュウっと締め付けた。

　気がつけばどんどん深く入っていて、敏感な粒とはまた違う違和感がある。ゆるゆると腰を動かされるたびに、お腹の奥からとろりとした蜜が溢れて潤滑油になっていく。

「もっと、奥に挿れるよ」

　ググッと腰を押し付け窄みに到着した。牧丘は決して焦ることなく緩慢に貫いてくれる。

　自分の中が、彼の熱の塊専用に形を変えていくみたい。

「あと、少し」

「うんっ」

　愛花の背中に手を回して体をピッタリと寄せてきた。圧迫感のすごい蜜壺は牧丘の熱で蕩けて、溶かされてしまいそうだった。窄みの入口が押し開かれる。

「あぁぁっ……んんんっ」

「ごめん、ここだけ我慢してね」

　最後の一突きだけは、獣のように力強く奪ってくれた。

「あああっ」

　強い衝撃に声を上げたがなぜか愛花の秘所はヒクヒクと動いていて、蠕動運動するかのように蠢く。ついに牧丘の熱の塊を飲み込んでしまった。熱くてすごい圧迫感。

「愛花ちゃんの中に、俺の、全部入っちゃったよ……」

　腰を動かさずに愛花を抱きしめてキスをして頭を撫でる。全身を大事に包み込んでくれているようで胸が温かくなり涙が溢れてきた。

「……愛花ちゃん、怖くない？　大丈夫……？」

　うっとりとした瞳で頬を赤く染めて熱い息を吐きながらも、愛花のことを気遣ってくれる。彼の手厚い心遣いに幸せな気持ちになってお腹の奥が疼く。

「お願いだから、締めないで……」

　耐えるように牧丘が呟く。

「え？」

　無意識に牧丘の欲棒を蜜壺が絞り上げてしまったのかもしれない。

　意識すると牧丘の熱量が伝わってきて、彼の一部が自分の中にあるのだと思うと妙な興奮に包まれる。

　彼の性器が大きくてゴツゴツしているためか、腰を動かしていないのに肉襞が刺激され快楽が溢れ出て、張り裂けそうだった不安な胸に甘く淫らな感情が広がっていく。

　花芽を指で小刻みに弄られると、繋がっているところから蜜が滴り落ちた。

「んっ……あぁんっ」

「愛花ちゃんはここを弄られるのが好きみたいだね……もっと、触ってあげる」

　からかうように言うので愛花が睨みつけると、愛しそうに微笑んで、腰をゆっくり引き抜いてもう一度奥まで押し進めてきた。

　痛いだろうと覚悟していたのに案外馴染むのが早かったらしく、もう痛みを感じない。きっと牧丘が丁寧に愛撫してくれたおかげで愛花の体の中はトロトロに溶けているのだろう。

　すんなり受け入れているけれど、牧丘は悩ましげな表情を浮かべている。

「愛花ちゃん……どうしてそんなに可愛いの」

　愛花を上から見下ろしながら快楽に溺れている顔があまりにも色っぽい。普段働いているときには見せないこの表情を、誰にも見せたくないと思ってしまった。牧丘が手を伸ばして頬を包み込む。

「痛くない？」

「だ、大丈夫」

　自分の中に彼がいるのだ。

　一晩だけの関係とはいえ、職場の人とセックスしてしまうなんて。罪悪感を覚えながらもこのまま続けてほしいと願う。

　愛花の背中に手を回して焦れったくなるほど緩慢な腰使いで動く。

　ぱちゅ……、ぱちゅ……と一突きごとに淫猥な水音が耳に届く。

　最奥に入ると円を描き、亀頭の笠の部分で内襞を擦り上げてくる。窄みの奥をねっとりと掻き混ぜながら、牧丘は手のひらで愛花の全身を撫で上げていく――。

「はぁ……んっ……はぁっ」

　汗がしっとりと浮かんできて、愛花の体は桃色に染まり、快楽が蓄積される。背中に迫り上がってくる甘美な感覚を逃がそうと頭を左右に振るけれど、余裕がなくなってくる。

「……ふぁ、んっ……牧丘君……なんか、変なの……奥が熱くて……」

「うん、いいんだよ、感じて……」

　唇を割って舌を挿し込まれた瞬間、愛花は小さな絶頂に襲われ体を震わせた。牧丘が微笑んでから、緩やかな振動を与えてくる。優しい動きで容赦なく攻められ、愛花は気持ちよくて甘すぎる拷問だと感じて涙が滲んだ。

「涙が出ちゃうほど気持ちいい？」

　愛おしそうに見つめながら質問をした牧丘は、愛花の答えを聞かずに、両方の乳首を摘んで捏ねくり回す。

「……あっ……ふぁ、んっ……んっ……あぁぁ」

　言葉にならない喘ぎ声を聞いて牧丘は愛花のお尻を持ち上げ、上から突き刺すような格好になった。彼の体重も加わって奥深くにまで届く。

　焦れったくなるほどゆっくりと泥濘をグチョグチョにされるので、蜜肉が牧丘の熱の塊を締め付ける。

　今後の二人の関係がどうなってもいい。今は快楽に溺れてしまいたい。

　愛花は牧丘の腰に自らの足を絡めてもっと深いところに刺激がくるように誘導していた。自分の体じゃないみたい。快楽を貪欲に求めて壊れていきそうになる。

　少しずつ腰の動きが加速して、泥濘にピストン運動を加えられ、理性を失ってしまいそうだった。

「……あっ、んっ……んっ……」

　長い竿が子宮の入口を絶えず突いて、牧丘の指は剥き出しになっている花芽を弾きながら、これでもかというほど、愛花を攻めてくる。愛花も牧丘の男根を逃さないとでも言いたそうに彼女の中で彼自身を抱きしめる。

「愛花ちゃん……たまらない……」

　彼は呼吸を荒くしながら瞳を閉じて、唾液をごくっと飲み下した。その姿は、天を仰いで快楽を噛み締めているように見えた。

　深いところから浅いところまで引き抜き、肌がぶつかるまで貫いてくる。そのままリズムよくパンパンと音を立てて打ち付けられる。愛花はますます余裕がなくなってきて、どうしていいかわからなくなった。両手を伸ばすと牧丘が力強く抱きしめてくれ、ベッドが軋むほど穿たれる。

「……愛花ちゃん、気持ちよく……なれたかな……」

　いつも落ち着いていて穏やかな牧丘からは想像できない切羽詰まった声音。愛花だけでなく、牧丘も苦しげな表情を浮かべている。こんなにいっぱいいっぱいな姿を見たことはなかった。

　すぐそばに迫っている絶頂の気配に、愛花は身震いする。牧丘の男根がみっちりとねじ込まれ、想像を絶するほどの快楽に怯えた。

（こんなふうに乱れてしまうなんて、恥ずかしい……。でも、どうでもいい。最高の快楽を味わいたいっ……）

　限界が近づき、下腹部に力が込められていく。牧丘も全身に力が入り、余裕がなさそうに逼迫した呼吸を繰り返す。男根が破裂してしまいそうなほど膨張して、愛花の中が壊れるのではないかと思った。

「あぁぁ、んっ……激しい……気持ちいい……よ、もっと、もっと……っ」

「愛花ちゃんがこんなにも感じてくれて嬉しい……、あっ、駄目だ、イきそう……！」

「わ、私も……っ、あぁぁっ！　イっちゃうっ」

「気持ちよくて、イくのがもったいない……、愛花ちゃん……」

　ギュウッと力を込めて強く抱きしめられ、愛花は悪寒に似た快楽に襲われ体がガクガク震えて、ついにはクライマックスを迎えた。同時に牧丘の男根が痙攣して欲望を吐き出す。その刺激にすら悦楽を覚える。

「はぁ……はぁ……愛花ちゃん……」

　満足したように吐息混じりの声で名前を呼ばれ、キスを繰り返す。幸せな時間だった。

　終わってしまうのがすごく淋しくて、愛花は無意識に姫壺でキュンキュンと牧丘を締め付ける。

　牧丘の熱の塊がズルっと外に出ていく。そのねっとりとした刺激にすら感じてしまう。

　先ほどまでぴったりとくっついていた身体が離れてしまい切ない。

　愛花は体に力が入らず、ベッドの上で手足を投げ出してぼんやりと宙を仰いだ。

　男性からこんなに大切に扱われたことがなくて、愛花の胸に温かいものが流れ込む。

（この感情は、なんて表現したらいいの……）

　牧丘は愛花の隣に添い寝して腕枕をしてくれる。愛花は甘えたくなって横を向いて彼の胸に頬をくっつけた。そんな愛花の背中を優しく撫で、彼は穏やかな呼吸を繰り返している。

「愛花ちゃんは、不感症じゃないよ」

「治ったのかな……？」

「うーん。もう過去のことは忘れていいんじゃないかな。気持ちがいいセックスができるようになったんだから、これからは前向きになっていこう」

「うんっ」

　肘をついて牧丘の顔を見ると、彼は柔らかい笑みを浮かべていた。頭を撫でて、ベッドから抜け出す牧丘の姿を目で追う。どこに行っちゃうの？　もう少しそばにいてと言いたいけれど、言える立場ではない。瞳を閉じて切ない気持ちを吸い込む。

「愛花ちゃん、拭くよ」

「え？」

　声をかけられて目を開けるとバスローブを羽織った牧丘が、温かいタオルを持って立っていた。丁寧に身体を拭いてくれる。甘えたい気持ちになり、そのまま委ねていると、彼と目が合って心臓がドキドキした。

「私に快楽を教えてくれて、ありがとう」

「こちらこそ、ありがとう」

　チュッとキスをされ甘い余韻にいつまでも浸っていたくなる。牧丘は愛花のことを大切なもののように抱きしめて、バスローブを着せてくれた。

「大丈夫？　体、しんどくない？」

「うん」

「今日はゆっくり休んで」

　横になったままの愛花の頭を撫でて、また自然と唇を重ねる。

（どうしよう……。私やっぱり、牧丘君のことがすごく好きみたい。誰にも渡したくないよ……）

　でも、彼は愛花に恋愛感情はないだろう。牧丘は面倒見がいいから愛花を放っておけなくて、落ち込む自分を全身全霊で励まして、悩みまで解決してくれただけ。

　抱かれている時間は幸せ過ぎて、彼以外のことが考えられなかった。でも、肝心の彼の気持ちは聞けていないし、こんなこと今日だけにしなくてはいけない。体の関係から始まってうまくいくわけがない。

　セフレ関係から恋には発展しないと何かの雑誌で読んだことがある。セフレになっても、牧丘に好きな人ができて抱いてもらえなくなったら、絶望してしまうだろう。きっと、耐えられない。生きていけない。

　これからも一緒に働いていくのだからしっかりと割り切らなければお互いに辛くなる。

　一線を超えてしまった男女ほどややこしいものはない。

　自分で選んだ道なのだから覚悟はしていたけれど、思ったよりも苦しい。ゆっくりと体を起こした愛花は、鼻の奥がツーンと痛くなって泣きそうになるのを堪えた。

　曖昧に避けるのではなく、ここでしっかりと釘を打っておこう。

（ホテルを出たらスッキリなかったことにしなきゃ）

　愛花はベッドに腰掛ける牧丘の背中に視線を送って、勇気を出して口を開いた。

「悩みを聞いてくれて励ましてくれて本当にありがとう。牧丘君が幼なじみだったから、なんだか安心して委ねてしまったんだけど、これからも同僚としてよろしくね」

　牧丘は愛花の言葉に体ごと振り返り、眉根を寄せて怪訝そうな表情を浮かべる。

「同僚として？　納得いかないな。俺は、愛花ちゃんだから抱いたんだ。これからも、プライベートで仲よくしたい」

　真剣な眼差しを向けられるので言葉に詰まってしまった。

「大人だからそういう関係の人もいるかもしれないけれど、なかったことにしてほしいの……その……」

　セフレにはなりたくない。

　伝えようとしたとき、牧丘が被せるように口を開いた。

「俺、初体験だったんだよね」

「えっ……」

　彼は爆弾発言をして、少し恥ずかしそうに頭をぽりぽりと掻いている。

「正直、成功するかどうか心配だったんだけど、愛花ちゃんを気持ちよくしたい思いのほうが強くて頑張ってみたんだ」

（まさか牧丘君が初めてだなんて思わなかった。だってすごく上手だったから……）

　女性にとって初体験が大事なのと同じように、男性も大切なのではないかと思う。

（本当に初体験の相手が自分でよかったのかな……）

　気を使って言われているような気がしていたたまれない。

　彼の親切心を利用してしまったような罪悪感に陥る。

　そんな愛花に牧丘はとろりと微笑みかけて、頬を指で撫でてきた。不安げに瞳を動かす愛花に穏やかな口調で話しかけてくる。

「初体験は特別な人としたいと思っていて。相手が愛花ちゃんでよかった」

「ごめんなさい、そんな大切なものを……私、どうお詫びしたらいいのか、わからない」

　愛花はパニックになりうまく言葉が出てこなかった。

「お詫びなんて……そんなこと言わないで？　俺はこれからも仲よくしたいだけだから」

　牧丘は柔らかく笑みを浮かべて愛花の後頭部にそっと手を添えて顔を引き寄せた。ゆっくりと温もりが伝わってくるようなキスをしてくる。唇が離れると間近で視線が絡み合った。彼はどこか淋しそうな瞳をしていた。でも、彼の口からは好意の言葉は出てこない。きっと自分に対して恋愛感情はないのだろう。このまま中途半端な関係でいるのはよくない。

　一体、この先、どんな関係になってしまうのか不安でたまらなかった。






２　大変身してしまった








　週末は仕事が休み。出かける予定もなく自宅にいるが、洗濯をしていても、掃除をしていても、牧丘のことばかり頭に浮かべてしまう。ホテルから帰るとき彼は少し不機嫌そうだった。きっと愛花が上の空であまり話さなかったからかもしれない。

　色っぽい目つきや、丁寧な愛撫。蕩けてしまいそうなキスが蘇ってきて、畳んでいた洗濯物をギュッと抱きしめた。

（うー、信じられないっ。この私が、初めてのセックスをしたなんて……）

　想像していたよりも気持ちがよかった。

　思い出すだけでも頬が熱くなってお腹の奥からトロトロと蜜が溢れてくる気がする。

　抱かれたことは後悔していなくて、むしろ悩みを解決してくれたことに感謝している。でも、ものすごく乱れてしまった。あんな淫らな姿を見て、牧丘はどう思っただろう。

　どんな顔をして出社したらいいのかな。

　割り切った関係でいようと伝えたのだから、あまり意識しないようにしなければ……。

　不安な気持ちを抱えながら愛花は休日を過ごした。

　月曜日になり、いつもより早く目が覚めてしまった。会社に一番に到着し、パソコンの電源をつけてデスク周りの掃除をしていると、次々と社員が出社してくる。

「おはよう、今日は早いね」

　ドキッとした。話しかけられて振り返ると、室長が室内に入ってきた。

　牧丘じゃなかったことに安堵して挨拶をする。

「おはようございます、室長。今日は早く目が覚めたので少し早めに出社しました」

　室長と何気ない会話をしていると女性社員が入ってきて自分のデスクに座る。いつもと変わらない光景だが、牧丘が出社するのだと思うと緊張で手に汗をかいてきた。普通にしているしかないけれど、冷静に過ごすことはできるだろうか。

「おはようございます」

　牧丘の声がして愛花の動きが一瞬止まった。

（牧丘君が来た！）

　落ち着け、落ち着けと心のなかで呪文を唱えるように繰り返す。

「おはよう……っえ？　どうしたの？　っていうか、牧丘君だよね？」

　広報室の古株である田た中なか奈な津つ子こが、牧丘の姿を見て驚愕の声を上げた。

　その声に釣られるようにして愛花も視線を移すと、そこには大変身を遂げた牧丘がいた。

　地味な印象を与えていた眼鏡がコンタクトに変わり、目が隠れるほど長かった前髪は、綺麗な瞳がしっかり見えるくらいの長さまで切られ、横に流していた。その髪型は彼によく似合っていて、爽やかな顔立ちをより引き立たせている。これまでの冴えない印象がぱっと華やかになった。

「ビックリ。牧丘君ってこんなに美男子だったの？」

「一体、何があったんですか？」

　女子社員が目を大きく見開いて質問している。他の女子社員は、あまりの豹変ぶりに頬をピンク色に染めてうっとりしていた。牧丘は曖昧に笑みを浮かべて彼女らの質問を躱し、愛花の隣の席に腰を下ろす。

「鈴森さん、おはよう」

「お、おはようございます」

　愛花の左隣の席に座った牧丘が眩しいほどに爽やかな笑みを浮かべる。どこかの若手イケメン俳優かとツッコミを入れたくなるほど変身をとげてしまった。スーツもいつも以上に似合ってる。

　ドキドキしてまともに目を合わせられない。髪の毛を切ったほうがいいという愛花の言葉を覚えていて実行してくれたのだろうか。

　動揺していることがバレないように愛花はいつも通りの表情をしようと心がけるが、どうしよう、仕事が手につかない。

「おお、牧丘、イメージチェンジか？」

　室長が興味深そうに話しかけている。

「ええ、少し変えてみようと思いまして」

「いや、だいぶ変わったぞ」

　そこに同じ部署の山田が入ってきた。彼は二年目の正社員で、仕事もできて女性人気が高いらしい。

「うわっ、牧丘さんどうしたんですか？　めちゃくちゃハンサムじゃないですか。あ、もしかして彼女できたとか？」

　牧丘はわけあり顔で微笑むだけで確信めいたことは言わない。

「鈴森さん、牧丘さんがいい男になったからって心を奪われないでくださいよ？」

　山田はいつもこうして軽口を叩くタイプだ。

「ま、まさかー。さ、朝礼が始まりますよ、山田さん」

「はーい」

　驚きに包まれたまま朝礼が始まり、勤務時間になった。

　机の引き出しを開けた牧丘に視線を動かすと、彼が愛花だけにしかわからないように微笑みかけてくる。愛花は目が合うだけで耳が真っ赤になり、すぐに視線をそらした。

　書類を作っていても、牧丘に熱く抱かれたあの時間を鮮明に思い出してしまう。

　繊細な指の動き。綺麗な指が自分の蜜でたっぷりと濡れていたシーンが蘇り、頬が火照る。

（仕事中なのに……。しっかりしなきゃ）

「牧丘」

　室長に呼ばれて牧丘が席を立つ。

「先日、作ってくれた企画書の内容を社長が褒めていた。うまくＳＮＳを利用していて注目を集めることができそうだ。この案をさらに詰めて具体的に動けるようにしておいてほしい」

「わかりました。コラボしていただけそうな企業もピックアップしてみます」

　室長と話し終えた牧丘が自分の席に戻ってくる。意識したくないのに、彼のちょっとした動きにも反応してしまう。

　いつもと変わらない態度で、愛花の隣でテキパキと仕事をしている彼が羨ましい。

　チェックしてほしい書類が完成して、牧丘に声をかけようとするが、なかなか彼のほうに視線を動かせない。ピュアな学生みたいに緊張する自分が情けない。

　仕事なので話さないわけにもいかず、気を引き締めてから牧丘に顔を向ける。

「牧丘さん！」

　いつもより気合が入り、大きな声になってしまった。

　彼はビックリしたのかぎょっとして顔をこちらに向けた。

（やっぱり目を合わせて話すなんて、照れちゃうよ）

　顔が熱くなるのを感じながら、小さく咳払いをして気持ちを落ち着かせて口を開く。

「予算案を作りましたのでチェックしていただけますか？　共有フォルダーに格納しました」

「了解。チェックしておきます」

「よろしくお願いします」

　頭を軽く下げて愛花は正面を向いた。こんな些細なやり取りなのに、意識し過ぎてしまうなんて困った。

　

　ランチタイムになり、手の空いている女子社員と一緒にランチへ行こうかと立ち上がったとき、牧丘が声をかけてきた。

「鈴森さん、もしよければランチをしながら打ち合わせをしたいんですが、予定あります？」

「いえ、特には……。わかりました」

　ただランチに誘われただけだったら、避けていたかもしれないが、仕事を絡められると断ることができない。しかも、他に社員の目があるのに断るのは不自然な気がした。

　下心があって誘っているわけではなくて、仕事の打ち合わせがメインなのかもしれないけれど、どうしても構えてしまう。

　二人で部署を出てエレベーターホールに向かう途中、すれ違う女性社員が牧丘を二度見していた。

「あんな色男いたっけ？」

「えー、誰あの人！　めちゃくちゃかっこいいんだけど！」

「新しい社員とか？」

　違う部署の女子社員が小声で話しているのが聞こえてくる。

　お気に入りの隠れ家が、テレビに紹介されて一気に人気店になり、落ち着いて食事ができなくなったような残念な気持ちになった。

　恋人でもないのに愛花の胸に小さな嫉妬心が渦巻く。

　自分の噂をされていると気がついているはずなのに、牧丘の表情はクールなまま。彼の横顔をじっと見ているとふいにこちらを向いた。

「どうかした？」

　牧丘の口調が変わったので、愛花も普通に返答する。

「……いや、べ、べつになんでもないよ」

「愛花ちゃん、食べたい物ある？」

「うーんと、軽食がいいかな」

　緊張してあまり食べられない気がしたので、軽食をリクエストした。そういえば、二人きりのときは、口調もそうだが愛花のことを下の名前で呼んでいることに気づいた。

　牧丘が連れてきてくれたのは、会社の近くにある喫茶店。小さな丸いテーブルを挟んで向かい合って座り、二人ともランチセットＡを注文した。

　注文が終わると牧丘は愛花をじっと見つめてきた。先程からこちらに向けられている彼の熱視線に溶けてしまいそうになる。

　ホテルで正真正銘の男前だと認識したけど、改めてまじまじと見ても、破壊力のあるイケメンだ。心臓がバクバクと聞こえるほど鼓動している。愛花の心臓は、このランチ中に壊れてしまうかもしれない。

「どうかな？」

「え？」

「愛花ちゃんが前髪をもう少し短くして、コンタクトにしたほうがいいって言ったから……喜ぶかなと思ってやってみたんだけど」

　不安そうに尋ねられ愛花は思わず笑みを浮かべて頷いた。

「さっきも、かっこいいって言われてたじゃない」

　牧丘はあまり嬉しくないのか微妙な表情を浮かべる。

「他の人の意見はどうでもいいよ。俺は、愛花ちゃんの感想が聞きたい」

「似合ってていいと思うよ、すごくかっこいい……」

　素直な感想を言うと牧丘は安堵したように微笑んだ。

「嬉しい、よかった。……じゃあ、さ、次の土曜日って空いてる？」

「土曜日？」

　特に予定は入っていないけれど、何かあったかなと逡巡する。

「デートしよう」

　ストレートに誘われた愛花は驚いて固まった。

　牧丘と休日を一緒に過ごして美味しい物を食べるなんて、すごく楽しそう。素直に喜びそうになったけれど、先日の行為の記憶が頭に浮かぶ。

　愛されているかと錯覚するような一夜だったけれど、ちゃんと『好き』の言葉は聞いていないから、牧丘の本心がわからない。そんな彼と曖昧な関係のまま一緒に過ごすのは、愛花にとってはよくないことに思えた。

　ここで、どういうつもりで誘ってくれたのか聞けばいいのだけど、ハッキリと『セフレになりたい』と言われたら立ち直れない。

　頭の中で考えが巡り、黙り込んでしまう愛花を牧丘が射貫くように見つめる。

　沈黙のなか、ランチセットが運ばれてきた。

「とりあえず食べよう、ね？」

　返事をしない愛花に、牧丘はムッとしながらフォークを手に取った。空気が重くなったので、いつまでもこのままでもいけないと感じ、愛花も笑顔を取り繕ってランチに手をつけた。

「ここのランチ美味しい！　いいところに連れてきてくれてありがとう、牧丘君」

「うん」

「今度、他の人とも一緒に来てみようかなぁ」

「男と来るのは禁止だから」

　束縛めいた発言に愛花が目を丸くすると、牧丘は耳を真っ赤にしていた。牧丘がどういうつもりで言っているのか、やっぱりわからない。

　愛花はなかったことにしようと提案したはずなのに、牧丘は受け入れたくないのだろうか。

　彼が体だけの関係を望んでいるのだと想像すると胸が苦しくなってくる。きっと、好きになりすぎて辛い未来しか待っていない。

　結局、微妙な空気のままランチが終わってしまい、仕事の話は一切しなかった。

　

　本日の仕事が終わって帰ろうとしたとき、牧丘もタイミングよく一緒に部屋を出た。

　一緒のエレベーターに乗り込むと不幸にも他の社員はおらず、二人の間には重い空気が流れている気がした。土曜日にデートしようと誘ってくれた真意がわからなくて、結局、返事をしないままだったので気まずい。

　元は愛花のトラウマを消し去りたいというのがキッカケだったけれど、惹かれている男性に抱かれたい気持ちが抑えられなくて、身を任せてしまった。素晴らしい時間だったが、この関係を続けていこうとは思えない。心が伴わないセックスだけの関係なんて、いずれは耐えられなくなるだろう。

　もし、牧丘が恋愛感情を持ってくれているなら交際を申し込んでくるはずだが、そんな言葉はなかった。『仲よくしたい』とは言われたけれど、それって『恋人になりたい』とは違う気がする。

（これって、私の片想いじゃない？　一夜だけの関係を結んでしまった同僚に片想いなんて、シャレにならないよね……）

　牧丘は恋愛感情を持たなくてもセックスすることに抵抗がないかもしれないが、愛花には無理だ。

　これ以上悪い意味で親密になりたくない。距離を縮めようとしてくる牧丘を避けたいという意思表示をしなければズブズブといけない関係にハマってしまう。

「愛花ちゃん、この間はプライベートの連絡先、交換できなかったけど……」

「毎日会社で会えるから……必要なくないかな？」

　顔を引き攣らせながら言った愛花を見つめる彼の顔が悲しげに歪んでいく。

　エレベーターが開いたので出ていこうとすると手首が掴まれてしまった。

「なにそれ？」

「……なにって」

「随分、冷たくない？」

「この前も言ったよね。なかったことにしたいって」

「俺は、なかったことにする気なんてないけど」

　真剣な瞳に射貫かれるように見つめられ脈拍数が上昇していく。このまま視線を絡め合わせていたら、彼のペースに引き込まれてしまうかもしれない。

　好きな人に抱かれたいと思ってしまうのは、女としてのどうしようもない本能なのだろうか。なんとか気持ちを鎮めて冷静になろうとする。

「お先に失礼します」

　慌てて手を振りほどいて、愛花は彼から離れるように走り出した。





◆






　牧丘がいい男に大変身してからというもの、職場での彼の女性人気が急上昇した。仕事ができるので男性からの評価はもともと高かったが、恋愛対象として女性から熱視線を浴びるようになってしまった。

　休憩を終えた愛花が化粧室でメイクを直していると、二人組の若い女性社員が声をかけてきた。何かと思って首を傾げるとキャッキャッと騒ぎながら質問し始める。

「あの、広報室所属の方ですよね？」

「は、はい……何か？」

「牧丘さんって、お付き合いされている方っているんでしょうか？」

　興味津々そうな瞳を向けられる。話をしたことのない社員からの質問に愛花は困惑した。

「プライベートの話はあまり聞かないのでわからないですけど……」

「いそうな感じですか？」

「うーん……」

　曖昧な返事しかしていないのにフリーだと理解したのか、はしゃぎだす。

「じゃあ狙っちゃおうかな」

「私たち接点ないじゃん」

「チャンスは作らなきゃ！」

「前向きだね」

　楽しそうにしている二人の会話を横で聞きながら、素早くメイクを直す。こんなに可愛い子に言い寄られたら、牧丘も落ちてしまうかもしれない。

　セフレなんかではなく、ちゃんと恋人を作るべきだと思いつつもモヤモヤする。愛花は彼女らに軽く会釈をして化粧室を後にした。

　

　部署に戻ってくると、牧丘が電話対応していたところだった。受話器を肩に挟みながらパソコンの画面を見て何かを説明している。その姿すら様になっている。

　地味だと言われていた牧丘だが、愛花は前から密かに素敵な人だと思っていた。

（みんな、気がつくのが遅いよ。牧丘君はもともといいものを持っているもん）

　先日見学に行ったイベントでも、生乳会社の取締役がわざわざ自分の娘の結婚相手にと勧めてくるくらいの人なのだ。ちょっと地味な見た目だったからって、うちの会社の女性社員の評価が低すぎたのだろう。

　電話を終えた牧丘がこちらを向く。

「お帰りなさい」

「ただいま戻りました」

　穏やかな瞳を向けられて、心臓が鷲掴みされたような気持ちになる。気まずい関係は続いているが職場では普通に接してくれてありがたい。

　パソコンに向かいつつ、愛花は牧丘のことを考え始めた。

　ベッドでの丁寧な行為に蕩けさせられて以降、ますます心が惹かれてしまっている。

　いや、違う。愛花の中に渦巻いている恋心は、抱かれたことがきっかけではないと自分ではわかっている。

　牧丘と幼稚園時代に一緒に過ごしたことはすっかり忘れていたが、たまたま彼は愛花の教育係となり、関わっているうちに彼の人柄を知って、気になる存在になっていたのだ。

（抱かれる前から恋に落ちていたんだよね。……気が付かないフリをしていただけなの）

　身体だけの関係から恋人になる確率は、どのくらいあるのだろう。

　牧丘がセフレ希望だったとしても、好きになってもらえるように努力をしたら明るい未来が待っているかもしれない。

　けれど、二枚目に大変身して人気者になった彼を見ていると、どうしても直人と重なってしまう。

　直人は常に周りに男女問わず人がいて、人気者だった。当時は、常に失ったらどうしようと考えて、空回りしていた苦しい記憶しかない。

　直人に嫌われないようにセックスは成功させたい。体だけでも満足してほしいと覚悟を決めたにもかかわらず、緊張しすぎて喘ぐことすらできずに捨てられて、奈落の底に突き落とされた。

　失恋の痛みを知っているからこそ、前に進めない。

　好きな人に抱かれたいけれど、体の関係だけでは耐えられない。

　リスクがあることをわかっていたのに、我慢できずに牧丘に抱かれることを選んだ。自分のワガママに牧丘を巻き込んでしまい本当に申し訳なく思う。

　これ以上好きになってはいけない人。

　なかったことにはできないかもしれないが、今は時間に解決してもらうしかない気がしていた。





◆






　牧丘に抱かれてから二週間が過ぎていた。

　仕事を終えて立ち上がった愛花の隣の席には彼の姿はなく、室長に挨拶をして部署を出る。

　今日も打ち合わせや諸々の手配で牧丘は忙しそうな一日を送っていた。

　一通りのことが自分でできるようになり、牧丘に教えてもらわなくても、一人で判断できるような仕事を任せてもらえるようになっている。それでもまだ彼のように完璧に仕事をこなせないので、牧丘の忙しさを軽減してあげられるところまではいっていない。

　任せてもらうことが多くなると必然的にやることが増え、いろいろと立て込んで疲れてしまった。

　牧丘とは仕事の話以外はしないし、二人きりになるタイミングさえない。切ないけれどこれでいいのだ。恋心を封印するには、距離を置くことが最善策だと思っている。

　アイスココアを飲んでから帰ろうと休憩室に寄ることにした。廊下を歩いてすれ違う社員と挨拶をかわしながら到着し、中に入ろうとすると、話し声が聞こえてきた。

　盗み聞きなんてする趣味はないが、休憩室にいるのが牧丘だとわかって思わず足を止めてしまった。

「アドバイス頂いて本当にありがとうございました」

「いえ」

「牧丘さんのアイデアをお借りしたおかげで、とてもいい商品が出来上がりそうです。あぁ、牧丘さんも商品企画部に異動してきてほしいなぁ」

　可愛らしい女性の声がする。

　中に入ろうか迷ったが会話がどんどんと進んでいくので、タイミングを失ってしまった。

「もしよければ今度プライベートで食事に行ってもらえませんか？　もっと牧丘さんと話をしてみたいんです」

　女性は甘えるような話し方が可愛らしく、牧丘をストレートに誘っている。

（いいなぁ、素直に気持ちを伝えられるなんて羨ましい）

　愛花は直人から、『お前、何考えてるかわからない』と言われたことがあった。

　相手に負担をかけてしまうのではないかとか、傷つける言葉じゃないかとか、言われたほうは断りづらいのではないかとか、深く考えて言いたいことが言えない。

　牧丘は仕事のとき、よくこんな言葉を口にする。

『ハッキリと意見を言ってくれたほうが助かる。考えがわからないと困っちゃうからさ』

　そういう観点から見ても、愛花は牧丘の理想のタイプではなく、不釣り合いだと思ってしまう。切なくなり、唇を噛み締めながら、休憩室に入ることなくその場から去った。






３　残業オフィスは危険








　牧丘との関係は変わらないまま、さらに二週間。七月になり外気温はぐっと上がっていた。

　今日は外勤する予定がないためスーツではなく、ミントグリーンのサマーセーターと白いフレアースカートで少しでも涼しい服装を心がけた。

「え？　入院!?　……わかりました。お大事にしてください」

『入院』のキーワードで、部署には重い空気が流れる。

　電話を切った奈津子が愛花と牧丘のほうに視線を動かした。

「芦あし原はらさんのご家族から電話だったんだけど盲腸だって……しばらく入院するそうよ」

「そうですか、早く回復されるといいですね」

　愛花が心配で眉間に皺を寄せると、牧丘も深く頷いた。

　芦原はいつも笑顔の穏やかな女性で仕事もいっぱい抱えている。部署でも重要な人材だ。

　入院してしまった彼女が抱えていた仕事をチェックすると、今日が締め切りのものがいくつかある。忙しい部署なので、期限ギリギリに提出するのは普通のことであるが、こんなに抱えていたとは予想外だった。

　人手が足りない部署なので、一人抜けただけでもかなり厳しい。

　今日は室長が出張でいなくて、一緒に働いている他の社員も出張で大阪に行っている。さらには有給休暇で不在の社員もおり、三人だけしか部署にはいない。

「なんとか三人で手分けして頑張りましょう」

　牧丘はやるしかないという表情になった。

　

　まずは印刷会社に出さなければいけない原稿のチェックをする。

　来週の頭に発表する企画書の整理、インターネットでの販売計画の打ち直し、その他に細かい仕事をいろいろ抱えているようだが、まずは締め切りが近いものから片付けることにした。

　

　昼食はコンビニで買ってきて簡単に済ませ、本来自分がやらなければいけない仕事をしながら芦原の仕事もこなしていく。

　牧丘も打ち合わせの合間に書類作成等を手伝ってくれた。奈津子も黙々と作業する。

　目まぐるしい時間を過ごしているとあっという間に定時になってしまった。

　奈津子は三歳になる子供のお迎えがあるため残業できない。彼女が帰ってしまうとかなり遅くまで残業することが決定してしまうが、迎えは絶対に行かなければならない。

「田中さん、もうお子さんのお迎えに行ってください」

　愛花がなかなか帰ろうとしない奈津子に声をかけると、彼女は時計に視線を移す。

「あと十分だけ、やっていくわ」

「田中さん、無理しないでください。俺と鈴森さんのことを信用して、任せてください」

　牧丘が彼女を安心させるように笑みを浮かべて告げる。

　奈津子は頷いてパソコンの電源を落として立ち上がった。

「本当にごめんね。あとは二人に任せるわ」

　慌ただしく帰る準備をして、奈津子は退社していった。

　牧丘と二人きりになってしまったが、愛花はそんなことを気にしていられず集中していた。

　

　仕事が終わったのは、二十二時。

　この部署の場所は独立していて個室になっているから、他の部署の社員が退社しているのかわからないが、明らかにオフィス内は静まり返っていた。

「やったー、終わった……」

　愛花が両手を上げて背中を伸ばす。とにかく一生懸命頑張ったので、達成感が半端ない。

　嬉しくなって、思わず隣に座っている牧丘に笑みを向けると、彼の耳がほんのりと赤くなった。

　今まで仕事の話以外しないようにしていたので、こうして二人きりになり見つめ合うと、心臓がドキンと鳴って、急に牧丘のことを意識してしまう。

「無事に終わってよかったですね」

　愛花は二人の距離を縮めてしまわないように、あえて敬語で話しかける。牧丘は少し淋しそうにして微笑んだ。

「ああ、そうだね」

　そのまま目を細めて愛花のことをじっと見つめてくる。

　このまま二人きりで過ごしていたら自分の気持ちが溢れ出てしまいそうで怖くなってきた。一刻も早くこの状況から脱出しようと立ち上がる。

「では、お先に失礼いたしますね」

「待って」

　牧丘が手首をぎゅっと掴んできた。触れられただけで、封印している恋心が溢れ出てくる。焦る愛花は顔から首までが真っ赤に染まってしまう。

　牧丘がゆっくり立ち上がって愛花を見下ろし、綺麗な瞳で睨みつけてくる。

「なんで、俺のこと避けるの？」

「避けてなんか……」

「嘘だ」

　逃げないともっと好きになってしまいそうで怖い。自分の気持ちを吐露できずにグッと言葉を飲み込む。

　牧丘が迫ってきたので、逃げるように後ずさる。しかし、すぐに背中がドアに当たって逃げ道がなくなってしまった。ドンと音を立て牧丘が愛花の顔の横に手を付く。距離の近さにドキッとして顔を上げると、怒りと共に切なげな表情を浮かべた彼の姿が目に入り、愛花は困惑した。

（どうしてそんなに悲しそうな目をするの？）

「デートに誘っても逃げるし、プライベートの連絡先も教えてくれない。愛花ちゃんは、あのとき、本当にセックスだけが目的だったの？」

　男性の甘く切ない声音がこんなにもセクシーだと知らなかった。

　素直になれなくて、愛花は黙って見つめるだけ。

　あの夜も、今と同じ色気に満ちた目をしていた。暴れだす心臓を落ち着かせるために静かに深呼吸を繰り返す。

「なかったことになんて、できないんだ。俺は……」

　何かを言いかけた牧丘は言葉を呑み込み、愛花の顎を固定すると顔を近づけてきた。彼の体温と香りを間近に感じ喉の奥がキュウっと締まった。

　触れそうで触れない唇が小さな声で囁く。

「俺は……愛花ちゃんのことを抱きたくて……たまらなかった」

　官能的な低く甘い声に愛花は目眩を起こしそうになった。恋愛感情ではなく、欲望からの言葉だったとしても、好きな人に求められたことに腰が砕けそうになり、余計なことは考えずに彼の腕に飛び込みたくなる。

　揺れる瞳を向ける愛花に牧丘が妖艶に微笑んだ。きっと愛花が本気で拒否をしていないことに気がついたのだろう。

　唇が重なり柔らかさを堪能するようなキスをしていると、唇を割って入ってきた舌を絡められる。

　キスの濡れた音が響き、体温が上昇した。フラッシュバックのようにあの夜のことを一気に思い出し、脳みそが溶けてしまいそうになる。

「んっ……」

　背中に手を回され抱きしめられながら、顔の角度を変えてはキスが繰り返される。愛花は手を突っ張るわけでもなくだらんと垂らしたまま、口付けを受け入れていた。

　唇が離れて両頬を手のひらで包みこまれ、至近距離で見つめられる。キスしかしていないのにお互いに息が上がっていた。

「体の関係だけでもいいから……俺じゃ駄目？　愛花ちゃんともっとプライベートで会いたい。もっと、触れたい」

　切実な声だった。体の関係だけなんて悲しいことを言わないでほしい。このまま続けてしまえば泥沼にはまって抜けられないかもしれない。

　逃げようと思えば逃げられるが、愛花は動けずに牧丘を見つめ返す。

　彼に触れてもらいたくて、抱かれたいと思っている自分がいる。と、同時に愛花は彼の言葉を聞いて、牧丘から好意を寄せられているのかもしれないと感じてしまう。お酒の勢いで、不感症かもしれないとカミングアウトした同僚を慰めるという目的だけではない気がしてきた。

『好き』の言葉はなかったが、思い返してみたら、恋愛感情があった上での愛撫だったように感じる。久しく恋愛から遠ざかっていたので疎くなっていたのかもしれない。

「愛花ちゃん……俺……愛花ちゃんに冷たくされると本当に悲しいんだよ」

　官能的なキスをされると淫靡な感情に包み込まれてしまい、頭の中が混乱して言葉が出てこない。黙り込んでいる愛花の様子に、牧丘は顔を歪める。

「俺は、愛花ちゃんを大切にしたいんだ」

　思い過ごしかもしれないが、愛花を想ってくれている言葉に聞こえてしかたがない。勇気を出してまず自分の気持ちを伝えたらいいのかもしれないけれど、本気になってしまったと、気持ちを告白して彼に拒絶されるのが怖い。

「どうして、何も言わないんだよ。わかった。じゃあせめて……俺に抱かれないといられない体にしてやる」

　いつも穏やかな彼からは想像できない言葉が聞こえてきた。見えないものに嫉妬しているかのような瞳には、彼の中で燻っている仄暗い感情が渦巻いているように思えた。睨みつけられているのに整い過ぎた顔面が美しくて、見惚れてしまう。

「愛花ちゃん、俺、もう無理だから。ここで触れないと耐えられない」

　厳しい口調なのに信じられないほど甘いキスが与えられ、愛花の胸に甘い棘が刺さっていく。舌を絡め咥内をじっくりと舐められ、唇が離れると耳朶に優しく噛み付いてくる。

「……ぁっ……んっ……」

　耳の輪郭を這うようにヌチュヌチュと舌が動いていく。淫猥な生き物のような舌の動きに蕩けさせられてしまう。ここは、いつも働いているオフィスなのだ。こんなところで、淫らな気持ちになってしまった自分を戒めようとする。

「……だ、め……」

　全力で拒絶すればいいのに、どうしてできないのだろう。

　サマーセーターの上から、胸の膨らみをなぞるように人差し指が滑っていく。それだけで体をビクッと震わせた。

「欲しいでしょ？　俺のこと。いいよ、淫らな対象としてでもいい、俺のこと見て」

　食べられてしまいそうなほどの勢いでキスをされる。

（淫らな対象だなんて、それだけじゃないよ）

　こんなにも強く彼に惹かれてしまったのに、こんな関係になるなんてやめたほうがいいに決まってる。でも、このまま流されてしまいたい自分もいて苦しい。

　唇が首筋に吸い付いてくる。いまならまだ理性をコントロールできる。愛花は震える手で牧丘を押し返す。

「ちょっと、牧丘君……こんなところで……駄目……」

　駄目と言いつつ、自分のとは思えないほど甘い声が出てしまい、説得力がない。牧丘は聞き入れてくれず愛花の唇を塞ぐ。

　サマーセーターの上から胸が包み込まれ、指が食い込んでいく。揉んでいるいやらしく動く節くれた指が目に入り、愛花の心臓が早鐘を打つ。このまま続けられたら、溶けてしまいそうなほどの快楽が待っていることを、愛花は学んでしまったのだ。けれど、牧丘に抱かれてしまえばもっと気持ちが膨らんでしまう。彼に触れられるたびに溢れる恋心に歯止めが利かない。

　でも今の愛花には、誰かを好きになって飛び込む勇気が持てずにいる。

　キスを執拗に重ねながら、服の中に手が入り込んだ。触れられた素肌から牧丘の熱を注ぎ込まれたみたいに体が火照る。

　ブラジャーの上から揉みしだかれ、愛花の呼吸が乱れる。そのまま淫らな人差し指がブラジャーの中に進入してきて、すでに硬くなっている乳首が転がされる。

「……はぁっ……んっ……！」

　オフィスには誰もいないとはいえ、会社なので喘ぐのに抵抗を覚えた愛花は自分の指を唇で噛んだ。その姿を見て牧丘が笑みを浮かべている。親指と人差し指で乳頭が摘まれて少し強めに拗じられると、ピリリと甘い電流が流れていく。

　彼は愛花の耳に唇を近づけてねっとりと舐めた。それだけで身体がビクビクと震える。

「どうしてほしい？」

　濡れた唇で質問され愛花の瞳は揺れてしまう。

「……わ、わからない」

　しっかりと否定できなかった。言葉では素直になれないが続けてほしいと意思表示しているようだ。

「そっか。やめてほしいわけではないようだね」

　牧丘は笑みを浮かべた。

　ここまで官能に火がついてしまうと鎮めてもらえるまで落ち着けない。牧丘に、ここで抱かれてしまいたい。

　牧丘は愛花からそっと離れると、部署の鍵を閉めて部屋の電気も消した。こうすれば警備員が見回りに来ても全員が退社したと思われて気付かれないだろう。

　暗くなって不安になるがすぐに近くのビルからの看板の光が入ってきて、目がすぐに慣れる。光の加減で牧丘の顔の彫りがいつもより深く見えていっそう男性らしい顔つきに感じた。髪を掻き上げて舌舐めずりした、欲望にまみれた彼は暗闇の中でさえ魅力を撒き散らしている。

「愛花ちゃん、今日もたっぷりと可愛がってあげる。覚悟して」

　その言葉だけで、体が反応してお腹の中が疼く。

　牧丘が熱っぽい瞳で愛花を見つめるので、視線に犯されているような気持ちになり鼓動が加速する。

　そっと肩を掴まれ、体を押されてロッカーに背中がついた。

　大事な書類が保管されているロッカーの前で唇から糸を引くような激しいキスをされ、服の中で胸が揉みしだかれる。服がめくられて、ブラジャーを上にずらされてしまう。顕になった胸の頂きを擦り上げてくる。

「……ぁっ」

　漏れ出てしまった甘い声に気をよくしたのか、牧丘は胸を中心に合わせて、両方の乳首を同時にチロチロと舌で嬲った。体をよじるたびにロッカーにぶつかって、ガタンと音が立つ。

　スカートの中に手が入ってきて、ストッキング越しに太腿の上を何度も行き来し、足の付け根を焦れったいほど緩慢な動きで撫でられる。

「少し触っただけで、こんなにも興奮してくれるなんて俺は嬉しいよ」

　口元に笑みを浮かべながらクロッチ部分に指が這うと、すでに熱く蕩けているのがバレてしまった。先日教えられた快楽が一気に蘇ってきて、愛花の体から蜂蜜のようなとろりとした液体が溢れ出てくる。

　キスをして舌を絡めながらショーツの上から割れ目を刺激され、牧丘の硬くなった滾りを太腿に押し付けられた。

「はぁん、はぁ……んんんっ」

　二人の熱い吐息が静かなオフィスに淫靡に響く。

　潤いの泉の入口に指を押し込まれると、ジュワッとショーツに蜜が滲んだ。

「すごい濡れてる」

　オフィスでショーツを濡らすわけにはいかない。このままでは穿いて帰れなくなってしまう。

　しかし、攻め立てられたせいで蜜道が勝手に蠕動運動して、体の奥のほうから、いやらしい蜜が押し出されてくるのだ。止めようとしても止まらない。

「あ……んん、漏れちゃう……、駄目っ……んぁ……」

　今にも消えてしまいそうな声で訴えると、牧丘は頷いた。

「そうだね。漏れちゃうから、脱がせてあげよう」

「待って……でも、ここだと……」

　このまま、会社で一つになるなんてと罪悪感に苛まれてしまう。明日からもここで真面目に働くのに、いちいち思い出してしまう気がする。そのたびに愛花は密かに太腿を擦り合わせて彼の指使いを想像してしまうだろう。

　困惑している愛花の髪の毛を耳にかけて、彼は耳元で誘惑するように囁く。

「イケない場所でしたら、もっと気持ちよくなれるよ」

　全身が火照っている。彼にもっとくっつきたい。

　愛花の瞳に官能的な熱が灯り唾液をごくりと飲み込んだ。

「二人だけの秘密にしよう。大丈夫だから……」

　目の前にしゃがんでスカートを捲られる。手に持つように言われ、愛花は、素直に従う。言うことを聞いた愛花に、牧丘は双眸を細めて口元に笑みを浮かべた。

（悪い顔をしているのに、どうしてこんなにも魅力的なんだろう……）

　ストッキングを下ろされ、ショーツの隙間から中を確かめるように指が入り込む。

　クチュ。

　淫猥な水音を聞いてさらに体温が上昇する。ショーツも下ろされて空気にさらされた秘所は、濡れそぼっているせいでひんやりとした。この前経験したあの淫らで激しい行為が、これからここで始まってしまうのだと思うと、感情が昂ぶってくる。牧丘が足首にあるストッキングとショーツを片足ずつ抜いてくれて、目の前に膝をついて見上げてくる。

「すごい、エッチな格好だよ、愛花ちゃん」

　両方の手で花びらを開かれただけでクチュっと鳴り、愛花の耳が真っ赤になる。

「は、恥ずかしい……」

「ビルの明かりが差し込んできて、ここが濡れているのがよくわかるよ。こんなに感じてくれてるんだね」

　素直になれず眉根を寄せると、蜜を掬って肉襞に塗りつけられる。敏感な部分は避けながら丁寧に愛撫されたそこは赤く色付いていく。

「すごく、美味しそうだよ。愛花ちゃんのここ……柔らかくて……しっとりしていて……」　興奮を隠しきれない様子で呟かれ、愛花は感じてしまう。太腿を伝う透明な蜜に気がついた彼は長い舌でそれを舐めた。

「ひゃっ……」

「愛花ちゃんの蜜、美味しいよ」

　卑猥な言葉を言われて羞恥心が煽られてしまう一方、自分の淫らな状況を口に出して説明されるとお腹の奥がキュンと疼く。きっと、言葉で犯されるのも愛花は嫌いじゃないのだ。

　足を固定されたと思うと、牧丘が愛花の秘所に顔を近づけてくる。彼が何をしようとしているのかはすぐにわかった。

「お風呂に入ってないから……やめて……」

「一日中働いて頑張った愛花ちゃんの匂いも、俺にとってはご褒美なんだよ」

　またもやアブノーマルな発言をされるが、恥ずかしいけれど匂いすらも肯定されたみたいで嬉しい。

　やめてと言ったところで願いを聞き入れてくれることなく、牧丘の長い舌が伸びてきた。肉襞をねっとりと舐められ愛花の体が震える。

　肉厚な舌に愛撫され、秘所全体がジンジンと熱を帯び、赤く染まっていく。

　牧丘の舌が割れ目に侵入し、長い舌をめいっぱい使って上から下まで舐め上げられる。

「んっ……はぁっ……あぁぁっ」

　ザラッとしていてヌルヌルした感触が何ともいえない。

　ねっとりと舐められているかと思えば、チュッチュと秘所に弱くキスをしてくる。

（すごく、気持ちいい……、恥ずかしいけれど……たまらないよ）

　スカートを握る指に力が入り、腰がクネクネと動いてしまう。

　花びらに隠れていた種を唇で挟んで愛撫をされる。

　舌を窄めてチロチロと突っつかれ、予想ができない強く甘い刺激に翻弄されると、とろっとろに蜜が垂れる。

「んんんっ！」

　大きな声を上げてしまいそうになり、口に手を当てて必死に堪える。

　手を離したスカートが牧丘の頭にかかり、彼の動きが余計にわからなくなる。

　敏感な種が上下左右にランダムに動かされ泥濘から蜜が溢れ出す。

「綺麗にしてあげるからね」

　ジュルジュルと吸われると立っていられなくなり、太腿を震わせロッカーに背を預ける。秘所が熱くなって、溶けてしまいそう。敏感な粒は愛花の蜜と牧丘の唾液で濡れそぼっていた。

「はっ……ん……牧丘……くぅ……んんっ……だ……めっ……、あんっ、そんな……吸わないでっ」

　恥粒を執拗に捏ねくりながら、姫壺に人差し指が浅く入ってくる。愛花の反応を確認して、入口を掻き混ぜる。

　クチュクチュと卑猥な音色が耳に届き、耳まで愛撫されていような気持ちになる。

　意地悪するかのように責め立てられ、下から指を突き立てて中を擦ってくる。

「あっ……擦っちゃ……あぁっ……んっ……あっ……」

　牧丘を受け入れてしまったそこは、ズブズブと彼の指を飲み込んでいく。しっかりと捕まえて離さないとでも言いたげに。

　高みの山を昇っていき、達してしまいそうになった瞬間、牧丘は姫壺から指を引き抜いてしまう。

　震える愛花の太腿から愛蜜が伝い、床に水たまりができていた。

「すごい。こんなにトロトロにして、いつも真面目に一生懸命働いているオフィスでされていると思ったら、興奮しちゃうでしょ？」

「……ま、牧丘君が……エッチだから……」

「愛花ちゃんのほうが、エロいよ。ここ、こんなにビチャビチャ」

　人差し指でトントンと潤いの湖を叩かれる。身が縮むような思いがしてまともに彼の目が見れない。

　好きな人と職場でこんなことをしているせいで、気持ちが昂ぶっているのは確かだ。

「愛花ちゃん、すごくいやらしくて可愛い……もっと、乱れさせたい」

　頭を撫でられ抱きしめられると、甘えたくなる。もっと委ねたくなってしまう。

「もっと舐めてあげたいから、片足をデスクに置いて」

「え？」

　牧丘は愛花を、彼女が普段から使っているデスクの前に立たせて、上半身を倒し、お尻を突き出すような状態にした。そして右膝を持ち上げてデスクに置いて、片足は床についている体勢になった。パックリと蜜壺が開ききっている。

「丸見え……。中までテロテロに光ってるよ、愛花ちゃん」

「い……や……ぁ……見ないで……」

「もっと、愛でてあげるから、お尻突き出して、ほら」

　あまりにも優しい声音だったから、命令口調なのにいいことをしてくれる気がして言う通りにしてしまう。

　愛花のヒップラインを撫でる手つきが淫らだが、大事なものに触れているみたいに優しくて、大切にされているような気がして胸がキュンとなった。

　恥ずかしいところを見られているのに感じてしまうのだ。

「ヒクヒクしてる。もっと舐めてほしいって、ここが訴えてくるよ？」

「そんなわけ、あぁっ」

　顔を近づけてきてお尻の穴から蜜壺まで舐めてくる。こんな恥ずかしいことをされているのに、しっかり感じている。そのせいでもっと濡れて大洪水を起こしてしまうのだ。

　自分のデスクが己の卑猥な蜜で汚れてしまう。なんていけないことなんだと思いつつも、しっかりと彼の肉厚な舌の動きを堪能してしまっている。

　抵抗しようとして肘をつき上半身を起こそうとすると、背後から手が伸びてきて胸の先端がギュッと摘まれてしまい、なんの抵抗もできなかった。

「……はっ……んっ……あぁっ……」

　やっぱり自分の体はおかしい。こんなにも敏感だなんて信じられない。

「欲しくてたまらなさそうだね」

　そう厭らしい声で呟いた彼は舌を硬くさせて、姫壺の中に入れてきた。入口で抜いたり挿したりを繰り返されると、もっと奥のほうまで貫いてほしくなる。

「……あぁ、いやっ……んんっ」

　牧丘はチュウっと敏感な粒を吸い上げると愛花の体を回転させて、仰向けにデスクに寝かせた。

　愛花の秘所を弄っていた彼の唇は濡れて光っていて、そんな彼と視線が絡み合う。

「会社でエッチ、気持ちいいでしょう？　前よりも感じている顔してるよ」

　にっこりと笑って中指を泥濘にゆっくりと沈めてくる。指が愛花の気持ちいいところを見つけて、そこを集中的に刺激してきた。自分でもわからない愛花の体の中を、牧丘は完全に知り尽くしてしまっているようだ。愛花はされるがままで、ねっとりと刺激を与えられ続けている。

「あ……んっ……そこ……」

「なに？」

　薄っすらと瞳を開いて訴えると、彼はからかうような表情を浮かべていた。

　わざと聞いているのだ。いつもはすごく優しいのに、こういうときだけちょっぴりと意地悪になる。そんなところも魅力的に思えてしまう。

「ねぇ、愛花ちゃん、ここが……どうしたの？」

「あぁぁっ」

「答えてくれないなら、やめてもいいんだけど」

　クスクス笑いながら焦れったいほど緩慢な動きで触れられると、気がおかしくなりそうだ。指が二本に増やされバラバラに動かして刺激を与えてくる。愉悦を覚えた蜜道は彼の指を締め上げていく。

「狭いね。キュッキュって俺の指を飲み込む……。可愛い」

　蕩けるような瞳を向けた牧丘は、泥濘を指で可愛がりながら胸の先端を口に含んだ。上からも下からも丁寧に刺激をされ、愛花の背中がしなった。

「あっ……うっ……んんっ」

　快楽の大波が近づいてくる。爪先を丸めて、体を震わせ牧丘の指を締め付け、絶頂を迎える寸前まで高まるも、また指が抜かれてしまった。

「……う……」

　体の中に熱が蓄積されて目眩がしてくる。デスクの上で頬を紅潮させながら涙目で見つめると、彼は嬉しそうに笑顔を浮かべた。

「イかせてほしかったの？」

　どうやら彼は、愛花の困っている様子を見るのが好きらしい。

（こんな中途半端なところで終わってしまうなんて、体が、おかしくなってしまいそう）

　恥を忍んで愛花はねだるように牧丘を見つめる。そうせざるを得ないほど、体が欲しがっているのだ。もちろん、それは牧丘への想いも伴っているからだろう。

　体にしっとりと汗をかいているのに、快楽のせいで鳥肌が立っている。

「愛花ちゃん、どうされたい？」

「い……」

　淫らな言葉を言えば体が楽になれるだろうけど、なかなか言えない。限界が近づいているけど、淫語を口にするのはどうしても抵抗がある。一方で体は欲していて泥濘が戦慄いていた。

（もう、駄目……、我慢できないよ……）

「挿れて……ほしいの……」

「どこに？」

　愛花は、赤くなった顔を両手で覆った。

「……言えない、そんなのっ」

　クククと笑い声が聞こえてきて視線を動かすと、牧丘が楽しそうに笑っている。

「ちゃんと言えないならお仕置きするしかないね」

　愛花の手を引っ張る体を起こされてお姫様抱っこをされた。どこに運ぶかと思えば、室長の広いデスクだった。腰を掛けると何度も角度を変えてキスをされる。手を引いて立たされ目が合うと、牧丘が微笑んだ。

「ここで、しよう」

　体を回転させられて上半身をデスクに預けるように背中を押された。お尻を突き出すような格好になってしまう。

「……ここは、室長の机だから絶対駄目だって」

「愛花ちゃんは、いけないことのほうが興奮するんじゃないかと思って」

　室長の机でこんな淫らなことをしてはいけないのに、蜜が溢れてくる。

　後ろからピリッと包装を破る音が聞こえた。

　避妊具をつけたのだと考えるだけで、姫壺が疼く。弄り尽くされて、愛花の体は肉竿を受け入れるには充分なほど濡れている。

「牧丘君、違うところで……、しようよ」

　腰が動き、太腿を擦り合わせてしまう。駄目なのにもう、頭がおかしくなってしまいそう。

　牧丘の手でスカートがめくられて、手のひらでヒップラインが撫で回される。内側から与えられる刺激ではなく皮膚に染み込んでくるような快楽に甘い吐息が漏れた。

「切なそうだね、愛花ちゃん」

「だって……」

　ヒップラインに熱の塊が押し付けられ、体が震える。柔らかくなった姫壺に男根が当てられ、今にも入りそうなのにもったいぶって入ってこない。後ろから花芽を押し潰され、たまらなくなって自ら腰を押し付けた。笠の部分が埋まっただけで嬌声を上げる。

「あぁぁ……っ、んっ」

「こら、自分から挿れちゃ駄目だろう。お仕置きにならないよ」

　牧丘は親しみを込めたように言うと、固くなった欲棒を肉襞を広げるようにグググッと泥濘に入れ込んでくる。

「あぁぁあああっ」

　待ちに待っていた瞬間が訪れ、愛花は思わず叫ぶように啼いた。すっぽりと愛花の中に埋まった男根は硬くて太い。狭い愛花の中には合わないサイズなのだろうけど、濡れそぼり、たっぷりと溶かされたのでなんとか飲み込んでいた。

　蜜壺に収まった牧丘は激しく動かすわけでもなく、愛花の肌に触れていく。背骨に沿って彼の男らしい手が這う。そのまま細くくびれた腰を撫で、柔らかな丘を手で掴んで揉みしだく。撫でられる刺激を感じて繋がっている部分から蜜が滴り落ちた。

「牧丘……君、んんっ……ふぁぁっ！」

　彼がいいよというまで我慢しようと思っていたのに、限界を越えてしまい、愛花は官能の世界に溺れた。勝手にイってしまったことに気付かれ、腰をグッと掴まれる。

「愛花ちゃん、勝手にイったな？」

「んん……」

「悪い子……」

　牧丘は、まだ熱く滾る剛直をギリギリまで引き抜き、彼自身が埋まりきるまで貫く。

　達してしまったばかりの愛花には甘すぎる拷問だ。

「あっ……んっ、待って……ああっ、んっ……」

　お腹の中が熱すぎる。このまま続けられたら、溶けてしまうかもしれない。

　牧丘の荒い呼吸が聞こえ、自分と同じように彼も気持ちのいいのだと伝わってきた。

「愛花ちゃんが俺のこと忘れられないくらいにいっぱいする」

　独占欲にも近い言葉を聞いた途端、胸の奥がキュンと疼いた。

　牧丘が初めての相手に愛花を選んでくれたのは、やっぱり特別なことだったのかもしれない。先程の牧丘の言葉を聞いていると、ただ慰めるだけじゃなく彼も自分を求めていたのではないかと思えてくる。そう考えると頬が熱くなっていく。勘違いなのだろうか？ 

　少し強引に後ろから貫かれるけれど、鋭い刺激に甲高い声を上げて、感じてしまうばかりだ。

　パンパンと肌がぶつかる音と好きな人のセクシーな吐息。

　蜜路が擦り上げられていくと、快楽が強くなってきて頭が真っ白になってくる。

「あっ……んっ……あっ……あぁぁっ……はっんっ……ああっ」

　ここがオフィスであるということを忘れて、つい大きな声で喘いでしまう。

　快楽に酔いしれていると、彼の動きが止まった。

「愛花ちゃん、気持ちいいのはわかるけど、さすがにここはオフィスだよ。シー」

「……ごめんなさい……わ、私……頭がおかしくなっちゃう」

　姫壺から熱の塊が抜かれると、愛花の太腿が震える。

（こんな中途半端なところで、お願いだから……やめないで……）

　体が疼いてしまって耐えられない。起き上がって振り返れば牧丘が抱きしめてきた。

「デスクの上で大きく足を開いてごらん」

　妖艶な笑みを向けられた。

「喘ぎ声が漏れてしまわないように、キスしながら挿れてあげるよ」

　もっといっぱい貫かれたい感情が抑え切れず、恥ずかしいけれど、素直に言うことを聞いて足を思いっきり開いた。

　恥を忍んで足を開いたのに、少し離れた場所から美術品を眺めるように熱視線を向けられる。彼はスーツの上を着たままで、下半身だけ露出していて、それがまたギャップがあり、オフィスでされているのだと自覚させられる。

「綺麗だね……愛花ちゃん。まるで淫らな天使だよ」

「天使って、それは牧丘君ぐらい美しい人に言う言葉だよ……」

　天使だなんて歯の浮くようなことを言われたが、好きな人からの言葉には素直に嬉しくなってしまう。

「俺が入れやすいように自分で開いて見せてみてよ」

　意地悪なことを言われているが、もう耐えられなくて、なんでも言うことを聞きたくなる。

　太腿の裏側から手を入れて自分の指で大きく開くととろっと蜜が溢れてきた。

　牧丘は満足そうに笑うとゆっくりと近づいてきて肉の塊を埋め込んでくる。笠の部分が引っかかって擦れてたまらない快楽に襲われてしまう。

「あっんんんっ」

　喘ぎそうになる愛花の唇を彼の唇で塞いでくれた。

「んっ……んっ……」

　欲竿が濡れて淫靡に色付いた肉襞を擦り、体重をかけるように穿たれると、蕩けきった愛花の肢体が戦慄く。よく締まって温かい愛花の中を牧丘の陰茎が味わい、彼は歓喜に満ちたように瞳を閉じた。

「……牧丘、く、ん……はっ……」

　愛花は牧丘に手を伸ばしてしがみついた。もっと触れたくなったのだ。スーツがぐちゃぐちゃになってしまうかもしれないけれど彼のどこかに触れていたくて、ジャケットの袖口をぎゅっと掴む。

「はぁ……すごい、んっ……大きくて……中、牧丘君でいっぱい……なのっ……」

「ああ……一つだね、俺ら」

　笑みを浮かべながら揺れる胸を牧丘が触ってくる。

　ものすごく熱くて固くなっている牧丘の男根を自分の中で感じる。

　彼も自分と同じように気持ちよくなってくれているのだ。声が溢れそうになるとキスで唇が塞がれる。

「んっ……んっ……」

　舌を絡め合いながら愛花は溺れていく。

「イっちゃう……よ、もう……イっちゃう」

　耐え切れなくなって切ない瞳を向けると、牧丘は背中に手を回して激しく突いてきた。

「いいよ、イって、いっぱい、イって」

「あっ……んっ……あぁぁっ」

　愛花はだんだんと押し寄せてくる快楽で体中の骨がきしむほど力が入り、絶頂の波に飲み込まれた。

「んっ……、あぁぁっ」

「愛花ちゃん、本当に綺麗だ……たまらない……あ、俺もっ……」

　牧丘の熱の塊も愛花の中で痙攣を起こした。その刺激ですら気持ちがいい。

　体を強張らせた愛花を思いっきり抱きしめてくれる。汗でしっとりとした首筋にくっついて、愛花は呼吸を整える。

「会社でこんなに激しくしてしまってごめん……。我慢できなかった」

　謝らないでほしい。自分だって我慢できなくてオフィスでいけないことをしてしまったのだから。愛花は首を左右に振る。

「謝らないで……」

　理由をつけて付き合わない選択をしていたが、セックスをしている最中、愛花は牧丘から間違いなく愛を感じていた。

（でも、素直になってもいいのかな。好きな人のことを素直に愛して突っ走ってしまっても）

　こんなにも好きになっているのに、体の関係から始まったがことが悔しい。

　余韻に浸っていると、愛花の中に留まっている男根がムクムクと硬くなってくる。

「え？」

　まさかと思って牧丘を見つめると、彼の瞳が怪しく光っていた。口元に笑みを浮かべている。

「もう一回、いいかな？」

「嘘でしょう？」

　口ではそう言いつつも彼がこんなに求めてくれるなら応えたいと思ってしまうのは、やっぱり愛花が牧丘のことが好きだからだ。

　愛花は彼の気持ちに応えるように微笑んで、唇にキスをする。その行動に牧丘は驚きながらも、嬉しそうな表情を浮かべてキスを返してきた。

「特別に、もう一回だけだよ」

　その言葉を聞くと彼は耳を真っ赤に染めて頷いた。愛花から離れてズボンのポケットから避妊具を取り出す。

「……何個、持ってるの？」

「今日は、五個。足りるかな」

「……も、もう一回だけだからね！」

「わかったよ」

　近づいてきた牧丘は愛花の後頭部に手を添えて、甘いキスを落とす。すぐに愛花の頬は桃色に染まった。

　結局二人がオフィスを後にしたのは、終電がなくなってしまった後だった。









４　一歩進んで二歩下がる








　牧丘とオフィスでいけない夜を過ごしてから十日が過ぎていた。

　今日は、成績優秀者の授賞式が会社から徒歩で行けるホテルで開催される。

　今年も前年と同様に牧丘が受賞し、愛花は受賞対象者ではないが授賞式に代表で参加させてもらえることになった。会場まで牧丘と室長と愛花の三人で向かう。

「牧丘のセンスは上司としても勉強になることが多いよ」

「恐縮です」

　室長に褒められた牧丘は、傲ることなくクールな表情のまま頭を下げている。

「鈴森さんも牧丘から吸収できることは全部吸収しておくといい」

「はい！　頑張ります」

　明るく返事をした愛花は室長から牧丘に視線を移す。

　自分が恋した相手の受賞は喜ばしいことだ。

　愛花も、もっと努力して仕事で結果を出していこうと決意したのだった。

　

　ホテルに到着して案内されたホールは、五百名ほど収容できる広い会場で、綺麗に椅子が並べられ、全国から集まった社員がステージに向かって腰をかけている。

　室長は役職席に座り、牧丘は受賞者席に腰を下ろした。

　大企業なので、ある程度の規模は想像していたが、会場の広さも参加者の人数も、予想をはるかに超えていて、愛花は圧倒される。

　全国の優秀社員の中でも、さらに会社にとって業績を上げた社員は壇上に誘導されている。その中に、牧丘の姿もあり、愛花はさすがだなと羨望の眼差しを向けた。

　授賞式が始まり会場内の空気が厳粛なものに変わっていく。

　我が社の社長が登場して挨拶をし始めた。貫禄のある白髪交じりの中年男性である社長は、社員に感謝の言葉を並べる。

　受賞者の席に座っているのは全国から集まった優秀な社員ばかりなので、自信に満ち溢れている人が多いように見えた。若手社員からベテラン社員までいるが、その中でも牧丘がずば抜けて素敵に見えるのは、愛花が恋をしているせいなのだろうか。遠くから見てもスタイルがよくて、目が離せない。

　優秀な社員が壇上に誘導される中、牧丘の名前が呼ばれる。

「え！　あいつ牧丘かよ」

「まじで？　イメチェンし過ぎだろ。あいつ、毎年表彰されているよなぁ。仕事もできて容姿もいいなんて不公平だよ。すげぇなぁ」

　牧丘がステージに上がると後ろからヒソヒソと噂話が聞こえてきた。

「どうしたんだろう。急に素敵になったよね」

「うん！　話しかけたいけど、なかなか話せるチャンスがないからなぁ」

　女子社員の彼を狙うような会話を聞いて、愛花はまた人気者だった元カレと重ねてしまった。

　授賞式常連の牧丘の存在は知っている人が多いが、イケメンに変身したせいで違う意味でも注目を浴びてしまっている。

　社長から直接目録を受け取り、スマートにお辞儀する姿ですら様になっていて、愛花は目がそらせなかった。

　直人との経験のせいで、愛花は恋愛においてずっと自信を持てずにいた。だからこそ、牧丘との関係も踏み出せずにいた。しかし、最近の愛花は変わりつつある。

　牧丘が一人の女性として愛花を想ってくれているのが伝わってくることで、過去の殻を破り、恋人になりたいと思うようになってきた。

　オフィスで体を重ねてしまってから二人はプライベートの連絡先を交換して、仕事が終わってからもメッセージのやり取りをしている。

　先週の土曜日は牧丘とランチに出かけて、セックスなしの時間を過ごした。

　少しずつ不安な心が溶かされている気がする。勇気を出して幸せになりたい。

　いつか仕事で認められるような成果を出して、彼の隣に並んでも引けを取らないような自分になるのだ。そう目標を示すと身が引き締まるような思いだった。

　いい恋愛はこうして、感情をプラスに変える活力を与えてくれるのだろう。

　授賞式に参加することでかなり刺激を受け、また頑張ろうと気合いが入った。

　

　授賞式が終わるとそのままその会場で立食パーティーが始まる。

　広い会場内にバイキング形式で食事が並べられ、先ほどまでの引き締まった空気とは一変し、リラックスした雰囲気になっていた。

　普段話すことがない社員たちは名刺交換をして、コミュニケーションを図っているようだ。

　室長は同期の方との久々の再会に話の花を咲かせているようである。

　会社に入社してまだそんなに他部署の人間と関わりのない愛花を心配してか、牧丘はすぐに近くまでやってきてくれた。

「牧丘君、受賞おめでとう」

「ありがとう。この目録で美味いものでも食べに行こうか？」

　愛花にしか聞こえないような小さな声で話しかけられる。誘ってくれるのは嬉しいけれど牧丘が努力して受賞したものなので、愛花と使うのはもったいないと思ってしまう。

「それは牧丘君が手にしたものなんだから、大事に使って」

「つれないな。俺は愛花ちゃんと一緒にいたいから誘ってるのにな」

　残念そうな、そしてからかうような瞳を向けられた愛花は顔が真っ赤になってしまう。あまりドキドキさせないでほしい。

（本気で言っているの？　それともからかっているの？）

　黙り込んだ愛花を気遣ってか、牧丘は料理に視線を移した。

「愛花ちゃん、ご飯美味しそうだよ、食べよう」

「うん」

　様々な種類の料理があり、選ぶのに困ってしまう。サーモンやキッシュなどをお皿に乗せて食べてみると、ホテルで作られた料理は普段と比べて格段に美味しかった。

「んー！　美味しい」

　愛花が満面の笑顔を浮かべて牧丘を見ると、彼も釣られて笑顔になった。

　会場にはたくさん人がいて、どこに誰がいるのかわからない状態だが、一カ所だけ風船が浮いているところがあった。

「あの風船ってなに？」

　不思議に思って牧丘に質問してみる。

「あそこの下に社長がいるんだ」

　牧丘は口に入れていたクラッカーを慌てて飲み込み答えてくれた。

「本社の社長には、なかなか会える機会がないからな。挨拶をしたい社員がいっぱいいるんだ。そこで、どこにいるか一目瞭然でわかるように、付き人が風船を持って場所を教えているのさ。あそこの近くに行くと、名刺交換したい社員で行列ができているはずだよ。愛花ちゃんも話したい？」

　愛花は焦って首を左右に振った。

「恐れ多くて話すことなんてできないよ」

　困っている愛花を見て牧丘は楽しそうに笑っている。

「愛花ちゃんならすぐに受賞するくらい仕事ができるようになると思うよ。俺も追い越されないように気をつけなきゃな」

「牧丘君に追いつくなんて何年後の話かな？　一生、追いつけないかもしれないけれど、会社に貢献できるように頑張る」

「愛花ちゃんは、頑張ってるよ。いっぱい褒めてあげたいくらい」

　熱っぽい視線を向けられ、愛花は真っ赤になった。

　牧丘のこういう優しいところが、男性としても好きだけど、同僚としても心から尊敬している。これから先、仕事をしていると様々な困難にぶつかっていくと思うけれど、彼の隣で仕事をしていたい。そして、もう少し自分に勇気を持つことができたら、牧丘の恋人になりたい。

　直人と別れてからずっと仕事のことばかり考えていたのに、恋愛感情を持てるようになったことは一歩前進だ。

「あ、営業部の彼。ちょっと挨拶していい？」

　積極的に動いて交流のない社員と会話をしたり、情報交換をしたりする姿を見習おうと思った。広報の仕事をする上で情報収集は大事なことである。

　愛花も一緒について名刺交換をさせてもらう。

　牧丘は仕事で関わったことがある人に、愛花を将来有望な社員だと紹介してくれた。そんなふうに宣伝されてしまうとプレッシャーがかかるけれど、自分のことを思って気を使ってくれるところにも胸が打たれた。

　

　しばらくすると、周囲がザワザワし始めたので、何事かと振り返る。

　場の空気が一気に華やかになっていく。その原因を作っている、美しすぎる女性が愛花の目に飛び込んできた。

　桜色のワンピースを着た、ボブヘアーで大きな瞳の美女が近づいてくる。手足が長くて日本人離れした体型に対して、やまとなでしこのような和風美人の顔が異彩を放つ。どこかで見たことがあると思えば、有名モデルの英え美み里りだ。

　社長の自慢の娘で、自社製品のイメージモデルも務めているので、社員にとっては見慣れている顔である。

　廊下にポスターが貼られているし、ホームページにも製品と一緒に掲載されている。毎日顔を見ているものの、愛花は会える機会がなく、別世界に生きるテレビの中の人のようなイメージがあった。

　まさか会えると思っていなかったので、愛花は気持ちが浮き立ってしまう。

　そんな雲の上の存在のような彼女が、明らかに好意を瞳に浮かべながら、牧丘に向かって歩いてくる。

（牧丘君のことを……狙ってるの？）

　不安になり愛花の指先が冷たくなっていく。

　側にいた女子社員が「社長の娘さん、やっぱり美しすぎる」とヒソヒソ話している。本当に美しい。宝石や花、それと同等なほど綺麗な人だ。芸能人というのはこんなにもオーラを放つものなのかと感心してしまう。

「牧丘さん、こんにちは」

「英美里さん、お久しぶりです」

　英美里は、綺麗に口紅が塗られた唇に笑みを浮かべた。

「受賞おめでとうございます」

「ありがとうございます」

　親しげに話す英美里と恐縮しながら頭を下げている牧丘。二人はどんな関係なのだろうと思いながら、何を話すのかどうしても気になってしまう。

「眼鏡やめたんですね。髪の毛も綺麗に切られていてとても似合っています。私がアドバイスした通りにしたらやっぱりハンサムでしたね」

　牧丘は笑みを浮かべて頭を軽く下げている。

　愛花以外にも牧丘が隠れイケメンだと気づいていた人がいたなんてと驚いた。

「英美里、ここにいたのか」

　ただでさえ、英美里の登場でざわめいていたところに、社長まで移動してきて空気が引き締まった。社長は英美里を探していたようで、娘の姿を見つけて顔を緩める。

「ええ、パパ。これから牧丘さんをデートに誘おうと思っていたのよ」

　愛花はその言葉に頭を金槌で叩かれたくらい衝撃を受けた。

「アハハハ、英美里は牧丘君のことが相当お気に入りなんだな。どうだね、一度、うちの娘とデートしてあげてくれないか？」

「いえ、恐れ多いです」

　牧丘は社長に話しかけられてかなり恐縮している。

「もう！　何度誘っても一度もデートをしてくれたことがないのよ」

　英美里は口を尖らせてムッとしたような表情をしているが、それすらも可愛らしい。社長はそんな娘にメロメロなのか「そうか」と頷きながら笑っていた。

「ところで牧丘君、君は独立をするという噂が広がっているがそれは本当なのかね？」

　社員数が多く、全員の名前を覚えるのが不可能な会社で、社長は牧丘の名前をハッキリと覚えている。それだけ目をかけてもらっている存在なのだろう。

（牧丘君って、やっぱりすごい）

　社長の質問に愛花も牧丘がどう答えるのか気になり、視線を向ける。牧丘はまさかそんなことありえないとでもいうような表情を浮かべて、礼儀正しい笑みを浮かべた。

「この会社が好きなので、なるべく長く働かせていただきたいと思っております」

　きっぱりと否定をした牧丘の言葉に社長は安心したかのように頷き、肩をポンッと叩いてその場から離れていく。

　英美里はにっこりと笑って牧丘の耳元に近づいて何かを囁いてその場から去った。

　まるで嵐がいなくなったみたい。

　牧丘は何事もなかったかのように食事の続きをしだした。

　英美里のような素敵な人からも見初められていたなんて。自分なんかが絶対に勝てるような相手ではない。

　この前まで地味な容姿をしていたけれど、牧丘の魅力はわかる人にはわかるのだ。

　どこでどんなシチュエーションで牧丘と英美里が出会ったのかは不明だが、英美里が牧丘に好意を寄せているのがあからさまに分かった。

　きっと牧丘の内面的な部分も知っていて、あのように堂々とアプローチしているのだ。

　イケメンなうえに優秀な社員である牧丘には、英美里みたいな自信に満ちている美人な女性が似合う。

　愛花と英美里では、生まれ持った容姿もあまりにも違いすぎて比べる価値すらない。

　恋愛に臆病で自信のない自分が誰かと付き合ったら、愛されているか不安になって卑屈になってしまう気がする。そんな人は、誰だって嫌がるだろう。

　二人があまりにも似合いすぎていて言い表せない嫉妬心が芽生えていた。こんな気持ちになるから恋なんてしたくなかったのに、好きになってしまった。一体、どうすればいいのだろう。

　

　立食パーティーが終わり、牧丘と愛花は一緒にホテルを出ていく。

　室長は同期の人と飲みに行くと言って先にいなくなってしまった。

　牧丘も何人かに誘われていたが、断りを入れて愛花とゆっくりと歩いて帰宅している。

「飲み会に参加しなくても、大丈夫なの？」

「ああ。あまり人が多いところが得意じゃないし。愛花ちゃんと一緒に帰りたかったから」

　またそうやって心を揺さぶるような言葉をさらりと言う。

　彼が自然と人を翻弄するのが上手なのは、もともと持っている才能なのかもしれない。

　だから英美里も……。

　彼女の周りにはきっと、芸能人などたくさんいて、素敵な男性がいるはずなのに、どうして牧丘を狙っているのだろう。

　どう考えても、一般人の自分が勝てるはずがない。

　もやもやとしているが直接牧丘に聞くことができない愛花は、だんだんと元気を失っていた。

「英美里さんと出会ったのは四年前なんだけど……」

　愛花がまだ聞いていないのに、牧丘は気になっていたことを話し始める。

　自分の感情が漏れていたかと思って、一瞬焦ってしまった。

「親しげに話していたから、ビックリしちゃった。英美里さん、本当に美人だった」

　気にしていないふうを装って愛花は牧丘に笑顔を向けた。

「たまたま道端でヒールが折れて困っている女性がいたんだ。どこに行くのか聞いたら俺が勤めている会社の住所を言うから、どこかのお客さんなんだろうと思って手を貸した。当時彼女は十七歳。モデルをする前で社長のお嬢さんだと知らなかった」

　歩きながら話す牧丘に愛花は黙って耳を傾ける。

　英美里は大学入学後にスカウトされてモデルの道を歩んでいると、たしか何かに書いてあった。

「大人っぽい方だよね」

「ああ、私服だったから高校生には見えなかったよ」

「それでどうなったの？」

　愛花は続きが気になってやんわりと質問する。

「歩けないと言うから、おんぶをして会社のエントランスホールまで運んだんだ。そしたらすごく喜んでくれて。どこの部署か聞かれてさ……」

「牧丘君って、困ってる人がいたら助けちゃうんだろうね。根が優しい人だから」

　愛花も直人にばったり会ってしまってとき、助けだしてもらった。そして、それが引き金となり、一夜を共にしてしまったのだ。

「数日後、社長と一緒に彼女が会いに来たんだ。ものすごく驚いた。そのときはお菓子をたくさんプレゼントされて終わりだったんだけど、それからも月に数回、部署に遊びに来るようになってしまって。モデルの仕事を始めてからは忙しくなったのか、最近はさすがに来なくなったけどね。授賞式があるたびに彼女も一緒についてきて、一度でいいからデートしてほしいと言われるんだ。どこまで本気で言っているかわからないけど」

　あまり乗り気でないように見えて少し安心したけれど、なんだかスッキリしない。

「そうだったんだ……」

　あんな美人からアプローチされても、牧丘は一度もなびかなかったのだろうか。

「トップモデルとして活躍する英美里さんのような女性に好かれるなんて、すごいことだと思うなぁ。あんなに大勢の前でデートに誘ってくるなんてきっと本気なんだよ」

　愛花は、内心ではかなり打撃を受けていたけれど、何気ないように言った。すると牧丘が立ち止まり厳しい視線を向けてくる。

「な、なに？」

「愛花ちゃん、止めてくれないの？　俺が他の人とデートしても嫌じゃないわけ？」

　牧丘が自分以外の女性とデートしているところを想像なんて、したくない。

　口を開けば彼への恋心が溢れてしまいそうで言葉が詰まってしまい、返事をしないでそのまま歩き出した。

「なんだよ、また無視？」

　無言になった愛花に牧丘は面白くなさそうな瞳を向けていた。





◆






　授賞式から二日後、愛花は奈津子と会社の近くの喫茶店でランチをしていた。

　他愛のない会話をしながら話は自然と授賞式のことになり、牧丘が英美里から迫られていたことをそれとなく告げた。

　あんなに綺麗で、身分もいいお嬢様で、自分は勝てる相手じゃないとわかっていても、どうしても牧丘のことが気になってしまう。

　奈津子は長く勤めているので、英美里との関係を知っているかもしれないと思って口にした。

「あぁ、よーく、知っているわよ。英美里さんね！」

　奈津子は、英美里が部署にわざわざ足を運んでいたときの話を聞かせてくれた。それはもう熱烈なアプローチだったらしい。

「モデルの仕事を始めてからは来なくなったけどね。忙しいだろうし、パパラッチの目もあるだろうから」

　牧丘も同じことを言っていた。

　そんなにアプローチされているのに、牧丘は本当に興味がないのだろうか。

　奈津子は話の続きをする。

「そこら辺の社員だったら社長も反対するだろうけど、牧丘君って鍛えれば役員になれるくらい仕事でも結果を出している男でしょ？　社長はお子さんが女の子しかいないみたいなの。だから将来は婿養子をもらいたいみたいな考えらしく、愛娘がその気なら将来を考えて結婚させてもいいという噂まであるのよ」

「そうだったんですか」

　愛花は声を低めに相槌を打った。小さな光が見えた気がしたけれど、今の話を聞いて打ち砕かれる。

「愛花ちゃん、まだその噂話、聞いたことがなかったのね」

「ええ。授賞式のときに、プロのモデルさんが急に話しかけてきたので驚きました」

　思い出すだけでも、うっとりとするくらい美人だった。好きな人が目の前で口説かれているシーンがフラッシュバックし、切なさが胸に広がっていき笑顔を作るのすらしんどい。

「なんだか、逆シンデレラストーリーみたいですね。本当にすごい……」

「ええ。もしかしたら彼が将来の社長なんてこともあるかもしれないわよ」

「……牧丘君が、社長」

　自分とお付き合いするよりも、社長のお嬢さんと結婚前提にお付き合いしたほうが彼の将来にとってもいい影響を与えるのは、目に見えている。

　やっぱり会社の人を好きになんて、ならなければよかった。同じ職場でなければ、こんなにも苦しむことはなかったと思う。

　でも、せっかく自分のやりたい仕事につくことができたのだから絶対にやめたくない。

　牧丘を諦めるのは、身が千切れそうなほど苦しい。できることなら、恋人になりたい。

　ただ、どう考えても彼と距離を置くことが最善策だと感じてしまう。

　愛花はアイスティーを一口飲んで気持ちを落ち着かせる。

「でも私は、愛花ちゃんと牧丘君のほうがお似合いだと思うけど」

「え？」

　予想外のこと言われた愛花は呼吸が止まるかと思った。

「お互いになんというか……求め合っているというか。牧丘君は愛花ちゃんに仕事を教える立場だったけど、今では片腕としてとても頼りにしているのが分かるの。それに愛花ちゃんが来てからとても変わったのよ。それって愛花ちゃんによく見られたいと思っているからじゃないの？」

「それは気のせいですよ」

　職場の仲間に変な目で見られては困るので、そこはきっぱりと否定をしておいた。

「そんなに否定することないじゃない」

　奈津子がクスクス笑っている。

「あら、独身の男女なんだから何もやましいことなんてないじゃない。私は一応結婚していて子供もいる先輩として、いつでも相談に乗ってあげられるからね」

　すべて見透かされているような気がして、愛花はいたたまれないような気持ちになっていた。

「さ、ランチタイム終わり。戻りましょう」

　愛花と奈津子は職場へ戻るため席を立つ。

（お似合いだなんて……なんか、ちょっと嬉しいかも）

　緩む頬に気付かれないようにと考えながら、職場への道を歩いた。

　

「ただ今戻りました」

　部署に戻ってくると室長が「おかえり」と言って笑みを浮かべている。

　自分の席についた愛花は、さり気なく隣に座っている牧丘に視線を動かした。

　過去の苦い恋愛経験のせいで、前向きになれなかった。そんななか、転職して牧丘に出会い、封印していた恋心が解放されていき、好きだと思えるようになったのだ。

　身も心も彼色に染められて、一緒に過ごす時間が特別で。

　過去を振り払って好きな人と付き合うのはハードルが高くて、怖くて。

　それでも悩んで彼と一緒にもっといたくて、歩み寄ろうと思い始めていたのだが、英美里の登場で愛花は怖気づいてしまった。何の取り柄もない自分と付き合うよりも、すべてを兼ね備えている英美里と一緒になったほうが、彼にとって幸せなことだと思う。

　愛しているからこそ、彼の成功を応援したい。

　やっぱり恋は苦しい。愛せば愛すほど、独占欲が強くなって離れたくないと思ってしまう。

（恋愛は私にとっては悪いふうにしか作用しないんだ……）

　こんなに苦しい思いをするなら、もう人を愛したくない。

　恋愛は封印。鍵をかけてどこかに流してしまおう。

　これからは仕事を頑張って、充実した日々を送りながら、気持ちが薄れていくのを待つしかなかった。






５　独占欲を込められた言葉








　仕事に生きると決めてから三週間。今日も愛花はパソコンに向かって仕事をしていた。

　今夜は暑気払いがあるということで、部署内の社員からは早く仕事を終わらせようという雰囲気が漂っている。

　恋心を封印して以来、愛花は牧丘への気持ちを押し殺しながら働いている。

　職場以外では不要な会話はしていないし、プライベートでは一切会っていなかった。

　何度か食事に誘われたけれど、適当な理由を考えて避けてきた。

　そんなことを繰り返しているうちにだんだんと気まずくなっていき、ギクシャクした空気が漂っているが、これでいいのだと自分を納得させる。そんな愛花の態度に牧丘は不満そうだった。

（これでいいの。ここを乗り越えれば、前の関係に戻れる……はず）

　いつか尊敬する同僚の一人として、接することができる日が来ると信じていた。

　

　仕事が終わり、ぞろぞろと全員で会社の近くの居酒屋へと向かう。外の空気は熱気を含んでおり、とても不快だった。

　今日は飲み会ということでキャミソールワンピにカーディガンを羽織った。

　愛花は前の職場にいたとき、飲み会があまり好きではなかったけれど、今の職場はとても雰囲気がいいので、今日の暑気払いはとても楽しみにしていた。

　幹事が選んでくれた居酒屋はテーブルと椅子が並んでいる、海産物が美味しいと評判のところらしい。ここら辺のお店はあまり知らないので、気持ちが上がる。

「お腹、空きましたね」

　愛花が奈津子に話しかけると彼女はにっこりと頷いて同意してくれる。

　今日は、お子さんは旦那さんが面倒を見てくれているらしい。

　旦那さんと奥さんが協力しあって、子育てと仕事を両立しているなんて素敵だ。

　

　居酒屋に到着して席につく。

　愛花の隣には奈津子がついた。目の前には、同僚のレイミが座る。レイミは少し天然だが、明るい性格の二十四歳の女性社員だ。

　斜め向かいには牧丘が席についたので、絡みすぎないようにと気を引き締める。

　彼のことを意識しないようにしようとずっと心がけていて、最近は少しずつ板についてきたような気がしていた。

　恋心が完全に消えたわけではない。ふとしたときに牧丘の笑顔や仕草を思い出して胸が締め付けられる。自覚した恋心を消すのは難しいと知った。

　全員の目の前にビールが運ばれてきて、室長の音頭で乾杯をした。

　サラダや刺身が運ばれてくるので、愛花は率先して取り分けて配る。牧丘だけ外すわけにはいかないので、彼にも手渡した。

「はい、どうぞ」

　久しぶりにしっかりと視線が絡み合い、愛花の心臓がドクンと跳ねる。

「ありがとう」

　どうして彼の瞳は魅力的なのだろう。牧丘の瞳に見つめられると、自分を見失い溺れそうになる。好きな人と一緒に働きながら忘れるなんて至難の技かもしれない。

「レイミちゃん、今日は飲み過ぎるんじゃないわよ」

　奈津子がレイミに念を押すように言い、レイミは手をピンと上げて調子のいい返事をした。

「はーい。今日は飲み過ぎないように気をつけるつもりで来ました」

　レイミがにっこり笑うので場の空気が和む。

「彼女飲みすぎると一人で家まで帰れなくなっちゃうのよ」

　隣に座っている奈津子が小声で教えてくれながら、苦笑いを浮かべる。

　明るい空気で始まった飲み会は、料理はどれも美味しく、楽しい時間を過ごせていた。

　愛花は楽しくて少し飲み過ぎたと思い、体を冷やすためにお手洗いに立ち上がった。

　化粧室で口紅を塗り直すため鏡を見ると、頬が赤くなっている。

　明日も仕事だし、あまり飲み過ぎないようにしなければいけない。

（席に戻ったらもうお酒はやめてウーロン茶にしよう）

　軽く化粧直しをして外に出ると、山田が立っていた。

「大丈夫ですか？」

「え？」

「顔が真っ赤になっていたから、酔っぱらっちゃったのかなと思って追いかけてきました」

「心配してくれてありがとうございます。でも、ちょっと体を涼めたら、楽になりました」

　心配してくれたことにお礼の意味を込めて頭を下げてから、愛花は山田に視線を送る。

　彼は何かを言いたそうにしていて、動かない。なんだろうと首を傾げる愛花に「あの」と言って山田が少しずつ近づいてくる。

「今度、二人きりで飲みに行きませんか？」

「え？」

　まさかこのタイミングで誘われると思わず、驚いて何も言えなかった。ふざけているのかと思って愛花は笑みを浮かべる。

「山田さん、冗談はよしてください。これでも一応年上ですよ」

「いや、マジでタイプなんですよね。うちの部署に来たときから可愛いなと思ってて、チャンスがあれば声をかけようと思ってたんですけど、話しかける機会がなかったんです」

　口調は軽いけれど、ふざけていないのは伝わってくる。

　愛花は困惑しながらどう答えればいいのか考えあぐねて黙り込む。

　結ばれることがなくても、愛花は牧丘のことを想っているのだ。心に住み着いている男性がいるのに他の人とデートなんてできない。

　ここは、ハッキリと断ったほうがいいと判断し、愛花が口を開いたとき――。

「二人で何やってんの？」

　声が聞こえて振り返るとそこには牧丘が立っていた。職場では見せない冷ややかな視線を山田に向けている。

　愛花はこの状況から逃げられると思って安堵した。

　山田は邪魔が入ったというように一瞬顔をしかめてから、ビジネススマイルを浮かべた。

「ちょっと話をしていただけですよ」

「そう。それならいいんだけど。愛花ちゃん、なかなか帰ってこないから心配して様子を見に来たんだ」

　まさか山田の前で「愛花ちゃん」と下の名前で呼ぶので焦ってしまった。

　愛花の隣に立っている山田が目を白黒させている。そんな彼の目の前まで歩いていき、牧丘は笑顔を浮かべながらも威圧するような表情を向けている。

「え……お二人って、ええっ？」

　彼が変なことを言わないかと愛花は焦りだす。意味深に微笑んだ牧丘は、口を開いた。

「先日わかったことなんだけど、実は幼稚園時代の同級生だったんだ」

「なーんだ、そうだったんですね。下の名前で呼ぶから、二人は特別な関係なのかと思いました」

　山田が動揺しながら言葉を告げて、苦笑いを浮かべている。

　すると牧丘が急に真剣な瞳を彼に向ける。何か言い出さないか焦燥に駆られた。愛花は、ごまかそうと口を開く。

「そんなわけないじゃないですか。たまたま幼なじみで本当にビックリしちゃったんですから」

　山田は愛花の言葉を聞いてどこか安心したように息を吐いた。

「そうでしたか。ヒヤヒヤしました！　鈴森さん、さっきのこと真剣に考えて今度お返事ください。じゃあ、先に戻ってます」

　山田が一足先に帰り、牧丘と二人きりになった。彼は何か言いたげにして愛花を睨みつける。

「……若い男がよくなったの？」

　そんなことを言われて思わず、愛花はムッとして顔をしかめた。

「変なこと、言わないで！」

　振り切るようにして牧丘の横を通り過ぎた。

　その後、部屋に戻ると牧丘も少し遅れて帰ってきた。そして二人が幼稚園時代の幼なじみだったということで、話題が持ちきりになってしまった。

「なんで今まで黙っていたんだよ」

　牧丘は室長に肩をバシバシ叩かれていて、頭を軽く下げながら笑っている。

　その隣にいるレイミは、楽しくなってしまったのか、アルコールをどんどん飲んでいた。

　

　約三時間の暑気払いが終わり、皆で店の外に出た。

　愛花はレイミが心配になって視線を送ると、彼女は酔っ払ってしまって立っていることすらままならない。

「ほーら、言ったじゃない」

　奈津子が呆れたように言って背中を支えている。周りにいる社員も気にかけて、レイミの背中を擦っていた。誰一人焦った感じはなく慣れているようだ。

「帰れる？」

「むーりー」

　奈津子がレイミに問いかけると、間延びした返事をした。そして一斉に牧丘に視線が向けられた。

「帰りの方向が同じだし、お願いしてもいい？」

　奈津子にお願いされ、牧丘は頷く。

「……あぁ、はい」

　これは定番のことらしく牧丘は断る素振りをまったく見せない。

　男性が女性を送っていくのは、危ないのではないかと思うのは愛花だけだろうか？

（それに、酔っ払っていつも牧丘君に送ってもらっていたなんて、妬いちゃう）

　ついそんな気持ちになり振り払うように首を左右に振った。

　感情が表情に出ていたのか、奈津子が耳打ちして教えてくれる。

「レイミちゃん実家暮らしだから大丈夫よ。っていうか、愛花ちゃんも同じ方向じゃない？じゃあ三人で、タクシーで帰りなさいよ」

「えっ」

　牧丘と同じ車に乗るなんて予想外の展開だった。緊張で困ってしまうが、帰る方向が一緒なのに酔っ払っているレイミを牧丘だけに任せてしまうのは、申し訳ない気がした。

「わかりました」

　愛花と牧丘でレイミの体を支えてタクシーに乗り込んだ。自宅の住所を言えないほど意識が朦朧としているレイミに代わって、牧丘が住所を運転手に伝える。

（もう覚えてしまうほど何度も送っているなんて、なんか嫌だな）

　車が走り出し窓から手を振って他の社員とはお別れをした。

　気持ちよさそうに眠っているレイミを横目に、愛花は緊張しながら真っ直ぐ前を向いていた。

　

　レイミの実家に到着したので、三人は車から降りた。

　牧丘と一緒にレイミを支えながらチャイムを押すと、母親が出てきた。

「あら、レイミ！　本当にいつも申し訳ありません」

　レイミの母は頭を深く頭を下げて娘を受け取り、見送ってくれた。

　

　愛花はここから比較的近いところに住んでいるので、最寄りの駅を探して帰ろうと思った。家が近いという牧丘と必然的に並んで歩くことになってしまい、二人でレイミの家から離れていく。

「私たち、同じ方向だったんだね」

「ああ。俺はここから歩いて帰れるぐらい近いんだ」

「そうなんだ」

「もう遅いから送っていこうか？」

　やっぱり彼は根が優しい人だ。こちらが深い意味を考えるような下心を持たずに言ってくれたのだと思う。でも、愛花のほうが意識し過ぎてしまい正気でいられない。そうやって親切にされたら、好きな気持ちが諦められなくなる。

「大丈夫、帰れるから。じゃあ」

　その場から立ち去ろうとすると牧丘に腕を掴まれ、ドキッとした。おそるおそる牧丘に視線を動かす。

「……今日はやっと二人きりになれたから、本当のことを言おうと思う」

　近くで聞こえる真剣な声に愛花は何も言い返すことができず押し黙った。

　彼の瞳を黙って見つめ、何を言われるのかと思い緊張しながら呼吸を整える。避けていることに文句を言われるかもしれない。

「俺さ、小さい頃、色素が薄くて、瞳も髪の毛の色も外国人のように茶色かった」

　たしかに幼い頃の牧丘は儚い印象の美少年だった。だから、彼が変わる前は、気が付かなかったのだ。

「外国で暮らしていたこともあって、初めの頃はなかなか馴染めなかったんだけど、愛花ちゃんが一緒に遊ぼうって誘ってくれたんだ。覚えてる？」

　そう言われたら、なんとなく覚えている気がする。いつも隅っこにいて大人しくしていた牧丘と一緒に遊びたくて声をかけたのだ。

「うん。牧丘君と遊んでいてとても楽しかったよ」

　当時の記憶を反芻し、愛花が満面の笑みを浮かべると、牧丘は少しだけ目を開いて一瞬固まった。

「俺の初恋は愛花ちゃんなんだ」

　静かで穏やかな声音が耳に届いた。まさか、自分が初恋の相手だったなんて言われると思わず、息が止まりそうなほどビックリしてしまう。

「愛花ちゃんが引っ越しでいなくなってしまったときはとても悲しかった。ずっと忘れられない女の子だったよ」

　熱っぽい視線を向けながらも、どこか淋しそうな表情を浮かべて愛花を見つめる。

「連絡先もわからないし、この先会える保証もなかった。でも、愛花ちゃんの笑顔は忘れられなかった。だから大人になって同じ会社で働けるなんて夢にも思っていなかったんだ」

　真剣な言葉が胸に直接伝わってきて、愛花はたじろいでいた。

　牧丘は柔らかな瞳を向けて微笑む。

「お互いに大人になったから子供の頃とは違う。だから俺の気持ちは淡い恋心として胸にしまっておこうと思ったんだけど、愛花ちゃんは大人になってもあの頃の可愛らしい君だった。しかも、大人になってもっと素敵な女性になってた。真面目で一生懸命で、細やかな配慮ができて、気を使いながら接してくれて……。外見だけじゃなく内面まで魅力的だったから、どんどんと気になる存在になってしまって」

　そんなふうに想ってくれていたなんて、ありがたくて、嬉しくて泣きそうになる。

「俺は、また愛花ちゃんのこと好きになっていたんだよ。でも、大人になったら素直になれなかったり、ズルい考えが浮かんだりしてね。愛花ちゃんを落とすことばかり考えて、タイミングを見計らっていたんだ」

　愛花は言葉の意味を理解して、頬が赤く染まっていく。

「落ち込んでいるところに付け込むなんて、ほんと、ズルいよな、俺。でも、絶対に愛花ちゃんを手に入れたかった。けど、過去に囚われて混乱する愛花ちゃんを目の前にして、そこを攻めるしかチャンスが巡って来なかったんだ。抱いたことは後悔してないけど、ちゃんと気持ちを言えなかった。恋愛を恐れている愛花ちゃんに好きと言えば終わってしまう気がして怖かったんだ」

　牧丘が向けてきた真っ直ぐな視線には、一点の曇りもないように見えて、胸がドキドキとしてきた。

「ごめん。順番が逆になってしまったけれど、愛花ちゃんのことが好きです。俺と結婚を前提にお付き合いしてください」

「えっ……」

　嬉しすぎて、愛花は魂が抜かれたかのように呆然となった。

　セックスのときも、仕事のときも、彼から伝わってくる愛情が気のせいではなかったのだと自覚させられる。愛花の心拍数がかなり上がってこのまま倒れてしまいそうだ。

「愛花ちゃん……？」

　黙り込んでいる愛花を怪訝に思ったのか、牧丘は首を僅かに傾けた。

　舞い上がってしまうけれど、心にある不安は始めのうちに取り除いておくべきだと気持ちを落ち着かせる。

「英美里さんとは……どうなっ……」

「英美里さん？」

　愛花の質問が終わる前に、ありえないというふうに言葉を遮られてしまった。

「一方的に好意を寄せられているけれど、俺はまったくその気じゃない。さっきから言っているように愛花ちゃんにしか興味が持てないんだ」

　はっきり言ってくれた。社長のお嬢様と結婚したほうが牧丘のためになる――そんな自分の考えを覆してくれるような力強い言葉。それなのに愛花はまだ受け入れるのが怖くて、些細な抵抗をする。

「でも、社長のお嬢さんでしょ。もし交際を断ってしまったら牧丘君の会社での立場が悪くなってしまうと思うの」

　くだらないという雰囲気を醸し出しながら、牧丘はクスッと笑った。

「そんなので立場が悪くなったら訴えてやるよ。むしろこの会社を辞めて独立してもいいと思っている。でもあの社長はいい人だから、そんなことはしないさ。俺はこの会社が好きだから長く勤めていきたいと思っているし」

　向けられた笑顔が輝いているように見えて愛花は釘付けになってしまう。

　これほどまでに真剣に気持ちを伝えてくれているのだから、自分も素直にならなければいけないと、握りこぶしを作り勇気を出す。

「私、本当は牧丘君のこと気が付かないうちに好きだったと思うんだ」

　愛花は観念して話を始めると、牧丘は呼吸を整えてから黙って話を聞いてくれる。

「入社当時はもちろん仕事を覚えることで精一杯だったから、恋なんて考える余裕がなかったけど、いつも優しくて気を使ってくれて、ちゃんと褒めてくれる牧丘君に惹かれてて……。笑顔を向けられるとドキッとしちゃってたんだ。でも、あんな過去があったからもう恋愛なんてしないと思って蓋をしていたの。……でも、元カレから守ってくれて、励ましてくれて、すごく悩んだけど、たった一度でいいから抱かれたいって思った」

　飛び込んでしまえば最高の快楽が待っていた。最初で最後と覚悟していたのに体を重ねたことでもっと好きになってしまったのだ。

「ちゃんと気持ちを確かめ合う前に、そういうことになってしまって……。割り切ろうとしたのに、好きになりすぎちゃって、無理だったよ」

　愛花は恥ずかしそうな切なそうな表情を浮かべた。

「ごめん」

　彼は申し訳なさそうに顔を歪める。

「それはお互い様だから、おあいこ。だけど私たち、これからちゃんと始められるよね？」

　愛花の言葉に牧丘の瞳に光が差して、力強く頷いた。

「ああ、もちろん」

「私も牧丘君のことが好き。こんな私でよければお付き合いよろしくお願いします」

　深く頭を下げる。好きな人に素直に気持ちを伝えることって、こんなにも緊張するんだ。

　肩を掴まれて下げていた頭を上げさせられて、柔らかい瞳を向けられた。

「愛花ちゃん、ありがとう」

「牧丘君、こちらこそありがとう」

　もう恋愛なんてできないと思っていた自分が、こんなにも幸せな結末を手に入れられるなんて想像できなかった。彼の長い腕でそっと抱きしめられたので嬉しくて抱きしめ返す。

「はぁー」

　牧丘から盛大なため息が聞こえてきた。どうしたのかと顔を上げると緊張がほぐれた顔をしている。

「告白して愛花ちゃんに突き放されたらどうしようかと、不安だったんだ」

　自分のためにドギマギしてくれていることに、胸が温かくなった。もっと好きになってしまいそうだ。

　愛花の頬に手のひらを添えてゆっくりと顔を近づけてきた。キスを受け入れるために瞳を閉じると、唇が重なり柔らかさと体温が伝わってくる。

　上唇を彼の唇で挟まれて甘いキスの愛撫に口を開いてしまう。その隙間から牧丘の肉厚な舌が入り込んできた。

　舌を絡め合いながら彼の手のひらが背中からヒップラインまでねっとりと撫で回す。

　口の中が溶けそうになるほど熱くなっていき、彼の舌が深くまで侵入してくる。苦しいのに唾液を飲み干してしまいたいくらい気持ちがいい。

　体の芯からの火照りを感じ腰が勝手に動き出す。今すぐここで抱いてほしいと思うくらい情熱的なキスで、疼きが止まらない。

　外は暗いとはいえ淫猥なキスに焦った愛花は、牧丘の胸に手を添えて押し返す。

「こ、こんなところで……駄目……だよ」

　熱を含んだ甘ったるい声を出してしまい愛花は赤面してしまう。まるで早く違う場所に連れていってとおねだりしているみたい。そんな様子を見た彼も耳を真っ赤にした。

「じゃあ、俺の家においで」

　魅力的なお誘いだったが明日も平日で出勤しなければいけない。

「明日も仕事だし」

「せっかく両想いになれたんだ。せめて今夜だけは一緒にいさせてほしい」

　愛花が大好きな魅力的な笑みを浮かべてせがまれたら、断るなんてできなくて……つい頷いてしまった。

　

　牧丘のマンションに到着して足を踏み入れる。１ＬＤＫの部屋は綺麗に整理整頓されていて、黒やグレーの家具で揃えられていた。

　男性の部屋に入ったことのない愛花は緊張で固まっていたが、牧丘が笑みを浮かべて誘導するように手を引き、ソファーに座らせてくれた。すぐ隣に牧丘も腰を下ろして愛花の腰に手を回し、二人は密着する。

「綺麗な部屋だね」

「ありがとう。愛花ちゃんが来るってわかっていたらもっと片付けておいたのに」

　好きな人とこうして近くにいるだけで幸せな気持ちになってくる。

　彼は幸福を噛み締めているように甘い声で呟いた。

　その甘い雰囲気に包み込まれ愛花の胸がキュンとする。

「そうだ、開発の人がくれた新商品のチョコレートのサンプル、食べようか」

　立ち上がった牧丘は、鞄から取り出し包装紙から剥がしてくれて、口元に持ってきてくれる。

「あーん」

　照れるが素直に口を開くと甘いながらも濃厚なカカオの味が広がっていく。

「美味しい？」

「うんっ、売れそう」

「どれ、どれ」

　てっきり牧丘も食べるのかと思ったけれど、顔を近づけてきて唇が奪われた。最初はチュッチュと音を立てて唇同士をくっつけるだけのキスだったが、牧丘が愛花の後頭部に手を回してきて強く押し付ける。そのまま舌を絡めてきた。

「んんっ……」

　チョコレートの甘い味が口いっぱいに広がっていくと同時に、咥内が丁寧に愛撫され愛花の体温の上昇してきた。この新作のチョコレートを食べるたびに今の幸せな時間を思い出してしまいそう。

　二人の息が上がってきて心拍数も上がっていくのがわかる。

　心臓が激しく動き出して、耳の鼓膜の中で鼓動を打つ音が聞こえてくるほど、愛花は牧丘とのキスで興奮を覚えていた。

　下唇が親指に触れられ、愛花は口を開く。牧丘の舌が入り込んできて、上顎をねっとりと攻めてくる。舌を動かすと絡められて二人のキスは深くなり濡れた音が大きくなっていく。

　うっとりとした瞳の愛花を、牧丘は愛おしそうに抱きしめた。

「幸せだよ。俺……愛花ちゃんのことが好きでたまらないんだ」

　キスをしながら愛花はソファーの上に寝かされて組み敷かれる。慈愛のこもった瞳を向けられ、本当に愛してくれているのが伝わってきた。負けないぐらい自分も彼のことが大好きだ。

　背中に手を回して抱きしめてくれる。愛花も彼の存在をもっと近く感じたくて首に手を回した。抱きしめ合っているだけでも気持ちがいい。

　額を寄せ合って鼻をくっつけてからキスし、微笑み合う。まったりとキスを堪能し、その唇が移動して愛花の髪の毛を優しく耳にかけ耳朶にキスをした。くすぐったくて身をよじる愛花に牧丘が甘い言葉を流し込んでくる。

「愛花ちゃん、抱かせてくれる？」

「抱いて……ほしい」

　自分でも照れるほど甘い声を出してしまった。牧丘は双眸を細めて柔らかい表情を浮かべている。そのまま首筋に唇を這わせ、舌先で舐められる。

「くすぐったいよ……牧丘君っ……はぁっ……んっ……」

　身悶える愛花の胸の膨らみに手が下がってきて、服の上から膨らみを手のひらで覆われる。衣擦れの音がしてこれから好きな男に抱かれるのだと意識してしまう。彼の指がツンツンと胸の横を突いてくるだけで体がピクンと跳ねた。

「んっ……あっ……」

　少し触られただけなのに過剰に反応して、甘い吐息が漏れる。

「今日は一段と反応がいいね。可愛いよ」

　色気たっぷりの声で言われて、羞恥心に襲われた。

「だって……、牧丘君が好きだって言ってくれるから、嬉しかったの」

　愛している人からの愛の言葉は官能のスパイスになる気がする。

　彼は穏やかに笑ってから両手で胸の膨らみを揺すっていく。直接触れられていないのに胸の先端がブラジャーの中で硬く立ち上がる。キスをして胸を揉みしだきながら、彼の滾った熱を太腿に押し付けてくる。

（興奮しているのは、自分だけじゃないんだ）

　なんだか嬉しさが増して手を伸ばすと、牧丘は微笑んで手を取り指にキスをしてくれる。彼の柔らかい唇の感触が心地いい。指まで性感帯になってしまったみたい。

　カーディガンが脱がされ顕になった肩に牧丘が唇を押しつけてきた。彼の唇がとてつもなく熱くなっている。肩からキャミソールの紐が下されて鎖骨が顕になった。骨のくぼみに舌を這わせて舐められる。

「あっ……んっ、牧丘……君っ……」

　そのままワンピースが下ろされていくと、ブラジャーに収められた胸の谷間が顔を出した。そこに向けられた牧丘の熱視線がこそばゆくて身をよじる。

　彼は愛花を起こして立たせると、ワンピースを下に落とした。

　頭上に両手を持っていかれ牧丘の片手で固定される。二の腕から脇、胸の付け根へときめ細かい愛花の素肌に唇が滑っていく。

「……ぁ……や、……んんん」

　太腿を擦り合わせて腰を揺らしてしまう。

　空いている手で胸の膨らみがやんわりと揉まれ愛花の体に熱が溜まってくる。

　肌を桃色に染めて唇を半開きにして切なげに喘いだ。もっといっぱい触ってほしくて呼吸が上がってくる。焦らすように牧丘が肌に息を吹きかけると、全身が粟立つ。

「はぁっ……ん……はぁ……っ……」

「気持ちよさそうだね。見ていると俺もムラムラしてくるよ」

　また変態チックな発言をされているが、愛花はそれが嫌じゃなくて、むしろさらにゾクゾクする。エロティックな言葉を言われると背中に甘い痺れが上がってくるような感じなのだ。

　部屋の中は明るい。彼の顔を見ながら抱かれたかったけれど、明るいのは嫌だ。

「お願い……電気、消して」

　か細い声で愛花がお願いをするが、牧丘は受け入れてくれる様子がない。

「愛花ちゃんのこと、見えなくなっちゃうから却下」

「いつもより乱れちゃいそうで恥ずかしいのに」

　抗議するように唇を突き出すとチュッとキスをされ、愛花は抵抗する気がなくなってしまった。ブラジャーの隙間から指が入り込んできて、硬くなっている先端が指先で転がされる。

「んんっ……ぁ……」

　愉悦で腰が揺れる。乳首が弾かれ、摘まれた。お腹の中から熱くなった蜜が押し出されてくる感覚が、また気持ちがいい。

「愛花ちゃん、すごく敏感になっている。俺に抱かれたかった？」

「……うん」

　素直に答えると彼は嬉しそうに笑う。

　好きな人に抱かれたいと思う感情を、教えてくれたのは牧丘だ。

　牧丘が背中に手を回してブラジャーのホックをプチンと外す。カップが落ちて胸がぷるるんと揺れ出た。手で隠そうとしたけれど頭上で固定されているので無理だった。

　じっと牧丘に見つめられて、視線で犯されているかのよう。愛花の乳首はすっかり勃ち上がり、色濃くなっている。

「この胸も俺のものだからね」

　独占欲を込められた言葉が嬉しい。愛する人に、身も心もすべて捧げたくなる。

　牧丘の手のひらの中に包み込まれた胸が悦んでいる。下から持ち上げるようにして揉まれ、円を描いていく。まろやかな膨らみに彼の指が食い込んだ。少し強めに掴まれたと思えば次はもどかしいほど緩慢に揉まれる。

「柔らかいし、大きさもちょうどいい……。愛花ちゃんの何もかもが俺のストライクなんだ」

「あっ……ふぁぁっ……んっ……」

　中指と親指で先端の付け根を摘まれ擦り合わせるように動かされる。

　張り詰めている乳頭が扱かれ、どうしようもなくなってしまう。

　牧丘が愛花の胸に顔を近づけてきて感心したように眺めて口元に笑みを浮かべた。

「相変わらず綺麗で美味しそうな胸をしているね、愛花ちゃん。俺に食べられたくて腰、動いちゃってるよ？」

「そんなこと……あっ」

　胸の周りをねっとりと焦らすように舐め上げられて先端が硬くなる。先っぽに触れてほしくて体が勝手にくねってしまう。

　牧丘が愛花の様子を窺うように瞳を見つめてくる。

「どうしてほしい？」

　舐めて吸い上げられたいと思うけれど、恥ずかしくて素直に口に出せない。

　眉間に皺を深く刻みながら、愛花は苦悩に満ちた表情を浮かべる。その様子が面白いのか彼はクスクスと笑い出した。

「我慢できなくておかしくなっちゃいそう？　お願いされたらたっぷりと気持ちよくしてあげるんだけどな」

「意地悪……」

　泣きそうな気持ちになっていると、牧丘は舌の先っぽで胸の先端をちょんと突っついた。

　小さな刺激だったのに、愛花の身体はビクンと跳ねる。胸の先端だけではなく、体全体に感じる細胞が広がっていくみたい。

　胸しか触れられていないのに、愛花は、すでにショーツの中がグチョグチョに濡れていることに気がついた。

　羞恥心で頬がだんだんと赤く染まっていき、瞳には涙が溜まっていく。官能の色に染められた彼女の表情を見て彼はもっと煽るような瞳になっていく。いつもは優しいのに情交を結ぶときは意地悪するのが好きらしい。

「ほら、どうしてほしいのかおねだりしてごらん」

　これ以上焦らされてしまっては、本当に体がおかしくなってしまうかもしれない。

　恥を忍んで愛花は口を開く。

「乳首を……」

「ん？　乳首をどうしてほしいの？」

「な、舐めて……」

「どうやって？」

　愛花の胸の付け根に手を添えながら質問してくる。彼に舐められているところを想像するだけで感じてきてしまい、さらに下着の中が濡れていく。淫らなことを口にするのは悔しいけど彼にしてほしくてたまらない。照れながら言葉を紡ぐ。

「牧丘君の……柔らかいぬるぬるとした舌で……私のコリコリに硬くなった……乳首を……いっぱい舐めてほしいの」

「へぇ？　愛花ちゃんエッチだね。そんなこと俺にされたいんだ？」

　どうされたいか素直に言ったのに彼はなかなか行動に移してくれず、ニヤニヤとしている。泣きたくなるほど恥ずかしくなってしまい、牧丘を睨みつけるけれど全く迫力はない。

「自分でいやらしいこと言って興奮しているんでしょう？　本当にエッチな体をしているんだね」

　乞うような瞳を向けると彼は頭上に固定していた手を離した。

「今のエッチな愛花ちゃんは何でも言うことを聞いちゃいそうだね？」

　意味深な笑みを浮かべて次の指示をしてくる。

「ストッキング脱いで」

　そう言うと、愛花の腕を解放する。焦らされて体がおかしくなってしまいそうだ。早く触れてほしくて抗議の瞳を向ける。牧丘は愛花の髪の毛を耳にかけて、唇を寄せてきた。

「乳首だけじゃなくて、下も一緒に可愛いがってあげるから……脱いでごらん」

（もっと……もっとされたくて……つい、言うことを聞いちゃう……。私……こんなにエッチだったのかな）

　愛花はストッキングをゆっくりと下ろして足から抜いた。愛花の体に残されたのは、小さな白いレースのあしらわれたショーツだけになった。

「じゃあ、まずは舐めてあげる」

　少し身を屈めて胸の膨らみを揉みながら、チロチロと舐めてくれる。

「んっ……ぁ……気持ち……いいよ、あっ……」

　尖りきった胸の先が牧丘の口の中に含まれて、ヌルヌルとしている舌先で愛でられていく。焦らされた先端がやっと触れてもらえた歓びで愛花は嬌声を上げる。

「あぁぁっん、あっ……」

　右胸を舌で嬲りながら、左の乳首は指で軽く引っ掻いてくる。甘噛みされ痺れるような快楽に倒れそうになると、彼の逞しい腕で体を支えてくれた。その手がヒップラインを撫でるので太腿が震えてしまう。

「感じて立てない？」

　恥ずかしいけれど素直に頷くと、牧丘は愛花を横抱きにして持ち上げた。

「じゃあ、ベッドでしようか」

　突然のことだったので驚いてとっさに牧丘の首に手を巻きつける。前にホテルでも思ったが、軽々と愛花を抱き上げるなんて彼はやはり筋肉質なのだろう。

　お姫様抱っこした状態で顔を近づけてキスをした。唇が離れると牧丘は笑みを浮かべて、そのまま愛花を寝室へと運ぶ。

　寝室には大きなベッドが置かれており、シンプルながらもおしゃれな空間が広がっていた。

　ベッドに寝かされ真上から見つめてくる。

　彼の瞳に吸い込まれそうになり心臓が早鐘を打った。

　頭を撫でて額にキスをして、にっこりと笑ってくれる。

「ずっと、好きだよ。もう離さないから」

　愛する人の真剣な眼差しに愛花は照れながらも嬉しくて蕩けてしまいそう。

「好きだ。愛してる。本当に……好きでたまらないよ」

　愛の言葉を浴びせられながらキスをして舌を絡めていると、愛花の体はさらに敏感になっていく。

「牧丘君……私も……好き」

　嬉しそうに微笑むと、牧丘はネクタイの結び目に指を入れて緩める。スルリと外して投げ捨て、ワイシャツのボタンを外していく。その何気ない一連の流れにすら色気を感じる。

　愛花の上に跨ったまま脱ぐと、細いのに筋肉質な体が顕になる。何度見ても素敵で見入ってしまう。さっと移動してスラックスも脱ぎ捨て二人共体に身に着けているのは、下着だけになった。

　背中に手を回されて体を起こされ、愛花の後ろに回ってきた牧丘に背中を預ける体勢になる。体温が伝わってきて気持ちがいい。ふと視線を動かした先に全身鏡があり、鏡の中の自分と目が合い、体全体が羞恥心に染め上げられていく。

「……鏡」

「気になる？　俺に愛されているところを見ながらしてみようか」

　恥ずかしいと思いながら視線を移すと、素肌を晒した男女が二人ベッドの上にいる。愛花は蕩けて淫らな表情を浮かべており、そんな姿を自分で見てしまったことでさらに赤面した。

（私ったら、こんな溶けちゃいそうな表情をしているの……？　信じられない）

「愛花ちゃん、見える？　俺に抱かれているときいつもこんなふうにいやらしい表情を向けてくるんだよ」

「そ、そんなこと言わないで……」

　見ていられなくて瞳を閉じると牧丘が愛花の髪の毛を払って首筋にキスをしてきた。

「……ぁ……」

　敏感になりすぎてすぐに声が漏れてしまう。ねっとり愛撫される中、チクッと痛みが走った。

「俺のマーク、つけておいたよ」

　キスマークをつけるなんて、牧丘は独占欲が強いのかもしれない。けれど、支配されることに愛花は喜びを覚える。もっと自分の体を彼で満たしたい。

　後ろから手を回して両方の胸に小波のような振動を与えてくる。決して激しく動かされていないのに快楽で胸の先端が張り詰めて感じてしまう。

「はぁ……、あっ……」

　首筋にキスをしながら胸を揉みしだき、手のひらで尖った先端を撫でた。三本の指で優しく摘まれ、乳頭が真っ赤に染まる。繊細な指の動きに翻弄されて、愛花は呼吸を浅く繰り返す。

「あっ……、いやぁ……、はぁん、ふぁぁ……、駄目、あ、いや……あっ……」

「嫌じゃないでしょう？　こんなに硬くして……。ほら、目を開いて鏡を見て？」

　瞳を開くと首まで真っ赤にしている自分の姿が映り、羞恥心でクラクラしてくる。

　牧丘の片方の手が下がっていき、太腿の間に手が入り込んできた。しっとりと汗ばんでいる肌を撫で上げていく。

「愛花ちゃん、本当に肌がすべすべしていて綺麗だ」

　足が大きく開かれ愛花は目をそむけたくなった。どうしてこういう日に限って白いショーツを履いてきたのか。シミができているのがよく見えてしまう。

　ショーツの上からツーっと撫でられる。

「あっ……待って……」

　触れた牧丘がニヤリと笑う。

「すごい、濡れてる。愛花ちゃん……感じてくれているんだね」

　羞恥心に襲われて素直になれないけれど、身体は素直に反応してしまっているのだ。

「せっかくの可愛い下着が汚れちゃうから脱がせちゃうよ」

　ショーツに手をかけるとそのまま下ろされて、彼は一糸まとわぬ姿になった愛花を眺めて目を細めている。

　視線で全身が熱くなり、愛花は自分の体を隠すように両手をクロスにしていた。

　繊毛をそっと撫でられ、体がビクビク震える。

　割れ目にそって指を上下に動かすような淫らな指の動きに意識が奪われていく。

　花びらを開いたり閉じたりされると、淫猥な音が響き愛花は赤面する。

「……すごい、くちゅくちゅ」

「そんなこと……言わないで……」

　情けない声を出してしまった愛花を愛おしそうに抱きしめて、中指が敏感な粒を軽く弾いた。花びらに隠れている恥粒が顔を出すと指で摘まれ、愛花は腰を動かしてしまう。

「……い、やっ……っあぁっ……んっ……あっ、」

「もっと気持ちよくしてあげる」

　鏡に映っている自分は快楽に浮かされて悩ましい表情を浮かべていて、自分じゃないみたい。愛花が鏡を意識している様子を確認して、牧丘は嬉しそうにしていた。

「好きな人が困っている表情を浮かべているのを見るのはたまらないね」

　さすがにちょっと問題発言なのではないだろうかと思ったけれど、気にならないほど愛花は牧丘に惚れてしまっている。

　牧丘の手に誘導され膝を立ててまるでＭ字開脚のように大きく足を開いた。

　太腿の下から手が入り込んできて両手で花びらを開かれると、愛蜜がとろりと溢れてくるのがわかる。

「もう、こんなに濡らして……。愛花ちゃんっていやらしくて、可愛い」

　卑猥な言葉を言われているのに、感じてしまいゾクゾクと背筋が震えた。

　牧丘の中指が敏感な粒を捏ねくり回す。

「あっ……ん……ふぁぁ……っ、あぁっ」

「ん？　気持ちいいの？」

　素直に頷くと「いい子」と言って褒めてくれるから、思いっきり甘えたくなってしまう。

　鏡に映る淫靡な花びらは蜜で光っている。

　左手で乳首を優しく摘みながら、右手で秘所が弄られている。

「ひゃぁ……んっ……」

　気持ちよくて爪先を丸める。自分の淫らな姿を見るのは耐えられず目を閉じた。

「俺に愛されているところをちゃんと目に焼きつけてほしい。ほら……目、開いて」

　恥ずかしい気持ちを飲み込んで、言うことを聞いて鏡を見る。

　すべてが丸見えになっていて、羞恥心に襲われてどこかに隠れてしまいたくなった。

　でも、牧丘に愛でられたい。

「よーく、見える……。美しいよ……。愛花ちゃんの中、感じて真っ赤になってるよ」

　眺めているだけで、なかなか中に入ってきてくれないことにもどかしさを感じてしまう。

　牧丘はそんな愛花の気持ちがお見通しのようで笑っている。

　花芽を指先で軽く弄られただけで、お腹の中が疼いて熱い蜜が溢れた。

「あっ……牧丘……君っ」

「愛花ちゃん、どうしてほしい？」

　耳朶にキスされて、全身が蕩けそうになる。

　お尻と腰が勝手に物欲しそうに動く。彼の淫棒がそのたびに当たって、指ではなく、それで貫かれたいとさえ思ってしまうのだ。

　訴えたい気持ちになって肩越しに振り返るとキスをされ、粒を捏ねられながら舌を絡め合う。唇から唾液が垂れて糸のように落ちていく。それを掬って胸の先端に塗りつけてくる。

「ね？　どうされたいの？」

　ドクンドクンと心臓が動いていて、耳元で低い声で質問されるごとに姫壺が戦慄く。

「牧丘君の……欲しいの……」

　苦しい息を抑えつつお願いすると、彼は笑っている。

「指じゃなくて？」

「う……ん……」

「トロトロになってるけどもっと柔らかくしてあげないと」

　再び愛花はベッドに寝かされる。もう、ドキドキしすぎておかしくなってしまいそう。胸の前に手を置いて足を閉じたまま瞳を閉じていると、柔らかな肌にキスが降ってくる。へそ、腰ときて繊毛を舐め始めた。

「……ぁ……っ……」

　まだ太腿は閉じたままなのに舌を硬くしてねっとりと愛撫され、恥粒に挿し込んできた。

「は、恥ずかしいよ、お願い、嫌」

　お風呂にもまだ入ってないし、全部見られてしまうのは慣れなくて抵抗がある。

「感じてほしいんだよ、足……開くよ」

　膝の後ろに手を入れて大きく開かれると、何か待ちわびているように色づいている花びらが顕になった。寝室のオレンジ色のランプに照らされて濡れそぼっている秘所が光っていた。足の付け根まで既にぐっしょりと濡れていて、次から次へと蜜が溢れ出しシーツに染みを作っていく。

「……ごめんなさい、ベッド汚しちゃう」

「いいよ。そんなの気にしないで」

　彼の顔が近づいてきて足の付け根の蜜が舐められていくだけでビクビクと体の震えが止まらない。その唇がだんだんと移動していき花びらにキスをされた。花びらの一枚を唇で挟むようにして細かな振動を与えられる。

「んんっ……」

「すごく美味しいよ。綺麗だし何時間でも見ていられそう」

　優しい彼の愛の言葉でさらにトロトロに蕩けていく。花びらの内側や山を丁寧に舐めてくれるたび、蜂蜜のような液体が溢れだす。

　その蜜を掬って敏感な粒に塗りつけられ、体をピクピクと動かした。恥ずかしいのに一生懸命に吸い付いてくれるのが嬉しくて、感じてしまう。

「……あぁっ、んっ」

　シーツを握りしめ体に溜まる熱を逃したくて、頭を左右に振る。秘所の全体をまんべんなく舐められ絶頂が押し寄せてきた。

「んんんっ、あ、もう……駄目っ……！」

　息が苦しくなり、愛花は耐えきれなくなってくる。

　迫り上がってくる快楽に体が震えだす。

「あ、やだ、やだ……きちゃう、んんっ！」

　心臓の鼓動が速くなり、頭が真っ白になった。

　イってしまった愛花の秘所が痙攣している。

　足の間から笑って見つめられ羞恥心に襲われた。

「イっちゃった？　勝手に？」

「……だって、あまりにも気持ちよすぎて、我慢ができなかったの」

「ちゃんと言ってくれないと。愛花ちゃんは悪い子だな」

　身も心も支配されてしまうような発言なのに、愛花は胸がときめいてしまう。

　呼吸が落ち着いてくると愛花はそっと手を伸ばして、彼の分身に触れてみた。彼は意外だったようで、目を見開く。

「いつもしてもらってばかりだから……私もしてあげたいの……。やってみていい？」

　起き上がって牧丘を寝かせると、期待に満ちたようにはにかんでいる。

「愛花ちゃん……っ、ちょ、ちょっと」

　ボクサーパンツの上からでも滾っているのがわかる。形を確かめるように手のひらで包み込むと牧丘は動揺した声を上げた。

　下着の上から手のひらで上下に動かすように擦ってみる。すごく熱く、硬くなっていた。愛花と同じように感じているのか下着が濡れている。それを見て嬉しくなってドキドキと緊張しながらも下着に手をかけた。

「脱がせるね」

「う、うん」

　引っ張るようにして脱がせると、ズルッと勢いよく彼の剛直が出てきた。天に向かって大きくそそり立っていて、雄々しい笠がついていて、竿の部分は血管が浮き上がっている。こんなに立派なものが自分の中に何回も入っていたのだと思うと、信じられない。

「そんなにマジマジと見られると恥ずかしいんだけど」

「ごめん……すごい、から」

　どうやればいいかわからないけれど指で包み、上下に動かしてみる。

「……う」

　苦しそうなうめき声が聞こえたので驚いて表情を確認すると、彼は眉間に皺を深く刻んで頬を真っ赤に染めている。いつも余裕たっぷりの彼がこんなに悶えている姿を見て、すごく可愛いと思ってしまった。

　手で上下に扱くと、切っ先から蜜が溢れていた。先端を指で弄って蜜を全体に塗りつけて滑りをよくする。触っていると愛おしさが込み上げてきて、もっと愛でたくなった。身を屈めて足の間に顔を埋めてみる。

「……愛花、ちゃんっ……、ちょ、待って」

　彼の言葉を無視して竿を持ち、切っ先を舌でペロッと舐めてみる。苦くて不思議な味がするけど、これも牧丘が感じてくれた証だと思えばキュンとする。

　先端から付け根までゆっくりと舌を這わせると、彼は表情を歪める。

　何が正解かわからないけれど、いろんなところを必死で舐めていく。

　笠の段差の部分や、皺になっているところなど、ありとあらゆるところを口淫し、ぶら下がっている袋を手で揉んでみた。

「んっ……、愛花ちゃんっ……それすごく気持ちいい」

　色艶を含んだ声で言われて嬉しくなり張り切ってしまう。

　大きくて苦しいけれど口の中に含んで、喉の奥まで入れ、先端まで出してまた飲み込む動作を繰り返す。そうしながらも手での扱きは止めない。

　彼の様子を確かめるために上目使いで確認すると、頬を紅潮させて、腹筋に力を入れて悶えている。

（……可愛い。こんな姿を見たら、もっと、好きになっちゃう）

　幸せそうな姿を見ていると姫壺からコポっと蜜が滴り落ちていく。自分が触れられているわけじゃないのにどうして感じてしまうのだろう。

　笠を舌で満遍なく愛撫する。竿の筋を丁寧に舐めて、根本から先までを大事に舌を這わせた。愛おしくなって先端にチュッチュとキスをすると、手のひらにある男根が熱く滾っている。

「愛花ちゃん……」

　か細い声を聞くとゾクゾクする。深くまで口に入れて音を立てながら、頭をゆっくり動かして徐々にスピードを上げていくと、牧丘に顔を離されてしまった。

「もうっ……無理……だって……気持ちよすぎておかしくなってしまうよ、俺」

　その言葉を聞いて、愛花は彼に快楽を与えることができたと実感して、すごく嬉しかった。ますます、彼と一つになりたい気持ちが大きくなっていく。

「……牧丘君が欲しい」

　切羽詰まっておねだりすると、慈愛のこもった笑みで頷いてくれる。

　いよいよ、重なり合えるのだと歓喜が湧き上がってきた。

　牧丘は近くにある机の引き出しから避妊具を取り出した。つけるところをじっと見つめていると、恥ずかしそうに笑って素早くつけた。

　起き上がった牧丘と向かい合って座ると長い腕で抱きしめてくれる。

「大好きだよ、愛花ちゃん」

「私も、大好き」

　額をくっつけてニコニコ微笑んでくれる彼の事が愛おしくて仕方がない。唇を重ねて舌を絡める。すかさず胸の先端にも刺激を与えてくれる。

　そのままゆっくりとベッドに寝かされて膝の後ろに手を入れて足を大きく開かされた。愛花のそこは男を受け入れるのを待ちわびているかのように、パックリと開ききっている。

　彼の滾りを花びらに擦り付けられると、淫猥な水音が響く。

「今日はいつも以上に濡れているね」

「……牧丘君にいっぱい好きって言ってもらってるから」

「なにそれ……可愛い……」

　泥濘に先端をゆっくりと沈めて、浅いところで振動を加えて愛花の様子を見てくれる。

　もっと奥に進んでほしいのに、もどかしいほどゆっくりした動きだ。

　頭を撫でて甘いキスをくれる。彼が中にいるのだと思うと安心感が湧き上がってくる。

　場所を少しずつずらしていくたびに笠が肉襞に擦れて甘い痺れに腰を揺らす。

　グググと、押し進めてくるので、快楽に期待した姫壺に力が入る。

「もっと力抜いて？」

「無理……気持ちよくて、耐えられないもん……」

　涙声で訴えかけると牧丘はフッと笑って、自らの額を触っている。

「参るな……、可愛すぎる」

　呟き、牧丘は力を加えて媚肉を押し広げていく。

「ああっ……！　んんっ……はっ……んっ」

　濡れそぼっている愛花の蜜口が彼をすっぽりと受け入れ奥まで到達した。

　大きくて圧迫感がものすごい。焦らされてやっと入れてもらえた歓びで蜜道が男根を締め上げ、その自らの刺激で達しそうになった。

　一方で、奥まで入った硬い男根が中で一瞬ピクッと動く。

　愛花が不安になって彼を確認すると、顔を真っ赤にしていた。

「愛花ちゃんがあまりにも可愛いから、もうイきそうになった」

「えっ……？」

　そんな彼の言葉に、愛花の胸がキュンと高鳴った。愛花は、どんな反応をしたいのかわからなくなって、笑みを浮かべる。手を伸ばすと応えるかのように抱きしめてくれた。一つになった状態でキスをして舌を絡める。焦れったいほど緩慢な動きで円を描くように腰を動かす。

「っ……ふぁぁ……、はっ……牧丘君……」

　撹拌されてトロトロになり、潤滑油になって滑りがよくなったことで、淫音が響いている。

　気持ちよくてたまらなくて、腰が動いてしまう。

　牧丘は身を屈めて乳首にねっとりと唾液を絡めてしゃぶりついてくる。

「んっ……ぁ、んっ……ああっ……」

　壁が擦られなんとも言えない快楽に震え唇を噛み締めた。手前まで引き抜かれ、ズブズブとまた最奥を突いてきた。

「あぁぁんっ……はっ……、んっ」

　挿入したまま背中の下に枕を入れられて少し体が起こされた。

「俺に愛されるところをじっくりと見てほしい」

　羞恥心に苛まれながらも、視線を下ろすと二人の繋がっている部分が目に入る。腰を掴まれて引き抜かれては奥まで穿たれ、愛花は背を仰け反らせる。

「あっ……ん……っ、ふっ……あっ……」

　そのまま背中に手を入れて抱きしめられて、対面座位になった。自分の体重でさらに深いところに届き、子宮が痺れる。

　牧丘の首に腕を絡めてキュッキュと蜜道を締め付けた。彼は愛花の臀部の膨らみを掴んで上下に動かす。その度にズブズブと下の口は剛直を飲み込んでいく。

　中の壁を擦り上げられ敏感な場所を一突きされ、思わず喉を反らした。手で体を支えながら男根を咥え込む。臍の裏側を優しく刺激されているみたい。そのまま寝かされて腰を持ち上げられる。

「好きだよ、愛花ちゃん」

　腰を動かすたびに深くなり動きがだんだんと激しくなってきた。

　しっとりと額に汗を浮かべた彼に思いっきり貫かれ、色っぽい瞳を向けられ、愛花の脳みそが桃色に染まっていく。

　こんな淫らな姿を見ていたら、脳裏に焼きついてしまいそう。仕事をしていてもふとした瞬間に思い出してしまうのではないかと思って、よりいっそう体が火照った。

「あんっ……あっ……牧丘……君っ……」

　あと一歩で達してしまいそうになったとき、彼は動きをピタリと止めてしまった。

　達しそびれて熱が溜まった体を持て余してしまい、どうしようもない気持ちになった。刺激が欲しくなって自ら腰が動いてしまう。困ったものだ。

「愛花ちゃん……自分で腰を振って気持ちいいところに当てるなんていけない子だね」

「……だって」

　もっといっぱい突いてもらわなければ、おかしくなってしまいそうだった。

「愛花ちゃん。もっとしてあげるから俺のお願い聞いてくれない？」

「な、何……？」

　今の愛花なら、どんなことでも言うことを聞いてしまいそう。

　完全に愛花が服従している様子に牧丘は満足そうに頷いた。

「俺の名前……呼んで」

　そういえば、今までずっと苗字で呼んでいた。先ほど正式な恋人になったのだから当たり前なのかもしれないけれど、下の名前で呼び合うほうが、より二人の距離が縮む気がする。

　何より、お願いがそんな可愛いことだと思わず、愛花の胸が高鳴る。

（ピュアなお願いをするところも、可愛い！）

　愛花はにっこりと笑った。

「涼平君、好き」

　彼は目を細めて幸せそうな表情を見せる。

「ありがとう愛花ちゃん」

　名前を呼んだだけなのに、嬉しそうなにしてくれるから愛おしさがこみ上げてきた。

「ご褒美に、いっぱい突いてあげるからね」

　愛花の体の横に手をついて腰を打ち付けた。

「あぁぁっ！」

　ジュポジュポと音を立てながら穿つ。硬く熱くなった剛直が窄みを押し広げさらに深いところを貫き、先ほどとは比べようにならないほど激しく動かす。

　子宮が痺れるほど感じてしまい、背が反り返る。快楽が強すぎて逃げ出したくなり、首を左右に振りながらシーツを掴んだ。

「そんな、奥……突かれたら、イっちゃうから、あぁぁんっ、もう、イっちゃうのっ」

　二人が繋がっている部分から水しぶきが上がる。パンパンと肌がぶつかり合い、ベッドが軋む音がする。

　愛花の蜜道がきゅうっと牧丘の熱の塊を締めつけると、彼も悶絶しているようだった。そんな表情を見たら、達しそうになる。

「あ……んっ……待って……ああぁぁ」

　牧丘は動きを緩め奥に振動を与える。ゆっくり動きながら花芽を親指で刺激され、乳首を弾かれた。

「んんっ……、……んっ、気持ちよすぎて……変になりそう……だよ、あっ……」

　愛花は、身も心も牧丘で満たされているようで、ものすごく幸福な気持ちに浸っていた。

「あっ……んっ…… 涼平……君っ……、んんんっ……はっ……んっ」

「愛花、好きだ」

　始めて呼び捨てにされた。それがまた引き金となって快楽が増していく。

　滾りきった剛直がさらに膨れ上がった感触に、さらに深く愉悦を覚えて身悶える。

　限界がすぐそばまでやってきている。

　愛花は子宮を何度も繰り返し刺激され、生理的な涙を流しながら手を伸ばした。

「……愛花、俺だけの愛花だからね……これからも永遠に……」

「う、ん……あぁぁっ」

　壊れてしまうのではないかと思うほど激しく貫かれる。

　愛花の媚肉が健気に彼の淫棒を絞り上げると、眉間に皺を寄せて腹筋を硬くして精一杯突き上げてくる。

「好きっ……涼平君っ、あっ……あっ」

　嬉しすぎる愛花からの言葉を聞いて、牧丘は自らの理性を失いかけた。自分の愛情を刻みつけたいと強く思いを込めて結合部分を突き続ける。

「涼平君……、イっちゃう……あぁぁぁっ、いやぁ……っ」

　牧丘の背中に爪を食い込ませて、喘ぐ。

「俺もイきそう……、出る……あ、出る……愛花、愛花……愛してる、はっ」

「あっ、あっ……ん、あぁぁんっ……イくーっ、あぁぁぁっ！」

　呼吸が止まり、極みの山に登り、ものすごい快楽に体が包まれて涙が溢れてきた。

　自分の体の中にいる牧丘が避妊具に吐精する旋律にすら快感を覚えて、呼吸が乱れる。

　愛する人とこうやって身体を重ね合わせることって本当に幸せだ。

　憧れていた彼と、体だけじゃなく心までも繋がれるなんて、夢みたい。

　愛花と牧丘は抱きしめ合ってキスをする。

　牧丘が優しい瞳を向けて汗で張り付いた愛花の前髪を避けてくれ、涙の跡を辿るようにチュッチュとキスされた。

「愛花、好きだよ、愛してる」

「私も……愛してる……」

「大切にするから、ずっと」

　彼からの愛情が注ぎ込まれるような甘いキスを受け止めながら、愛花は幸福感に包み込まれていた。

　

　

　目が覚めると愛花は一糸まとわぬ姿で牧丘に抱きしめられたままになっていた。

　近くにある置き時計を確認するともう五時。髪の毛をカールする時間がなくなると思って慌てて飛び起きた。

　大好きな人の隣で目が覚めたのだから昨夜の余韻に浸りたかったのだけど、髪の毛を巻いて大人っぽく見せるのはいつもの日課なのだ。

　ベッドから抜けようとする愛花は牧丘に後ろから抱きしめられてしまう。

「愛花……随分早起きだね」

　牧丘はまだ眠そうにしている。

「ごめんね、私、一度家に帰って支度してくるから」

「それにしても早くない？」

　彼は愛花を離そうとしてくれない。

　だんだんと時間がなくなってくるので愛花は焦りだす。

「もっと一緒にいたいんだけど。車で送っていくし」

「いや……あのね、理由があって……」

「俺とゆっくりしたくないの？」

「違うの。髪の毛、カールにしないと子供っぽく見えちゃうから」

　正直に打ち明けるのは恥ずかしかったけれど、言わないと行かせてくれない。

「えー、そんな可愛い理由？　愛花はそのままでも可愛いよ」

　チュッと耳朶にキスをされ、愛花は朝から真っ赤になってしまう。

「いつも早起きして頑張ってたんだね」

　褒められた愛花は胸が締め付けられる。頑張りをさり気なく認めてくれる彼の優しさが心に染み込んでいく。

　振り返って牧丘に抱きついたら、彼は嬉しそうにギュッとしてくれた。

「涼平君のためにお洒落したいし、少しでも綺麗にしていたいけど……もう少しそばにいたい」

　愛花の言葉を聞いた牧丘は頬を赤く染めて頷いた。

「ストレートヘアー、俺は好きだな。カールも可愛いけど、サラサラも好き」

　その言葉を聞いて牧丘が自分のために前髪を切ってきてくれた日のことを思い出した。（彼が喜ぶならストレートヘアーにしちゃおうかな）

「ね？　あと一時間、こうしてくっついていようよ」

　牧丘が甘えるように言ってくるから、可愛くて顔が綻んだ。

「わかった、そうする」

　二人は笑みを浮かべて額をくっつけ合う。鼻を擦り合わせてクスクス笑って、唇を重ねて舌を絡めた。

　爽やかな朝を迎えているのに、甘すぎる時間に愛花は羞恥心を覚える。

　キスをしていると彼の手が胸の膨らみを包み込み、やわやわと愛撫を加えてきた。

「ひゃ、んっ、駄目……だって」

「いいじゃん。もっとイチャイチャしたい」

「だって、会社に行けなくなっちゃう」

「愛花は本当に感じやすいんだね。可愛い……」

　たまらないとでも言いたそうに力強く抱きしめられ、愛花は朝から幸せ過ぎて蕩けそうになっていた。

「ね、愛花」

「ん？」

「これからも、末永くよろしく」

　改まって言われると照れてしまうが、愛花はしっかりと頷いた。

　恋愛の不安を打ち破ってくれた彼と一歩ずつ前に進んでいけますように。





完









あとがき








　こんにちは。ひなの琴こと莉りと申します。

　この度はご購入いただき、ありがとうございました。

　楽しんでいただけたでしょうか？

　

　今までもラブシーンのある小説は書いたことがありましたが、今回はとても濃厚でした！

　女性向けの官能小説なので、最後は体の快楽だけではなく、心までも満たされるお話にしたいと思いストーリーを考えて、執筆しました。

　過去に傷ついて恋愛に前向きになれないヒロインが、ひょんなことから同僚とセックスをしてしまいます。そのセックスで愛情を感じながら、前に進もうとする葛藤が私がこの小説の好きなところです。

　

　辛い恋愛を忘れさせてくれる一途で情熱的、しかも仕事ができるハンサムな男性に愛されるなんて夢のような設定ですよね！

　しかし、ヒロインも無条件に愛されているわけではなく、仕事をきっちりして頑張っていました。そこにヒーローも惚れ直したのかなと（笑）

　

　現実の世界でも、頑張っていたら誰かが見ていてくれる気がしています。

　なかなかうまくいかないことがあっても、腐らずに、自分を励ましながらやっていれば、絶対にいいことがある！　……なんて思っています。

　

　制作にあたりまして、お世話になった編集さんに感謝します。

　表紙を担当してくださったカトーナオ様、本当にありがとうございました。

　そして、数ある作品の中から選んで読んでくださった読者様に心よりお礼を申し上げます。

　またどこかでお会いできるのを楽しみにしております。





ひなの琴莉
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